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 議   長  本日は、藤本議員から欠席届があり ます。現在１３名が出席され

ております。  

定足数に達しておりますので、会議は成立いたしました。  

（開会宣言  午前１０：０８）  

議   長  ただいまより、令和５年第５回美浜町議会定例会を開会いたしま

す。直ちに本日の会議を開きます。  

職務執行のため、議会事務局長を出席させております。  

地方自治法第１２１条の規定により、説明のため、町長、副町長、

教育長及び両統括幹、各課長、会計管理者の出席を求めました。  

これより議事に入ります。  

本日の議事日程は、お手元の日程表のとおりと定めます。  

日程第１  会議録署名議員の指名についてでありますが、会議規

則第１２５条の規定により、議長において指名いたします。  

３番  中牟田春子君  

９番  川畑忠之君  

の両君を指名いたします。よろしくお願いいたします。  

日程第２  会期の決定についてを議題といたします。  

お諮りいたします。  

本定例会の会期は、本日から９月２１日までの２３日間といたし

たいと思います。  

これに御異議はございませんか。  

（異議なしの声あり）  

議   長  異議なしと認めます。  

よって、本定例会の会期は、本日から９月２１日までの２３日間

とすることに決定いたしました。  

日程第３  諸般の報告をいたします。  

報告第６号  令和４年度決算に基づく健全化判断比率及び資金不

足 比 率 の 報 告 に つ い て 、 報 告 第 ７ 号  美 浜 町 地 域 づ く り 拠 点 化 整

備事業契約の変更について。  

諸般の報告を総務課長に求めます。  

総務課長。  

総 務 課 長  それでは、諸般の報告を行います。  

報告第６号  令和４年度決算に基づく健全化判断比率及び資金不
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 足比率の報告について。  

地方公共団体の財政の健全化に関する法律第３条第１項及び第２

２ 条 第 １ 項 の 規 定 に よ り 、 令 和 ４ 年 度 決 算 に 基 づ く 健 全 化 判 断 比

率 及 び 資 金 不 足 比 率 を 監 査 委 員 の 印 を つ け て 、 別 紙 の と お り 報 告

する。  

別紙。  

令和４年度決算に基づく健全化判断比率及び資金不足比率報告書。  

１．健全化判断比率。  

区分。実質赤字比率、連結実質赤字比率、実質 公債費比率、将来

負 担 比 率 の 順 に 読 み 上 げ さ せ て い た だ き ま す 。 単 位 は パ ー セ ン ト

となります。  

令和４年度決算、健全化判断比率 、実質赤字比率、連結実質赤字

比 率 と も 赤 字 が あ り ま せ ん の で 、 そ れ ぞ れ ハ イ フ ン で 表 示 さ せ て

いただいております。  

実 質 公 債 費 比 率 ７ . ６ 、 将 来 負 担 比 率 ６ ６ . ７ 、 早 期 健 全 化 基 準

１ ５ . ０ ０ 、 ２ ０ . ０ ０ 、 ２ ５ . ０ 、 ３ ５ ０ . ０ 、 財 政 再 生 基 準 ２ ０ .

００、３０ .００、３５ .０。  

２．資金不足比率。  

会計名。資金不足比率、経営健全化基準の順に読み上げさせてい

ただきます。単位はパーセントとなります。  

上 水道 事業会 計 ハイ フン ２０ . ０、 簡易 水道 事業特 別会計 ハイ フ

ン ２ ０ . ０ 、 集 落 排 水 処 理 事 業 特 別 会 計 ハ イ フ ン ２ ０ . ０ 、 公 共 下

水 道事業 特別会 計 ハ イフン ２０ . ０、産 業団地 事業特 別会 計 ハイ フ

ン２０ .０、住宅団地事業特別会計ハイフン２０ .０。  

令和５年８月３０日提出。美浜町長、戸嶋秀樹。  

続いて、報告第７号  専決処分の報告について。  

町長の専決事項の指定第１号の規定によって別紙のとおり専決処

分 し た の で 、 地 方 自 治 法 第 １ ８ ０ 条 第 ２ 項 の 規 定 に よ り 、 こ れ を

報告する。  

専決第７号  美浜町地域づくり拠点化施設整備事業契約の変更に

ついて。  

美浜暮らしブランド株式会社代表取締役  合掌智宏と契約を締結

し た 美 浜 町 地 域 づ く り 拠 点 化 施 設 整 備 事 業 契 約 に つ い て 、 下 記 に
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 よ り 変 更 契 約 を 締 結 す る た め 、 町 長 の 専 決 事 項 の 指 定 第 １ 号 の 規

定により専決する。  

１．契約の目的、変更なし。  

２．契約変更金額、４５２万８ ,０８４円の増。  

変更後の契約金額、１７億３ ,２８１万１ ,３０７円。  

契約の相手方、変更なし。  

変更の理由、基準金利の確定及びＥＶスタンド引渡し時期の見直

し等に伴う契約金額の変更。  

令和５年７月２４日専決。美浜町長、戸嶋秀樹。  

令和５年８月３０日提出。美浜町長、戸嶋秀樹。  

以上でございます。  

議   長  以上で、諸般の報告を終わります。  

これより議案を上程いたします。  

日程第４  議案第５６号  令和４年度美浜町一般会計歳入歳出決

算 の 認 定 に つ い て か ら 、 日 程 第 ２ １  議 案 第 ７ ３ 号  令 和 ５ 年 度

美 浜 町 上 水 道 事 業 会 計 補 正 予 算 （ 第 ２ 号 ） ま で の １ ８ 議 案 を 一 括

上程いたします。  

町長から提案理由の説明を求めます。  

町長。  

町   長  令和５年第５回美浜町議会定例会の開会に当たり、議員各位には、

お忙しい中、お繰り合わせ御出席をいただき、御礼を申し上げます。  

それでは、町政諸般の御報告を申し述べますとともに、今回御提

案いたします議案等の概要について御説明申し上げます。  

さて、今年の夏は、連日全国各地で気温３５度を超える猛暑日が

記 録 さ れ る な ど 猛 烈 な 暑 さ と な り ま し た が 、 来 月 以 降 も 平 年 よ り

気 温 の 高 い 状 況 が 続 く と 予 測 さ れ て い ま す 。 こ れ は 、 地 球 温 暖 化

や エ ル ニ ー ニ ョ 現 象 の 影 響 等 々 言 わ れ て い ま す が 、 こ れ か ら 台 風

シ ー ズ ン を 迎 え る に 当 た り 、 こ う し た 異 常 気 象 に よ る 自 然 災 害 に

備 え 、 防 災 ・ 減 災 対 策 や 地 域 防 災 力 の 強 化 に 取 り 組 ん で ま い り ま

す。  

特に地域レベルの防災活動が活発化しており、県消防操法大会 で

の 美 浜 消 防 団 山 上 区 の 優 勝 は 記 憶 に 新 し い と こ ろ で す が 、 先 日 、

４ 年 ぶ り に 行 わ れ た 町 の 自 衛 消 防 隊 操 法 大 会 で は 、 集 落 や 職 員 か
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 ら １ ７ チ ー ム が 参 加 し 、 熱 戦 が 繰 り 広 げ ら れ ま し た 。 町 で も 自 主

防 災 組 織 の 強 化 に 向 け た 新 た な 支 援 に 取 り 組 む ほ か 、 １ ０ 月 １ 日

に は 東 地 区 を 中 心 に 、 消 防 団 や 住 民 の 参 加 連 携 に よ る 防 災 訓 練 を

実施いたします。  

次に、この夏の海水浴場の状況について申し上げます。  

夏の観光の柱となります海水浴場が、水晶浜をはじめ、 町内５か

所 で 開 設 さ れ ま し た 。 コ ロ ナ 禍 が 収 ま り 、 多 く の 入 り 込 み が 期 待

さ れ ま し た が 、 シ ー ズ ン 中 の 入 り 込 み 客 は 約 ６ 万 ３ ， ０ ０ ０ 人 余

り 、 平 年 の 約 ４ 割 程 度 と 伸 び 悩 み ま し た 。 こ れ は 、 異 常 な 暑 さ が

続 い た こ と や 、 お 盆 時 期 に 接 近 し た 台 風 を は じ め 、 水 晶 浜 に 居 着

いたイルカも少なからず影響したものと考えています。  

特に、イルカについては、夏季観光客受入れ対策会議で出没状況

等 を 関 係 者 間 で 共 有 、 注 意 喚 起 対 策 を 講 じ た も の の 、 イ ル カ に よ

る 被 害 が 発 生 し 、 全 国 的 な 話 題 に な っ た と こ ろ で あ り ま す 。 町 で

は 、 速 や か に 地 元 関 係 者 や 県 、 海 上 保 安 庁 等 の 関 係 機 関 と 協 議 ・

連 携 し 、 イ ル カ よ け の 超 音 波 発 信 装 置 の 設 置 や 海 上 パ ト ロ ー ル な

ど 安 全 対 策 を 強 化 し た 結 果 、 ７ 月 下 旬 に イ ル カ が こ の 地 を 離 れ 、

平穏な環境を取り戻すことができました。  

改めて、安全対策に御尽力いただきました地元をはじめ、関係機

関の皆様に感謝を申し上げる次第であります。  

次に、新たなにぎわい創出イベントについて申し上げます。  

サマーフェスタみはま２０２３ムーブオンが 、８月１９日に美浜

町 総 合 運 動 公 園 で 開 催 さ れ ま し た 。 こ の イ ベ ン ト は 、 町 内 の 若 者

世 代 を 中 心 と す る 実 行 委 員 会 が 企 画 ・ 運 営 し た も の で 、 当 日 は ス

テ ー ジ イ ベ ン ト を は じ め 、 子 供 た ち の 体 験 ア ト ラ ク シ ョ ン や 野 外

シ ア タ ー 、 打 ち 上 げ 花 火 等 が 行 わ れ ま し た 。 ま た 、 会 場 に は 様 々

な デ ザ イ ン の キ ッ チ ン カ ー や 屋 台 が 並 び 、 わ く わ く す る 雰 囲 気 の

中 で 、 町 内 外 か ら 若 者 や 子 育 て 世 代 を 中 心 に １ 万 人 を 超 え る 来 場

者でにぎわう、活気あるイベントとなりました。  

こうした形で回を重ねてきた本イベントは、年々工夫を凝ら した

魅 力 あ る イ ベ ン ト に 進 化 し て き て お り 、 活 力 あ る 協 働 の ま ち づ く

りにつながることを期待するところであります。  

さて、本町は来年２月に町制施行７０周年を迎えます。節目の年
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 を 記 念 し 、 こ れ ま で 開 催 し て き た み は ま ナ ビ フ ェ ス を 新 た な イ ベ

ン ト と し て 進 化 さ せ る と と も に 、 会 場 を 美 浜 駅 前 か ら は ま び よ り 、

な び あ す ま で の 一 帯 を に ぎ わ い ゾ ー ン に 設 定 し 、 町 内 外 よ り 多 く

の皆様が集い、交流が広がるイベントを 目指しています。  

なお、イベントの企画・運営は、サマーフェスタと同様に実行委

員 会 が 主 体 と な り 、 官 民 協 働 に よ る 新 た な に ぎ わ い 創 出 に つ な げ

たいと考えています。  

次に、三方五湖ゾーンについて申し上げます。  

今年度のレインボーライン山頂山麓公園の来訪者は、今月末時点

で 約 ２ ３ 万 人 、 昨 年 同 時 期 に 比 べ １ 割 増 と 、 着 実 に 増 え 続 け て い

ます。  

また、レイクセンター電池推進遊覧船 の利用者も徐々に増加して

お り、これ までに４ , ００ ０人を超 える 方々に乗 船いただ きました 。

環 境 に 優 し い 静 か な 船 と 、 お も て な し あ ふ れ る ガ イ ド な ど が 高 い

評価につながっているものと受け止めています。  

なお、２隻目の遊覧船Ｇｒｅｂｅ（グリーブ）もこのほど完成、

１ ０ 月 の 営 業 運 航 を 目 指 し て 所 要 の 準 備 を 進 め て お り 、 運 航 体 制

を 整 え 、 さ ら に 多 く の 皆 さ ん に 乗 船 い た だ け る よ う 、 再 エ ネ １ ０

０ ％ の 遊 覧 船 と す ば ら し い 自 然 景 観 の 魅 力 を 内 外 に 、 強 力 に 発 信

してまいります。  

次に、北陸新幹線敦賀開業について申し上げます。  

いよいよ開業まで６か月余りとなりました。この９月下旬から金

沢 － 敦 賀 間 に お い て 走 行 試 験 が 行 わ れ 、 １ ０ 月 １ 日 に は 敦 賀 駅 で

北 陸 新 幹 線 Ｗ ７ 系 車 両 の 入 線 歓 迎 セ レ モ ニ ー が 予 定 さ れ る な ど 、

開 業 に 向 け た 準 備 が 着 々 と 進 め ら れ て お り 、 徐 々 に 期 待 感 と 機 運

が高まりつつあります。  

この機を見据え整備した三方五湖天空のテラスやレイクセンター、

道 の 駅 は ま び よ り を は じ め 、 町 内 の 宿 泊 施 設 や 商 業 施 設 に 多 く の

お 客 様 が 足 を 運 ば れ 、 開 業 効 果 を あ ま ね く 享 受 で き る よ う 誘 客 対

策に取り組んでまいります。  

次に、全国高校総合体育大会のローイング 競技について申し上げ

ます。  

この７月に北海道網走港ボート場で開催された本大会で、美方高
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 校 女 子 舵 手 つ き ク ォ ド ル プ ル が ５ 大 会 連 続 の 優 勝 を 果 た し ま し た 。

ま た 、 男 子 舵 手 つ き ク ォ ド ル プ ル も ３ 位 に 入 賞 す る な ど 、 ボ ー ト

の町美浜の名にふさわしい輝かしい活躍を見せてくれました。  

来月、鹿児島県で開催される燃ゆる感動かごしま国体でも、天皇

杯 ８ 連 覇 、 皇 后 杯 ６ 連 覇 の 偉 業 達 成 に 向 け て 、 本 県 ク ル ー の 活 躍

を期待する次第であります。  

次に、第３６回美浜町民レガッタについて申し上げます。  

昭和６３年から始まった美浜町民レガッタは、この３年間、コロ

ナ 禍 に よ る 中 止 や 大 会 規 模 の 縮 小 を 余 儀 な く さ れ ま し た が 、 今 回

は 交 流 の 部 を 復 活 さ せ 、 １ ０ 台 同 時 の 形 式 で １ ０ 月 １ ５ 日 に 開 催

を い た し ま す 。 こ れ ま で に １ ４ ０ ク ル ー の 参 加 申 込 み が あ り 、 ボ

ー ト 競 技 の 楽 し さ を 多 く の 方 々 と 共 有 す る と い う 大 会 の 原 点 に 立

ち 返 り 、 多 く の 方 々 に 愛 さ れ 、 親 し ん で 参 加 い た だ け る よ う 努 め

てまいります。  

さて、本日御提案いたしました議案につきまして、その概要 と提

案理由を御説明申し上げます。  

議案第５６号から議案第６７号までの１２議案は、令和４年度の

一 般 会 計 及 び 各 特 別 会 計 並 び に 上 水 道 事 業 会 計 の 決 算 認 定 に つ い

て で あ り ま す が 、 去 る ７ 月 ２ ０ 日 、 ２ １ 日 及 び ８ 月 １ ７ 日 に 監 査

委 員 に よ る 決 算 審 査 を 受 け ま し た の で 、 そ の 審 査 意 見 書 を 確 認 い

ただき、御認定賜りたくお願い申し上げ ます。  

令和４年度の一般会計は、美浜町スマート・コンパクトシティ魅

力 創 造 拠 点 化 事 業 の 本 格 化 及 び 道 の 駅 は ま び よ り の 完 成 、 ケ ー ブ

ル テ レ ビ 施 設 更 新 事 業 な ど 前 年 度 の 繰 越 事 業 が 完 成 し た こ と か ら 、

前 年 度 と 比 較 し 、 歳 入 で ７ 億 ５ , ４ ５ ２ 万 ３ , ０ ０ ０ 円 増 の １ ２ ９

億 １ ９ ５ 万 円 、 歳 出 で １ １ 億 ７ , ０ ６ ８ 万 ３ , ０ ０ ０ 円 増 の １ ２ １

億 ２ , ４ ７ ５ 万 １ , ０ ０ ０ 円 と 、 過 去 最 大 の 決 算 規 模 と な っ た も の

であります。  

そのほか、各特別会計や企業会計を含めた種々の経費につきまし

て は 、 決 算 書 等 に お い て 詳 細 に 説 明 を さ せ て い た だ い て お り ま す

が 、 第 ５ 次 美 浜 町 総 合 振 興 計 画 及 び 美 浜 創 生 総 合 戦 略 に 掲 げ る 施

策 を 着 実 に 推 進 す る と と も に 、 選 択 と 集 中 に よ る 行 財 政 運 営 に 取

り組んだところであります。  
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 また、財政健全化法等に基づく本町の令和４年度財政健全化判断

比 率 並 び に 公 営 企 業 会 計 に 係 る 資 金 不 足 比 率 の 状 況 に つ き ま し て

は 、 い ず れ の 指 標 に お き ま し て も 基 準 値 内 で あ り 、 町 財 政 の 健 全

性は確保されています。  

今後とも財政指標等を注視しながら一層の行財政改革に努めると

と も に 、 持 続 可 能 な 財 政 運 営 に 取 り 組 ん で ま い り ま す の で 、 議 員

各 位 の 御 理 解 と 御 協 力 を 賜 り ま す よ う お 願 い 申 し 上 げ る 次 第 で あ

ります。  

次に、議案第６８号  令和５年度美浜町一般会計補正予算（第４

号 ） に つ き ま し て は 、 歳 入 歳 出 そ れ ぞ れ ５ 億 ６ , ８ ０ ７ 万 ６ , ０ ０

０ 円を追 加し、 予算 総額を ９３億 ２， ９１２ 万９ , ０００ 円とす る

ものであります。  

歳出予算の主な内容を申し上げますと、総務費においては、町内

幹 線 道 路 の 防 犯 灯 ６ ２ ６ 灯 を ナ ト リ ウ ム 灯 か ら Ｌ Ｅ Ｄ 灯 に 更 新 す

る に 当 た り 、 来 年 度 更 新 予 定 の 県 道 松 屋 河 原 市 線 分 の 実 施 設 計 の

経費として１４１万８ ,０００円を計上いたしました。  

民生費においては、ひとり親家庭の子供の学力向上のための学習

及 び 心 身 の 健 や か な 成 長 の 一 助 と な る 習 い 事 の 費 用 の 一 部 を 補 助

す る 経 費 と し て 、 １ ２ ３ 万 円 を 計 上 い た し ま し た 。 ま た 、 町 内 保

育 園 に お い て 、 保 護 者 が 使 用 済 み お む つ を 持 ち 帰 ら な く て 済 む よ

う 、園で 処分す る設 備の導 入経費 とし て２２ １万３ , ００ ０円を 計

上いたしました。  

商工費においては、若狭路美浜トレイルに訪れる登山愛好家の安

全 確 保 と 利 便 性 向 上 を 目 的 と し て 、 地 元 区 が 登 山 道 案 内 表 示 板 を

設 置 す る に 当 た り 、 表 示 板 の 製 作 を 補 助 す る 経 費 と し て １ ８ ２ 万

８ ,０００円を計上いたしました。  

消防費においては、地域防災力の向上と自主防災組織の強化を図

る た め 、 地 区 防 災 倉 庫 及 び 防 災 活 動 資 機 材 の 整 備 に 係 る 補 助 と し

て４５０万円を計上いたしました。  

また、豪雨時の冠水による町道アンダーパスでの事故防止を目的

に 、水位 センサ ーと 監視カ メラの 設置 経費と して６ １５ 万７ , ００

０円を計上いたしました。  

教育費においては、子供たちが絵本を楽しめる環境の整備及びな
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 び あ す 図 書 館 の に ぎ わ い 創 出 を 目 的 に 、 家 庭 で は ま れ な 等 身 大 の

絵 本 や 大 型 の 紙 芝 居 、 仕 掛 け 絵 本 等 を 配 置 す る 経 費 と し て １ ０ ５

万１ ,０００円を計上いたしました。  

以上が歳出予算の主なものでありますが、これに対する歳入とい

た し ま し て は 、 前 年 度 繰 越 金 ４ 億 ２ , ８ ３ １ 万 ７ , ０ ０ ０ 円 、 国 県

支 出 金 ５ , ５ ７ ９ 万 ９ , ０ ０ ０ 円 、 町 税 ４ , ４ ６ ７ 万 ４ , ０ ０ ０ 円 、

繰 入 金 ３ , ８ ７ ９ 万 １ , ０ ０ ０ 円 な ど を 充 当 し 、 収 支 の 均 衡 を 図 っ

た次第であります。  

次に、各特別会計の補正予算概要について申し上げます。  

議案第６９号  令和５年度美浜町介護保険事業特別会計補正予算

（ 第 １ 号 ） に つ き ま し て は 、 介 護 保 険 事 業 勘 定 に お い て 、 前 年 度

に おける 介護給 付費 、国県 負担金 等の 精算返 還金に 伴い １ , ０ １８

万６ ,０００円を追加し、予算総額を１１億２ ,００９万２ , ０００

円とするものであります。  

議案第７０号  令和５年度美浜町集落排水処理事業特別会計補正

予 算 （ 第 ２ 号 ） に つ き ま し て は 、 汚 水 中 継 ポ ン プ 場 設 備 更 新 工 事

に 伴い、 歳入歳 出そ れぞれ ９４万 ９ , ０ ００円 を追加 し、 予算総 額

を２億４ ,１９１万１ ,０００円とするものであります。  

議案第７１号  令和５年度美浜町公共下水道事業特別会計補正予

算 （ 第 ２ 号 ） に つ き ま し て は 、 浄 化 セ ン タ ー 等 設 備 更 新 工 事 の ほ

か 、 美 浜 西 小 学 校 前 宅 地 分 譲 地 の 第 ２ 期 区 画 造 成 に 係 る 下 水 道 整

備 工事実 施設計 業務 に伴い 、歳入 歳出 それぞ れ７０ １万 ２ , ０ ００

円 を 追 加 し 、 予 算 総 額 を ７ 億 ７ , ５ ２ ２ 万 ８ , ０ ０ ０ 円 と す る も の

であります。  

議案第７２号  令和５年度美浜町住宅団地事業特別会計補正予算

（ 第 ２ 号 ） に つ き ま し て は 、 美 浜 西 小 学 校 前 宅 地 分 譲 地 の 第 ２ 期

区 画造成 に係る 上下 水道整 備等に 伴い ４９０ 万８ , ０００ 円を追 加

し、予算総額を９ ,４０１万４ ,０００円とするものであります。  

議案第７３号  令和５年度美浜町上水道事業会計補正予算（第２

号 ） に つ き ま し て は 、 美 浜 西 小 学 校 前 宅 地 分 譲 地 の 第 ２ 期 区 画 造

成 に係る 上水道 整備 工事実 施設計 業務 に伴い １６６ 万１ , ００ ０円

を 追加し 、予算 総額 を４億 ５９６ 万７ , ００ ０円と するも のであ り

ます。  
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 以上、御提案いたしました議案について、それぞれ概要を御説明

申 し 上 げ ま し た が 、 不 備 な 点 等 に つ き ま し て は 、 そ の 都 度 、 私 ま

た は 関 係 者 か ら 御 説 明 申 し 上 げ ま す の で 、 何 と ぞ 慎 重 審 議 の 上 、

妥 当 な 御 決 議 を 賜 り ま す よ う お 願 い 申 し 上 げ 、 御 挨 拶 と 提 案 理 由

の説明とさせていただきます。  

どうぞよろしくお願い申し上げます。  

議   長  町長の提案理由の説明は終わりました。  

続いて、議案の説明を総務課長に求めます。  

なお、議案の説明は、会議規則第３９条第２項の規定により、議

案 表 題 部 分 に つ い て の み と し 、 ほ か は 省 略 い た し た い と 思 い ま す 。  

御異議はございませんか。  

（異議なしの声あり）  

議   長  異議なしと認めます。  

説明は、議案表題部分についてのみお願いいたします。  

総務課長。  

総 務 課 長  それでは、議案表題部の朗読をもって議案の説明に代えさせてい

ただきます。  

議案第５６号  令和４年度美浜町一般会計歳入歳出決算の認定に

ついて。  

議案第５７号  令和４年度美浜町診療所事業特別会計歳入歳出決

算の認定について。  

議案第５８号  令和４年度美浜町国民健康保険事業特別会計歳入

歳出決算の認定について。  

議案第５９号  令和４年度美浜町後期高齢者医療事業特別会計歳

入歳出決算の認定について。  

議案第６０号  令和４年度美浜町介護保険事業特別会計歳入歳出

決算の認定について。  

議案第６１号  令和４年度美浜町簡易水道事業特別会計歳入歳出

決算の認定について。  

議案第６２号  令和４年度美浜町集落排水処理事業特別会計歳入

歳出決算の認定について。  

議案第６３号  令和４年度美浜町公共下水道事業特別会計歳入歳

出決算の認定について。  
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 議案第６４号  令和４年度美浜町産業団地事業特別会計歳入歳出

決算の認定について。  

議案第６５号  令和４年度美浜町住宅団地事業特別会計歳入歳出

決算の認定について。  

議案第６６号  令和４年度美浜町道路用地取得事業特別会計歳入

歳出決算の認定について。  

議案第６７号  令和４年度美浜町上水道事業会計決算の認定につ

いて。  

議案第６８号  令和５年度美浜町一般会計補正予算（第４号）。  

議案第６９号  令和５年度美浜町介護保険事業特別会計補正予算

（第１号）。  

議案第７０号  令和５年度美浜町集落排水処理事業特別会計補正

予算（第２号）。  

議案第７１号  令和５年度美浜町公共下水道事業特別会計補正予

算（第２号）。  

議案第７２号  令和５年度美浜町住宅団地事業特別会計補正予算

（第２号）。  

議案第７３号  令和５年度美浜町上水道事業会計補正予算（第２

号）。  

令和５年８月３０日提出。美浜町長、戸嶋秀樹。  

以上でございます。  

議   長  以上で、各議案の説明は終わりました。  

これより質疑に入ります。  

質疑はございませんか。  

（なしの声あり）  

議   長  質疑なしと認め、質疑を終結いたします。  

ここで、ただいま上程いたしました各議案を、所管の常任委員会

に付託いたしたいと思います。  

お諮りいたします。  

日程第４  議案第５６号  令和４年度美浜町一般会計歳入歳出決

算 の 認 定 に つ い て 、 日 程 第 ５  議 案 第 ５ ７ 号  令 和 ４ 年 度 美 浜 町

診 療 所 事 業 特 別 会 計 歳 入 歳 出 決 算 の 認 定 に つ い て 、 日 程 第 ６  議

案 第 ５ ８ 号  令 和 ４ 年 度 美 浜 町 国 民 健 康 保 険 事 業 特 別 会 計 歳 入 歳
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 出 決 算 の 認 定 に つ い て 、 日 程 第 ７  議 案 第 ５ ９ 号  令 和 ４ 年 度 美

浜 町 後 期 高 齢 者 医 療 事 業 特 別 会 計 歳 入 歳 出 決 算 の 認 定 に つ い て 、

日 程 第 ８  議 案 第 ６ ０ 号  令 和 ４ 年 度 美 浜 町 介 護 保 険 事 業 特 別 会

計 歳 入 歳 出 決 算 の 認 定 に つ い て 、 日 程 第 ９  議 案 第 ６ １ 号  令 和

４ 年 度 美 浜 町 簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計 歳 入 歳 出 決 算 の 認 定 に つ い て 、

日 程 第 １ ０  議 案 第 ６ ２ 号  令 和 ４ 年 度 美 浜 町 集 落 排 水 処 理 事 業

特 別 会 計 歳 入 歳 出 決 算 の 認 定 に つ い て 、 日 程 第 １ １  議 案 第 ６ ３

号  令 和 ４ 年 度 美 浜 町 公 共 下 水 道 事 業 特 別 会 計 歳 入 歳 出 決 算 の 認

定 に つ い て 、 日 程 第 １ ２  議 案 第 ６ ４ 号  令 和 ４ 年 度 美 浜 町 産 業

団 地 事 業 特 別 会 計 歳 入 歳 出 決 算 の 認 定 に つ い て 、 日 程 第 １ ３  議

案 第 ６ ５ 号  令 和 ４ 年 度 美 浜 町 住 宅 団 地 事 業 特 別 会 計 歳 入 歳 出 決

算 の 認 定 に つ い て 、 日 程 第 １ ４  議 案 第 ６ ６ 号  令 和 ４ 年 度 美 浜

町 道 路 用 地 取 得 事 業 特 別 会 計 歳 入 歳 出 決 算 の 認 定 に つ い て 、 日 程

第 １ ５  議 案 第 ６ ７ 号  令 和 ４ 年 度 美 浜 町 上 水 道 事 業 会 計 決 算 の

認 定 に つ い て 、 日 程 第 １ ６  議 案 第 ６ ８ 号  令 和 ５ 年 度 美 浜 町 一

般 会 計 補 正予 算 （第 ４ 号 ）、 日 程第 １７  議 案 第６ ９ 号  令 和 ５ 年

度 美 浜 町 介護 保 険事 業 特 別 会計 補 正予 算 （ 第 １号 ）、 日程 １ ８  議

案 第 ７ ０ 号  令 和 ５ 年 度 美 浜 町 集 落 排 水 処 理 事 業 特 別 会 計 補 正 予

算 （ 第 ２ 号）、日 程第 １ ９  議案 第 ７１ 号  令 和５ 年 度美 浜 町 公 共

下 水 道 事 業特 別 会計 補 正 予 算（ 第 ２号 ）、 日程 第 ２０  議 案 第 ７ ２

号  令 和 ５年 度 美浜 町 住 宅 団地 事 業特 別 会 計 補正 予 算（ 第 ２ 号）、

日 程 第 ２ １  議 案 第 ７ ３ 号  令 和 ５ 年 度 美 浜 町 上 水 道 事 業 会 計 補

正 予 算 （ 第２ 号）、以 上 １ ８ 議案 は 、予 算 決 算 常任 委 員会 に 付 託 い

たしたいと思います。  

これに御異議はございませんか。  

（異議なしの声あり）  

議   長  異議なしと認めます。  

よって、議案第５６号から議案第７３号までは、予算決算常任委

員会に付託することに決定いたしました。  

予算決算常任委員会におかれましては、どうぞよろしく御審議を

お願いいたします。  

以上で、本日の日程は全部終了しました。  

これをもちまして、本日は散会いたします。  
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 なお、明日３１日木曜日は午前１０時から一般質問を行いますの

で、皆様よろしくお願いいたします。  

それでは、これにて解散いたします。  

御苦労さまでした。  

（閉会宣言  午前１０：４４）  
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 議   長  本 日 は 、 １ ３ 番  藤 本 議 員 か ら の 欠 席 届 が あ り 、 現 在 １ ３ 名 が

出席されております。  

定足数に達しておりますので、会議は成立いたしました。  

（再開宣言  午前１０：００）  

議   長  た だ い ま よ り 、 令 和 ５ 年 第 ５ 回 美 浜 町 議 会 定 例 会 を 再 開 い た し

ます。直ちに本日の議会を開きます。  

職務執行のため、議会事務局長を出席させております。  

地方自治法１２１条の規定により、説明のため、町長、副町長、

教育長、両統括幹、各課長、会計管理者の出席を求めました。  

これより議事に入ります。  

本日の議事日程は、お手元の日程表のとおりと定めます。  

日程第１  会議録署名議員の指名についてでありますが、会議規

則第１２５条の規定により、議長において指名いたします。  

前日に引き続き、  

 ３番  中牟田春子君  

 ９番  川畑忠之君  

の両君を指名いたしますので、よろしくお願いいたします。  

日程第２  一般質問を行います。  

発言者各位におかれましては、通告外の質問や質問回数など、規

定に反する質問は厳に慎んでいただくようにお願いいたします。  

それでは、順次発言を許します。  

７番、河本猛議員の一般質問を許します。  

河本議員。  

  ７番   おはようございます。河本猛です。関西電力の使用済み核燃料に

ついて質問していきます。  

福井県内で保管されている関西電力の使用済み核燃料の搬出をめ

ぐる問題が注目されています。  

中間貯蔵施設の場所を今年の末までに確定させるという福井県と

関 西 電 力 の 約 束 の 期 限 が 迫 る 中 、 関 西 電 力 が ６ 月 １ ２ 日 に 、 フ ラ

ン ス で 使 用 済 み Ｍ Ｏ Ｘ 燃 料 を 再 処 理 す る 実 証 研 究 に 高 浜 原 発 の 使

用 済 み 核 燃 料 約 ２ ０ ０ ト ン を 搬 出 す る こ と を 明 ら か に し 、 こ れ に

より県との約束を果たしたという認識を示しました。  

美浜町議会原子力発電所特別委員会は、６月１９日に関西電力に
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 説 明 を 求 め 、 議 員 か ら は 、 詭 弁 だ 、 県 民 を 愚 弄 し て い る 。 苦 肉 の

策で理解できないなどの厳しい声が上がりました。  

福井県と県議会は、関西電力の主張に同調する国側の資源エネル

ギ ー 庁 か ら 説 明 を 受 け 、 県 側 は 、 県 民 か ら は 問 題 の 先 送 り で は な

い か と の 批 判 の 声 も あ る 。 国 は 中 間 貯 蔵 施 設 の 計 画 地 点 の 確 定 は

果 た さ れ た と 評 価 し て い る が 、 な ぜ そ の よ う に 評 価 で き る の か 、

理 由 に つ い て 、 本 日 の 説 明 で は 県 民 に 分 か り に く い た め 、 改 め て

具 体 的 な 説 明 を お 願 い し た い と 、 関 電 の 原 発 内 に た ま る 使 用 済 み

核 燃 料 の 全 体 的 な 搬 出 の 確 実 な 実 行 な ど 、 ４ 項 目 に つ い て 再 度 回

答するよう求めています。  

県議からは、海外に出ていくことを中間貯蔵と結びつけるのは取

っ て つ け た よ う な イ メ ー ジ が 強 い 。 ロ ジ ッ ク が 曖 昧 。 フ ラ ン ス に

搬 出 す る ５ ％ を 中 間 貯 蔵 と 一 緒 に し よ う と す る の は 無 理 が あ る 。

福 井 県 の 思 い を 理 解 し て い な い の が 残 念 。 核 燃 料 サ イ ク ル が 回 っ

ていないことが問題などの意見がありました。  

関電の主張に対し杉本知事は、立地市町や県議会の意見を聞いた

上 で 総 合 的 に 判 断 す る と し て 、 福 井 県 は 立 地 市 町 の 首 長 に 意 見 聴

取 を 行 っ て い ま す が 、 町 民 は 、 町 長 の 考 え を 編 集 さ れ た 報 道 の 枠

内でしか知り得ない方がほとんどだと思います。  

改めて、県との面談の詳細について、町長の考えを伺います。  

議   長  町長。  

町   長  た だ い ま 県 と の 面 談 の 詳 細 に つ い て の お 尋 ね を い た だ い た と こ

ろでございます。  

去る７月６日でございますけれども、美浜町役場におきまして行

い ま し た 県 と の 面 談 に お き ま し て 、 櫻 本 前 副 知 事 に 対 し ま し て 大

きく４点意見を申し述べたところでございます。  

まず、原子力発電事業は、県と立地市町が足並みをそろえ両輪で

進 め る べ き 施 策 と す る 県 の 姿 勢 に 感 謝 の 意 を 表 し た 上 で 、 １ 点 目

と い た し ま し て 、 事 業 者 の 回 答 に つ き ま し て は 一 歩 前 進 と 受 け 止

め て い ま す が 、 解 決 す べ き 課 題 も 露 見 し て き て お り 、 議 論 が 必 要

な状況にあると理解している、そのように申し上げました。  

２点目といたしまして、この回答ではこれまで取り組んできた具

体 的 な 交 渉 経 緯 な ど が 示 さ れ て お ら ず 、 県 と の 約 束 事 の 履 行 に 向
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 け た 事 業 者 の 取 組 状 況 が 見 え に く い こ と 、 さ ら に ３ 点 目 と い た し

ま し て 、 原 子 力 発 電 事 業 を 円 滑 か つ 持 続 的 に 推 進 す る た め に は 、

県 や 立 地 市 町 、 地 元 の 理 解 と 協 力 、 信 頼 関 係 の 構 築 が 不 可 欠 で あ

る と 考 え て お り 、 そ う し た 事 業 者 の 姿 勢 を 明 確 に 確 認 す る 必 要 が

あるということを申し上げました。  

最後でございます、４点目でございますけども、県が国へ再度の

説 明 を 求 め た ４ 項 目 に つ い て も 、 原 子 力 政 策 の 柱 の 一 つ 、 核 燃 料

サ イ ク ル の 根 幹 に 関 わ る こ と で あ り 、 国 の 責 務 の 範 疇 に あ る も の

と 受 け 止 め て い る と 、 以 上 、 こ の ４ 点 を 意 見 と し て 述 べ た と こ ろ

でございます。  

櫻本前知事からは、県として、立地市町の意見はもとより、資源

エ ネ ル ギ ー 庁 か ら の 再 説 明 、 議 会 の 考 え な ど を 踏 ま え て 、 引 き 続

き検討する旨の回答をいただきました。  

本町といたしましても、国から県への回答も含め、引き続き状況

を 注 視 し て ま い り た い 、 こ の よ う に 考 え て い る と こ ろ で ご ざ い ま

す。  

議   長  河本議員。  

  ７番   これから年末にかけて、このようなことがずっと注目され続けて

いくのかなというふうに思いますけども、フランスへの搬出計画に

よって県との約束果たされたと、この関電の見解には私も無理があ

るというふうに考えております。県側も約束が果たされたと到底思

っていないはずでありますけども、関電の主張に対して、町長は県

との約束は果たされたと思いますか。  

町長の見解を伺います。  

議   長  町長。  

町   長  本 件 に 係 る 県 と の 約 束 が 果 た さ れ た か ど う か と い う こ と に つ い

て見解をお求めでございます。  

本件につきましては、県と事業者との約束事項でございまして、

約 束 が 果 た さ れ た か 否 か に つ き ま し て は 、 当 事 者 で あ る 県 の 判 断

によるものであると、このように考えてございます。  

議   長  河本議員。  

  ７番   町長としてはその県の判断を見守るしかないということなんです

けど、町長は先ほど中間貯蔵施設の県外計画地点の提示に向けた関
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 電の取組についてですけども、具体的な交渉過程が示されておらず、

県との約束の履行に向けた取組が見えにくいと指摘されておりまし

た。  

８月２日に中国電力は山口県の上関町を訪れ、西町長に対し、関

西 電 力 と 共 同 で 中 間 貯 蔵 施 設 を 中 国 電 力 の 所 有 地 の 中 に 建 設 可 能

かボーリング調査をしたいと提案いたしました。  

現状、施設建設の可能性調査をやるかやらないかで、可能性調査

を や る と い う こ と を 決 め た 段 階 な の で 、 福 井 県 と の 約 束 で あ る 中

間 貯 蔵 施 設 の 計 画 地 の 確 定 に は 至 ら な い と い う ふ う に 思 い ま す が 、

関 西 電 力 か ら は ど の よ う な 報 告 を 受 け 、 町 長 は ど の よ う な 評 価 を

しているのか、考えを伺います。  

議   長  町長。  

町   長  中 間 貯 蔵 施 設 の 計 画 地 に 対 す る 報 告 の 内 容 と 評 価 に つ い て の お

尋ねをいただいたところでございますけども、事業者からは、８月

２日に、中国電力は関西電力との共同開発を前提に、使用済み燃料

中間貯蔵施設の位置に係る検討を進めることとし、立地可能性を確

認するとともに、計画に必要なデータを取得するための調査を実施

したい旨、上関町に説明を行ったと、こうした報告を受けておりま

す。  

あわせて関西電力では、原子力発電所の将来の安定運転に必要な

使 用 済 み 燃 料 の 搬 出 容 量 を 確 保 す る た め 、 引 き 続 き あ ら ゆ る 可 能

性を追求して最大限に取り組んでいく旨の説明がございました。  

また、去る８月１８日には上関町が臨時議会を開き、町長が調査

受 入 れ を 表 明 さ れ 、 杉 本 知 事 は 少 し ず つ 進 ん で い る 印 象 と 一 定 の

評 価 を し な が ら も 、 こ れ か ら の プ ロ セ ス を 見 守 る と 、 こ の よ う に

表明をされているところでございます。  

私といたしましても、引き続き状況を 注視してまいりたいと、こ

のように考えております。  

議   長  河本議員。  

  ７番   中間貯蔵施設の県外計画地点の提示に向けた関電の取組について、

そのプロセス、過程を見ていくことは非常に大事なことだと思いま

す。  

報道によって上関の住民の声が伝わってまいりまして、中間貯蔵
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 施設の建設に反対する住民の運動も激しさを増しています。  

関西電力の電力消費地や電力供給を担ってきた原発立地は 、行き

場 の な い 使 用 済 み 核 燃 料 を 押 し 付 け ら れ る 住 民 の こ と を 考 え な け

れ ば な り ま せ ん 。 県 外 自 治 体 が 中 間 貯 蔵 施 設 の 受 入 れ を 表 明 す れ

ば 、 そ こ で 暮 ら す 住 民 の 思 い は ど う で も い い な ど と い う こ と は な

いはずです。考えれば考えるほど、本当に心の痛い問題です。  

住民が二分される上関の報道、町長はどのような思いで見ておら

れるのか、考えを伺います。  

議   長  町長。  

町   長  住 民 が 二 分 さ れ る よ う な 上 関 の 報 道 に つ い て 、 ど の よ う な 思 い

でということでお尋ねをいただいたわけでございますけれども、地

域 に は そ れ ぞ れ 諸 事 情 が ご ざ い ま し て 、 施 策 課 題 に 対 す る 住 民 の

様々な考え方や意見があるのは一般的なことと受け止めております

けども、こうした動向に対し私は言及する立場にはなく、これも推

移を見守っていきたいなというふうに考えて おります。  

議   長  河本議員。  

  ７番   一般質問で町長の本心をこじ開けて、いろんな答弁を引き出した

いなとは思うんですけども、なかなか町長も公の立場で本音を言い

づらいのかなとは思いますけども、私は原発に反対してきたので、

原発立地が使用済み核燃料にまで責任を持つ必要はないというふう

に考えてきました。そもそも原発の存在を認めていませんので、使

用済み核燃料については、県が言っている県外搬出をこれまで支持

してきました。  

しかし、住民が二分される上関の報道を見ていますと、原発反対

派 の 私 で も 、 県 外 搬 出 は 原 発 立 地 と し て 無 責 任 な 主 張 で は な か っ

たかと考えさせられます。  

原発立地には、何かと原発を止めずに動かしたいという思惑があ

る こ と は 分 か り ま す 。 し か し 、 原 発 推 進 派 で あ っ て も 、 原 発 さ え

動 け ば 核 の ご み が ど こ に 行 こ う が 知 っ た こ と で は な い な ど と 考 え

る人はほとんどいないと思います。  

原子力と共生を掲げている原発立地の県市町に住む住民は、使用

済 み 核 燃 料 の 県 外 搬 出 の 方 針 に よ っ て 県 外 の 地 域 が 犠 牲 に な る こ

と を 、 目 を 閉 じ ず に 向 き 合 わ な く て は い け ま せ ん 。 原 発 と い う の
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 は 誰 か の 犠 牲 が 必 要 だ し 、 使 用 済 み 核 燃 料 の 県 外 搬 出 と い う の は

誰かの犠牲を求めていることになります。  

だからといって福井県が使用済み核燃料の責任を負う必要はない

と 思 う ん で す け ど も 、 原 子 力 と 共 生 す る と い う こ と は 、 バ ッ ク エ

ン ド の 部 分 ま で 責 任 を 持 っ て 初 め て 共 生 が 成 り 立 つ も の だ と 思 い

ます。  

使用済み燃料を県外搬出させるというのは原子力との共生ではな

くて、原子力による発電部分だけを担うに 過ぎないと思います。  

そもそも国の核燃料サイクルが行き詰まっていて、国が責任を果

たすことなく原発を活用し続けていることに問題があります。  

町長は国の責任についてどのように考えているのか、考えを伺い

ます。  

議   長  町長。  

町   長  国 の 責 任 に つ い て の お 尋 ね を い た だ き ま し た け ど も 、 グ リ ー ン

トランスフォーメーション実現に向けまして、この６月、原子力基

本法等が改正されまして、今回初めて原子力発電所の活用による電

力の安定供給や脱炭素社会の実現が国の責務として明確に位置づけ

されたところでございます。  

また、このグリーントランスフォーメーション推進法に基づきま

し て ７ 月 ２ ８ 日 に 閣 議 決 定 さ れ ま し た グ リ ー ン ト ラ ン ス フ ォ ー メ

ー シ ョ ン 推 進 戦 略 で も 、 原 子 力 の 活 用 に 当 た り 、 核 燃 料 サ イ ク ル

の 推 進 や 最 終 処 分 の 実 現 に 向 け た 取 組 な ど 、 バ ッ ク エ ン ド 対 策 に

ついても国が前面に立って取り組むこととされております。  

とりわけ核燃料サイクルの根幹をなす六ヶ所再処理工場の早期稼

働 は も と よ り 、 中 間 貯 蔵 施 設 、 最 終 処 分 場 の 確 保 は 明 ら か に 法 に

基 づ く 国 の 責 務 で あ り 、 具 体 的 な 将 来 展 望 を 早 期 に 示 し て い た だ

き 、 強 力 に 施 策 を 進 め て い た だ く よ う 国 に 強 く 要 請 を し て い る と

ころでございます。  

以上でございます。  

議   長  河本議員。  

  ７番   美浜町も、国の責任とか、国に対しての要望を強く行っていると

いうことなんですけども、国の政策に乗っかって原発との共生を歩

んでいるので、やはり美浜町も全く責任がないとは言えないですね。  
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 原発というのは、やっぱり国と県、立地、事業者が責任を押し付

け 合 い な が ら 住 民 が 負 担 を 強 い ら れ る も の だ と い う こ と を 、 今 回

改めて認識させられています。  

中間貯蔵施設ができれば、サイト内でたまり続けた使用済み核燃

料 プ ー ル に 空 き が で き て 、 よ り 長 く 原 発 を 稼 働 で き る よ う に な り 、

これから先も使用済み核燃料を出し続けることに つながります。  

だからこそ、行き場のない核のごみを出し続ける原発は一刻も早

く や め る べ き な ん で す が 、 考 え て み れ ば 、 山 口 県 は 上 関 町 で 原 発

建 設 の 計 画 が あ っ た も の の 、 反 対 派 の 運 動 も 激 し く 、 建 設 に は 至

っていません。  

上関町が可能性調査を受け入れたとしても、中間貯蔵施設の建設

に は 山 口 県 の 同 意 が 必 要 だ と 思 い ま す し 、 原 発 の な い 山 口 県 が 中

間 貯 蔵 施 設 の 建 設 に 同 意 す る の は 簡 単 な こ と で は な い と 思 い ま す 。

既 に 上 関 町 の 周 辺 自 治 体 か ら は 、 上 関 町 だ け の 問 題 で は な い と 中

間貯蔵施設の建設に反対する声が上がっています。  

私は、関西電力が年内に中間貯蔵施設の計画 地を確定させること

は 難 し い と い う ふ う に 考 え て い ま す が 、 町 長 は ど う 思 っ て い る の

か、考えを伺います。  

議   長  町長。  

町   長  中 間 貯 蔵 施 設 の 計 画 地 を 年 内 に 確 定 す る の は 難 し い と 考 え る が 、

町長の見解はということでお尋ねをいただきましたけども、本件に

つきましては県と事業者との約束事項でございまして、事業者は引

き続きあらゆる可能性を追求して、最大限取り組んでいると聞いて

おります。  

その動向をしっかり注視してまいりたい、このように考えており

ます。  

議   長  河本議員。  

  ７番   関西電力が年内に中間貯蔵施設の計画地を確定することができな

かった場合、原発が止まるということも町長は覚悟しているのかど

うか、その辺はどうでしょうか。考えを伺います。  

議   長  町長。  

町   長  約 束 履 行 が な さ れ な い 場 合 に 発 電 所 が 止 ま る こ と 、 こ れ に 対 す

る私の覚悟ということでございますけども、事業者はあらゆる可能
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 性を追求して最大限取り組むこととしておりまして、不退転の努力

が続けられていると、このように受け止めているところでございま

す。  

さきに申し上げましたとおり、引き続きその動向を注視してまい

り ま す け ど も 、 電 力 の 安 定 供 給 等 に 係 る 原 子 力 発 電 事 業 は 国 の 責

務 で ご ざ い ま し て 、 事 業 者 も こ の よ う な 期 限 を 公 言 し て い る こ と

か ら も 、 国 は も と よ り 、 公 益 事 業 を 担 う 事 業 者 が 責 任 を 持 っ て 解

決すべき事項と、このように考えているところでございます。  

議   長  河本議員。  

  ７番   しっかり責任を果たすように、今はもう見守るしかないというこ

とだと思いますけども、私は地元の原発推進派の方とも話をします

けども、使用済み核燃料の行き先については立地の責任を感じてお

られる方がほとんどです。県外搬出は県の方針なので仕方がないと

言っておられる方もいますが、サイト内での乾式貯蔵を主張される

方が多くいます。  

そういった話を聞いていますと、県の 県外搬出の方針と原発立地

である地元推進派の考えが乖離しているように思います。  

福井県は、度々県外搬出の問題を国との政治的な駆け引きに利用

し て き ま し た が 、 今 回 も そ の よ う な 傾 向 を 強 く 感 じ て い ま す 。 福

井 県 の 県 外 搬 出 の 方 針 は 、 本 当 に 原 発 が 直 接 立 地 し て い る 地 元 の

思 い を 反 映 さ せ た も の な の で し ょ う か 。 私 は 違 う と 思 っ て い ま す 。  

美浜町の町民は、原発推進であっても反対派であっても、原発が

な い 県 外 の 住 民 に 使 用 済 み 核 燃 料 を 押 し 付 け て よ か っ た と 、 取 り

あ え ず 上 関 町 が 可 能 性 調 査 を 受 け 入 れ て 、 中 間 貯 蔵 施 設 建 設 の 道

が 開 か れ て よ か っ た な ど と 、 な り ふ り 構 わ ず 喜 ん で い る 人 は ほ と

ん ど い な い と 思 っ て い ま す 。 こ の こ と は 言 っ て お き た い と 思 い ま

す。  

私は原発反対派ではありますけども、使用済み核燃料については 、

こ れ ま で 福 井 県 の 県 外 搬 出 の 方 針 に 追 従 す る 主 張 を し て き ま し た 。

し か し 、 上 関 町 の 問 題 を 目 の 当 た り に し て 、 使 用 済 み 核 燃 料 を 搬

出 す る 側 の 地 元 町 民 の 一 人 と し て 、 無 責 任 さ 、 罪 悪 感 、 羞 恥 心 を

日に日に増して感じているような状況です。  

私は美浜町を核のごみ捨て場にはしたくないと考えてきまし たが、
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 交 付 金 や 固 定 資 産 税 な ど 原 子 力 発 電 の 恩 恵 を 受 け て お き な が ら 、

使 用 済 み 核 燃 料 、 核 の ご み だ け は 県 外 に 持 っ て い け と い う よ う な

主 張 が 心 情 的 に 許 せ な く な り ま し た 。 今 後 、 福 井 県 に 追 従 す る よ

う な 使 用 済 み 核 燃 料 の 県 外 搬 出 と い う 主 張 は 行 わ な い よ う に し た

いということを申し上げておきたいと思います。  

次に、保育所等における使用済みおむつの処分について質問をし

ていきます。  

保育園の使用済みおむつの持ち帰りについては、初めて子供 を預

ける保護者にとって謎のルールとなっていました。  

私も合理性のなさに疑問を持ちながら、保育園のルール なので仕

方 が な い と 思 っ て い ま し た が 、 調 べ て み る と 、 夏 場 に は 特 に 送 迎

す る 車 の 中 に 臭 い が 残 り 、 臭 い が 気 に な っ て お 迎 え の 後 の 買 物 に

行 け な い と か 、 ５ ０ 枚 、 １ ０ ０ 枚 の ビ ニ ー ル 袋 に 全 て 名 前 を 書 く

の が 負 担 、 特 に 働 い て い る 世 代 の 方 な ど は 負 担 を 重 く 感 じ て い る

など、保護者の悩みがあることが分かりました。  

また、保育園で働く人たちは、当たり前の状態でそのルールに従

っ て 働 い て い る の で 気 が つ き に く い か も し れ ま せ ん が 、 お む つ に

書 か れ た 名 前 を 確 認 し て 保 護 者 が 持 参 し た ビ ニ ー ル 袋 に 入 れ る と

い う 仕 分 作 業 を 毎 回 、 毎 日 の よ う に 行 う の は 、 保 育 園 で 働 く 保 育

士にとっても負担になっています。  

福井県内の公立保育施設でも、保護者によるおむつの持ち帰りを

廃止する保育園が増えています。  

厚生労働省は１月に、全国の自治体に対して、保育士や保護者の

負 担 軽 減 に も つ な が る こ と か ら 、 保 育 所 等 に お い て 使 用 済 み お む

つの処分を行うことを推奨する通知を出しています。  

その中で、保育所等における保管スペースの確保や衛生面の管理

が 課 題 と な る 場 合 等 に は 、 保 育 環 境 改 善 等 事 業 、 感 染 症 対 策 の た

め の 改 修 整 備 等 事 業 で 、 お む つ の 保 管 用 の ご み 箱 の 購 入 な ど が 可

能 で あ る こ と 、 ま た 、 使 用 済 み お む つ の 処 分 の 方 針 に か か わ ら ず 、

保 育 所 等 に お い て は 、 引 き 続 き 便 の 状 態 や 回 数 な ど を 保 護 者 へ 伝

え る な ど 、 子 供 の 健 康 状 態 な ど の 共 有 に 配 慮 を お 願 い し た い と 書

いてあります。  

新型コロナウイルス感染症で、感染症への意識変化や国の後押し
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 というのが使用済みおむつの持ち帰り廃止を広げています。  

おむつの持ち帰りルールなどは保育園が決めた決まり事なので、

実 際 、 現 場 か ら の ル ー ル の 変 更 は 言 い 出 し に く い の が 本 音 だ と 思

います。  

保護者と保育士の両方の負担を減らすことは、大人が子供と関わ

る 余 裕 が で き る と い う こ と な の で 、 結 果 的 に は 子 供 に と っ て プ ラ

ス に な り ま す 。 社 会 情 勢 、 国 の 動 向 も 踏 ま え て 、 変 え る べ き も の

は変えようと提案するのも議員の役割です。  

昨日、町長の提案理由の説明の中でも事業予算について触れられ

て い ま し た が 、 使 用 済 み お む つ の 持 ち 帰 り 廃 止 に つ い て 、 改 め て

行政の考え、方向性を伺います。  

議   長  こども政策統括幹。  

こども政策統括幹  それでは、私のほうから回答させていただきます。  

使用済みおむつの処分については、本年１月に厚生労働省が保育

所等での処分を推奨する方針を打ち出しております。  

本町でも、これまでより、ゆとりある子育て環境の推進という観

点 か ら 、 使 用 済 み お む つ 処 分 に つ い て 検 討 し て き た と こ ろ で ご ざ

います。  

使用済みおむつの持ち帰りについては、便による園児の体調確認

の 意 味 と 、 も う 一 つ 、 使 用 済 み お む つ を 園 で 保 管 、 処 分 す る 上 で

生じる衛生面の課題がございます。  

町では、国の動向等を踏まえ、関係機関等と調整した結果、県の

補 助 金 を 活 用 さ せ て い た だ い て 、 使 用 済 み お む つ の ウ イ ル ス や 臭

い を 密 封 す る 機 器 、 ま た 、 保 管 用 の ご み 箱 の 購 入 経 費 等 を 本 定 例

会議の補正予算案に計上させていただきました。  

その結果、今年度中に町内３園で処分するという方針といたして

おります。  

なお、排便回数や便の状態は、園児の健康状態を把握する上で重

要 で あ る こ と か ら 、 実 施 後 は 保 護 者 へ の 情 報 提 供 を 行 う 予 定 で ご

ざいます。  

使用済みおむつ持ち帰り廃止によって子育て家庭並びに保育現場

で の 負 担 軽 減 を 少 し で も 図 り 、 子 育 て し や す い 環 境 整 備 に つ な げ

てまいりたいと考えてございます。  
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 議   長  河本議員。  

  ７番   答弁で、検討するとかやらないと言われたら、なぜ今やると言え

ないのかと追求をするつもりだったのですが、事業予算も計上され

ていて、やるということを明言されているので経緯について伺いま

すけれども、使用済みおむつの持ち帰りを廃止することを決めた経

緯については、やはりその検討をする際に、国が保育園内での処分

を推奨する通知を出していることというのが大きく作用したのかど

うか、そのあたりを伺いたいと思います。  

議   長  こども政策統括幹。  

こども政策統括幹  先ほども申し上げましたが、町では、これまでより使用済みおむ

つの自園処理を検討してまいりました。本年１月の国の通知により

議論が深まったことは間違いございません。  

議   長  河本議員。  

  ７月   今９月定例会でこれらの予算が可決すれば使用済みおむつの持ち

帰りが廃止されるわけですが、各保育園の整備が整って、おむつの

持ち帰りルールの廃止が実施される時期というのはいつ頃になるの

か伺います。  

議   長  こども政策統括幹。  

こども政策統括幹  保育園における使用済みおむつの処分につきましては、本定例会

における補正予算成立後、速やかに準備を整えまして、令和６年１

月に実施の予定でございます。  

ただ、準備の状況次第では実施時期の前倒しについても検討して

いきたいと考えております。  

議   長  河本議員。  

  ７番   使用済みおむつの持ち帰りを廃止したことに伴って保護者への負

担金が発生するようになった自治体もあるというふうに聞いている

んですが、負担金については美浜町はどのようになるのか伺います。  

議   長  こども政策統括幹。  

こども政策統括幹  保育園における使用済みおむつの処分に当たり、ごみ回収に係る

委託費用、また、廃棄処分のための密封フィルムなど、新たに年間

３園で約１００万円の経費がかかると試算をしてございます。  

こういった経費につきましては、保育士の負担軽減にも つながる

と い う こ と か ら 、 保 護 者 に 負 担 を 求 め る こ と は せ ず 、 町 で 負 担 を
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 していきたいと考えてございます。  

議   長  河本議員。  

  ７番   この使用済みおむつの持ち帰りを廃止することが広がったという、

その背景には、保護者や保育士の声を聞いて先駆的に廃止事業に取

り組んだ自治体があるからなんですね。そういった保護者、保育士、

先駆自治体の取組が結果的に国を動かして、全国の自治体に広がっ

ているような状況があるので、美浜町が使用済みおむつの持ち帰り

を廃止して、保育園でまとめて処分する決断をしてくれたというこ

とに、本当によかったと思っております。  

これからも町民に優しく、子育てしやすい環境を目指して、議員

と 行 政 が 共 に 役 割 を 果 た し て い け る よ う 努 力 し て い き た い と い う

ことを申し上げまして、私の一般質問を終わります。  

議   長  以上で河本議員の一般質問を終わります。  

次に、３番、中牟田春子議員の一般質問を許します。  

中牟田議員。  

  ３番   おはようございます。中牟田春子でございます。よろしくお願い

いたします。  

災害や危機への備えを強化する取組。  

美浜町地域防災計画は、災害対策基本法の改正や国の防災基本計

画 及 び 県 の 地 域 防 災 計 画 の 改 定 な ど と の 整 合 を 図 る た め に 、 美 浜

町防災会議で見直しが行われているものと承知している。  

平成２４年と２５年の改正では、平成２３年３月１１日に発生し

た 東 日 本 大 震 災 の 教 訓 を 生 か す べ く 国 の 防 災 基 本 計 画 が 見 直 さ れ

た こ と を は じ め 、 平 成 ２ ４ 年 ９ 月 に 県 が 独 自 で 調 査 ・ 公 表 し た 津

波 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 結 果 を 踏 ま え る な ど 大 き な 改 定 が 行 わ れ 、 平

成２５年１０月号の広報みはまでもその内容が説明されている。  

直近では令和４年３月に地域防災計画の改定がなされているが、

そ の 内 容 に つ い て 、 具 体 的 に ど の よ う な 修 正 、 改 定 が 行 わ れ た の

か、お伺いします。  

議   長  町長。  

町   長  た だ い ま 地 域 防 災 計 画 の 改 定 等 に つ い て の お 尋 ね を い た だ い た

ところでございます。  

町では、災害に備えまして安全・安心な生活環境を充実するため
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 の 施 策 に 取 り 組 ん で お り ま す け ど も 、 そ の 施 策 の 柱 が 地 域 防 災 計

画でございます。  

地域防災計画は、町の災害対策に関し、予防、応急対策及び復旧

の 諸 事 情 を 定 め 、 関 係 機 関 が 防 災 活 動 を 総 合 的 か つ 計 画 的 に 推 進

す る こ と に よ っ て 、 住 民 の 生 命 、 身 体 及 び 財 産 を 災 害 か ら 保 護 す

る と と も に 、 こ の 計 画 に 基 づ き 事 前 の 対 策 を 推 進 す る こ と で 、 災

害 に 強 い 安 全 ・ 安 心 な ま ち づ く り を 進 め る こ と を 目 的 と す る も の

でございます。  

御質問の詳細につきましては、担当課長から お答えをさせていた

だきます。  

議   長  エネルギー政策課長。  

エネルギー政策課長  私のほうから、引き続き御説明、御回答をさせていただきます。  

令和４年３月の改定では、近年特に被害の大きかった大型台風や

豪 雨 、 豪 雪 な ど の 対 策 を 踏 ま え た 災 害 対 策 基 本 法 改 正 や 国 の 防 災

基 本 計 画 の 改 定 が 行 わ れ た こ と か ら 、 そ れ ら と 整 合 性 を 図 り 、 災

害対応を強化するための所要の改定を行っております。  

具体的には、警戒レベルを見直し、避難勧告を廃止して、警戒レ

ベ ル ４ 、 避 難 指 示 で 必 ず 避 難 す る こ と や 、 避 難 準 備 ・ 高 齢 者 等 避

難 開 始 が 警 戒 レ ベ ル ３ 、 高 齢 者 等 避 難 と な る な ど 、 よ り 分 か り や

す い 表 現 で 早 期 に 行 動 が 取 れ る よ う に す る た め の 改 正 が 行 わ れ て

おります。  

そのほかにも、新たな津波浸水想定の 反映や新型コロナウイルス

等 感 染 症 に 対 応 す る 避 難 所 に お け る 感 染 症 対 策 、 プ ラ イ バ シ ー を

守 る た め の パ ー テ ー シ ョ ン 等 の 整 備 促 進 な ど が 盛 り 込 ま れ て お り

ます。  

以上でございます。  

議   長  中牟田議員。  

  ３番   具体的に説明していただきまして、大変よく 分かりました。  

ただ、今後また改正がありました場合に、高齢者の方などが非常

に 分 か り に く い 。 ホ ー ム ペ ー ジ な ど で 紹 介 さ れ る と 高 齢 者 の 方 が

使 い 方 が 分 か ら な い の で 、 今 後 は 広 報 み は ま で 分 か り や す く 知 ら

せてほしいという要望がありますので、よろしくお願いします。  

では、次に進ませていただきます。  
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 令和５年５月において、規模の大きな地震が相次いで発生してい

る。  

石川県能登地方では最大震度６強の地震が発生し、千葉県南部や

北 海 道 日 高 地 方 東 部 、 鹿 児 島 県 ト カ ラ 列 島 近 海 な ど で も 震 度 ４ を

超える揺れが観測された。  

日本は４枚の海洋プレートがぶつかり合う 、世界でも特に地震が

起 き や す い 場 所 に あ る た め 、 マ グ ニ チ ュ ー ド ５ 程 度 の 地 震 が 日 常

的に起きる地震大国と言われている。  

政府の地震調査研究推進本部地震調査委員会委員の平田 直東京大

学 名 誉 教 授 は 、 今 回 の 地 震 は 過 度 に 不 安 視 す る こ と は な い が 、 近

い 将 来 、 国 内 で 大 規 模 地 震 が 起 こ る こ と は ほ ぼ 間 違 い な い 。 こ れ

を 機 に 各 人 が リ ス ク と 向 き 合 う こ と が 非 常 に 大 切 だ と 話 し て い る 。

ま た 、 大 規 模 地 震 は い つ ど こ で 起 き て も お か し く な い と の 認 識 の

下、備えを進めていく必要があるとも付け加えている。  

町は、災害や危機に対し備えることの重要性を町民に対して分か

りやすく示していくべきと考えるが、御見解をお伺いします。  

議   長  エネルギー政策課長。  

エネルギー政策課長  私のほうから御回答させていただきます。  

日頃から災害や地震への備えを行っておくことは大変重要であり、

本 町 に お い て も 、 防 災 ハ ン ド ブ ッ ク や 洪 水 土 砂 災 害 ハ ザ ー ド マ ッ

プ 、 津 波 ハ ザ ー ド マ ッ プ の 全 戸 配 布 、 ま た 、 防 災 ア プ リ に よ る 町

か ら の 注 意 喚 起 や 、 台 風 や 大 雨 時 の 緊 急 情 報 の 発 信 な ど 、 周 知 ・

広報を図っているところであります。  

また、町内全集落での自主防災組織の設立を目指すとともに、既

存 の 自 主 防 災 組 織 の 活 性 化 を 支 援 す る こ と や 、 平 時 か ら 災 害 に 備

える意識づけを図る取組等も行っております。  

今年度において、防災担当職員が各地区の会合や自主防災組織の

集 ま り で 、 ハ ザ ー ド マ ッ プ 等 を 用 い て 、 注 意 す べ き 点 や い ざ と い

う と き の 行 動 、 非 常 時 の 家 族 で の 連 絡 方 法 や 非 常 用 持 ち 出 し 袋 の

役割などについて説明を行うなど、取組を実施しております。  

今後も、多様な広報媒体の活用はもとより、様々な機会を捉えて、

町 民 の 皆 様 へ 防 災 へ の 意 識 づ け や 分 か り や す い 広 報 に 取 り 組 ん で

まいります。  
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 以上でございます。  

議   長  中牟田議員。  

  ３番   きめ細かな、充実した対策をしていただいている と思いますが、

町民の皆さんには、今まで経験したことがないことが起こるんだと

いう意識がないと、防災までの活動に至らないと思います。  

防災グッズを買って、それで大丈夫と認識して いらっしゃる方も

い ら っ し ゃ い ま す 。 ま た 、 大 変 に な っ た ら 避 難 所 に 行 け ば い い と

いう安易な考え方の方もいらっしゃいます。  

我が事だということが認識できるように、今、課長からもおっし

ゃ っ た よ う に 、 機 会 あ る ご と に 町 民 の 皆 様 に そ の こ と を 伝 え て い

っていただきたいと思います。  

では、次の質問に行かせていただきます。  

自分たちの地域は自分たちで守る、住民が安心して暮らすための

取 組 と し て 、 防 災 対 策 は 、 災 害 が 発 生 し や す い 我 が 国 に お い て 重

要な施策の一つです。  

しかしながら、ひとたび大規模な災害が発生したときは、国や県、

町 の 対 応 だ け で は 限 界 が あ る た め 、 自 分 の 身 は 自 分 の 努 力 に よ っ

て 守 る と と も に 、 普 段 か ら 顔 を 合 わ せ て い る 地 域 や 近 隣 の 人 々 が

集 ま っ て 、 互 い に 協 力 し 合 い な が ら 防 災 活 動 に 取 り 組 む こ と が 必

要と考えております。  

地域の自主防災組織を設立された集落などの防災普及や防災訓練

の取組状況についてお伺いします。  

議   長  エネルギー政策課長。  

エネルギー政策課長  私のほうから御回答いたします。  

現在、自主防災組織は町内の２２集落で設立されており、各集落

での防災活動に取り組んでいただいております。  

郷 市 区 で は 自 主 防 災 組 織 で 総 合 的 な 防 災 訓 練 を 実 施 し て お り 、

久 々 子 区 や 松 原 区 、 菅 浜 区 や 佐 田 区 な ど に お い て も 、 敦 賀 美 方 消

防 組 合 の 協 力 の 下 、 消 火 栓 訓 練 や 研 修 が 行 わ れ て お り ま す 。 ま た 、

日 向 区 、 早 瀬 区 を は じ め 多 く の 自 主 防 災 組 織 で は 、 定 期 的 に 集 ま

っ て 集 落 の 情 報 共 有 や 防 災 知 識 の 習 熟 を 図 る な ど 、 そ れ ぞ れ の 取

組が行われております。  

町といたしましても、防災ハンドブック等を用いた研修会や 、健
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 康 福 祉 課 と 連 携 し た 要 配 慮 者 の 個 別 避 難 計 画 策 定 に 向 け た 説 明 を

行 う な ど 、 自 主 防 災 組 織 の 活 性 化 、 支 援 に 取 り 組 む と と も に 、 町

内 全 集 落 で の 自 主 防 災 組 織 の 設 立 を 目 指 し 、 未 設 立 集 落 へ の 説 明

や、区長会、区要望の際に設立を呼びかけるなどしております。  

敦賀美方消防組合では、先ほども申し上げましたが、各集落へ出

向 い て 訓 練 や 研 修 を 行 う な ど 、 防 災 知 識 の 普 及 に も 努 め て い た だ

いております。  

先日行われました美浜地区自衛消防操法大会では、 ７つの集落の

自主防災組織から操法大会へ出場もいただいております。  

なお、さらなる自主防災組織の強化の取組として、防災倉庫や非

常 用 発 電 機 な ど 、 防 災 用 資 機 材 の 充 実 に 向 け 、 支 援 を 強 化 し て ま

いりたいと考えております。  

また、今年度１０月には、大雨による土砂災害等を想定した防災

訓 練 を 、 東 地 区 を 対 象 に 実 施 す る 予 定 で 、 各 地 区 の 自 主 防 災 組 織

等と連携した訓練となるよう現在準備を進めております。  

以上でございます。  

議   長  中牟田議員。  

  ３番   地域で防災組織が設立されているところが２２集落ということで

すが、そうすると、１６集落がまだ設立されていないということで

すね。まだ設立されていないということは地域格差があるかなと思

うんですけれども、また設立されていないなりに、その地域の実情

があるかと思いますので、その実情をよく理解して、今後取り組め

るように御指導していただきたいと思います。  

では、意見として述べさせていただきます。  

東日本大震災以降、地震や豪雨、土砂災害など、全国各地で大き

な災害が頻発しています。  

共助の要である自主防災組織が活躍し、避難の呼びかけや誘導に

よ り 人 的 被 害 を 回 避 で き た 例 が あ り ま す 。 公 助 が 機 能 し に く い 災

害 初 期 の 隣 近 所 へ の 声 か け が 多 く の 人 命 を 救 う こ と に つ な が る と

考 え ま す 。 何 分 に も 、 地 域 の 隣 近 所 が 一 番 大 切 だ と い う と こ ろ を

また広めていきたいと思います。  

では、次に行かせていただきます。  

避難所運営の在り方について。  
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 自然災害が激甚化、頻発化する中、感染症への対策、女性や子育

て家庭に配慮した避難所運営のさらなる強化が求められている。  

平成２５年に、男女共同参画の視点から、防災・復興の取組指針

が策定された。  

この指針は、東日本大震災を教訓に策定されたもので、女性を防

災・復興の主体的な担い手と位置づけることが求められた。  

美浜町の防災会議への女性の参加状況をお伺いします。  

議   長  エネルギー政策課長。  

エネルギー政策課長  私のほうから御回答させていただきます。  

美浜町防災会議の委員は、２９人中、女性の方は２名となってお

ります。  

今後も男女共同参画の推進に留意し、防災会議の運営に努めて ま

いりたいと思っております。  

以上でございます。  

議   長  中牟田議員。  

  ３番   防災会議の構成員は、２９名中、女性が ２名ということですが、

人口の半分は女性であり、女性の視点を反映することは地域の防災

向上につながると考えます。意思決定の場に女性が参画することが

必要不可欠と考えます。  

意見として申し上げます。  

防災会議において、女性委員の比率が高い地方自治体では、自主

防 災 組 織 や 消 防 団 に 所 属 す る 民 間 女 性 を 委 員 と し て 登 用 し て い る

事例もあります。  

では、次の質問に行かせていただきます。  

国は、男女共同参画の視点からの防災 ・復興の取組に関する検討

会 を 新 た に 発 足 さ せ 、 女 性 や 子 育 て 家 庭 の 視 点 を 踏 ま え た 避 難 所

の課題を検証している。  

避難所における授乳室や男女別トイレの必要性、感染症対策、女

性 用 品 や 粉 ミ ル ク な ど の 備 蓄 品 の 確 保 が 女 性 目 線 で 盛 り 込 ま れ 、

女 性 や 子 供 、 高 齢 者 、 障 害 者 な ど の 災 害 弱 者 へ の 安 心 に つ な が っ

ている。  

避難者については、社会福祉協議会や福祉関係者などと の連携に

よ る 女 性 視 点 の 運 営 が 求 め ら れ る と 考 え る が 、 御 見 解 を お 伺 い し
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 ます。  

議   長  エネルギー政策課長。  

エネルギー政策課長  私のほうから御回答させていただきます。  

台風や大雨による避難、また、自然災害などにより福祉避難所を

は あ と ぴ あ に 開 設 す る 場 合 、 社 会 福 祉 協 議 会 と 緊 密 に 連 携 し て 避

難所の運営に当たっております。  

女性の視点を反映させる工夫や取組としては、プライバシーの保

護 、 プ ラ イ ベ ー ト 空 間 の 確 保 な ど に 配 慮 し つ つ 、 避 難 環 境 の 整 備

に取り組んでおります。  

一例を挙げますと、避難所に備えている備蓄物資として、 更衣ス

ペ ー ス を 確 保 す る プ ラ イ ベ ー ト ル ー ム テ ン ト や パ ー テ ー シ ョ ン 、

避 難 所 で よ り 快 適 に 過 ご す た め の エ ア マ ッ ト や ス ポ ッ ト ク ー ラ ー

な ど に 加 え て 、 女 性 用 生 理 用 品 等 に つ い て も 備 蓄 を し て お り ま す 。  

なお、御指摘のように、女性視点に立った避難所の運営は重要と

考 え て お り ま す の で 、 い た だ い た 御 意 見 を 踏 ま え 、 よ り 快 適 な 避

難 所 の 運 営 と な る よ う 、 こ れ か ら も 取 り 組 ん で ま い り た い と 考 え

ております。  

以上でございます。  

議   長  中牟田議員。  

  ３番   今日までの経過として、非常に充実した運営をしていただいてい

るようですが、ここで意見として申し上げます。  

女性と男性では災害から受ける影響に違いが生じることに配慮す

ることが重要です。  

災害は、地震、津波、風水害などの自然要因と、受け 止める側の

社 会 の 在 り 方 、 社 会 要 因 に よ り 、 そ の 被 害 の 大 き さ が 決 ま っ て く

ると考えられています。  

社 会 要 因 に つ い て は 、 性 別 は も ち ろ ん 、 年 齢 や 障 害 の 有 無 な ど

様 々 な 社 会 的 立 場 に よ っ て 影 響 が 異 な る こ と か ら 、 社 会 要 因 に よ

る災害時の困難を最小限にする取組が重要と考えております。  

では、次の質問に行かせていただきます。  

４、女性防災サポーターの役割。  

女性防災サポーターとは、家庭や地域の状況をよく知り、様々な

活 動 等 を 通 し て 情 報 交 換 の 機 会 が 多 い 女 性 と い う 立 場 か ら 、 防 災
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 対 策 の 分 野 に お い て 、 従 来 と は 違 っ た 視 点 で 災 害 へ の 取 組 を 検 討

し、防災意識の向上を図る活動を行う。  

町民が防災や自然災害等から被害を最小限に抑え、安全かつ安心

し て 暮 ら す こ と が で き る こ と を 支 援 す る た め 、 消 防 ・ 防 災 関 係 機

関 等 と 連 携 し 、 地 域 の 防 災 力 の 向 上 を 図 る 美 浜 町 女 性 防 災 サ ポ ー

ターの設置を設けることへの御見解をお伺いします。  

議   長  エネルギー政策課長。  

エネルギー政策課長  私のほうから御回答させていただきます。  

女性防災サポーターという名称では、現在、具体的に組織されて

い る も の は ご ざ い ま せ ん が 、 令 和 ５ 年 ３ 月 に 策 定 し ま し た 第 ４ 次

美 浜 町 男 女 共 同 参 画 推 進 計 画 で は 、 重 点 目 標 に 、 男 女 が 共 に つ く

る 地 域 社 会 と し て 、 男 女 の 視 点 を 生 か し た 地 域 防 災 活 動 の 推 進 を

掲げております。  

なお、現在、敦賀美方消防組合では、女性消防団員として女性活

動 班 が 平 成 ２ ３ 年 度 か ら 組 織 さ れ て お り 、 火 災 予 防 啓 発 活 動 や 広

報 活 動 等 、 女 性 の 視 点 や 特 性 を 生 か し て 活 動 を い た だ い て お り ま

す。  

また、令和２年度に立ち上げた美浜町防災士会では、現在８４ 人

の会員のうち、７人が女性の防災士となっております。  

年々防災意識も高まりつつある中で、女性防災士に集まっていた

だ く な ど し て 、 御 意 見 の よ う に 、 こ れ ら の 女 性 グ ル ー プ が 発 展 的

に 女 性 防 災 サ ポ ー タ ー と し て 活 躍 し て い た だ け る よ う な 仕 組 み も

検討してまいりたいというふうに考えております。  

以上でございます。  

議   長  中牟田議員。  

  ３番   前向きな御答弁をいただきました。  

男女共同参画からの視点では、人口減少、少子高齢化が 進む中、

被 災 地 で の 人 材 確 保 と い う 点 で は 、 防 災 復 興 の 現 場 に お い て 女 性

の 活 躍 が 重 要 で あ り 、 ま た 、 女 性 と 男 性 が 災 害 か ら 受 け る 影 響 の

違 い に 配 慮 す る と い う 点 か ら 、 女 性 の 視 点 か ら の 災 害 対 応 も 行 わ

れることが、災害に強いまちの実現にとって必要と考えます。  

以上で質問を終わらせていただきます。  

議   長  以上で中牟田議員の一般質問を終わります。  
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 これより休憩いたします。  

引き続き、一般質問は午後１時から開会いたしますので、よろし

くお願いいたします。御苦労さまでございました。  

（休憩宣言  午前１０：５３）  

（再開宣言  午後  １：００）  

議   長  再開いたします。  

休憩前に引き続き、一般質問を行います。  

次に、６番、梅津隆久議員の一般質問を許します。  

梅津議員。  

  ６番   議長のお許しをいただきましたので、通告に従い、一般質問をさ

せていただきます。  

まず初めに、原子力施設外的防護についてということで質問をし

たいと思います。  

まず内容ですが、第五次美浜町総合振興計画、後期の基本計画、

こ の 基 本 目 標 ５ に 掲 げ て お り ま す 原 子 力 安 全 確 保 対 策 の 推 進 と し

て 、 国 民 、 住 民 の 安 全 と 安 心 の 強 化 を 図 る 中 で 、 関 係 省 庁 へ の 安

全 対 策 に 関 わ る 要 請 活 動 を 進 め て い ま す が 、 電 力 事 業 者 の み で は

防 護 で き な い 。 近 年 の 国 際 情 勢 の 中 で 、 ロ シ ア の ウ ク ラ イ ナ 原 発

へ の 武 力 攻 撃 や 北 朝 鮮 の ミ サ イ ル 発 射 が 頻 栄 に 日 本 海 の 排 他 的 経

済 水 域 、 Ｅ Ｅ Ｚ と い い ま す 、 外 に 落 下 し 、 国 民 不 安 を 仰 い で お り

ま す 。 射 程 距 離 、 こ れ は 確 率 論 的 評 価 と い う こ と に な ろ う か と 思

い ま す が 、 射 程 距 離 を 誤 れ ば 、 日 本 海 沿 岸 に 落 下 し た 場 合 、 原 子

力 施 設 、 若 狭 の 原 子 力 発 電 所 が 危 険 に 陥 る 可 能 性 は ゼ ロ と は 言 え

ないと考えます。  

ところで、７月４日には県と嶺南６市町、県防衛協会が防衛省に、

嶺 南 地 域 に 自 衛 隊 を 配 備 し て 原 子 力 施 設 の 防 護 に 万 全 を 期 す よ う

要 請 し て い た だ き ま し た が 、 部 隊 配 備 に 関 し て は 難 し い と の 見 解

報道であったかと思います。  

そこで、要請に参加されました町長に質問をいたします。  

まず１点目ですが、部隊配備に関する国の課題が種々あるとは思

い ま す が 、 原 子 力 を 最 大 限 活 用 す る 国 の 方 針 の 中 で 、 防 衛 省 の 認

識、理解度はどうだったのか、お伺いいたします。  

議   長  町長。  
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 町   長  先 般 行 い ま し た 自 衛 隊 誘 致 に 関 す る 要 望 活 動 に 対 し 、 防 衛 省 の

認識、理解度についてのお尋ねをいただいたところでございますけ

ども、当日、井野防衛副大臣が要請を受けていただき、嶺南地域が

日本最多１５基の原子力発電所が集中する重要な地域であると認識

しており、原子力発電所への武力攻撃に対して、地域住民に不安が

あることを御理解いただいたところでございます。  

また、今すぐの嶺南地域への自衛隊部隊の配置は難しいが、国民

の 生 活 の 安 全 ・ 安 心 を 守 っ て い く た め 、 警 察 な ど 様 々 な 機 関 と の

連 携 に よ り 、 政 府 が 一 体 と な っ て 原 子 力 防 護 や 災 害 対 策 に 取 り 組

ん で い く と と も に 、 平 時 か ら 有 事 に 移 る と き の 訓 練 や 展 開 基 盤 に

つ い て 、 引 き 続 き 検 討 し て い く と い う 回 答 を い た だ い た と こ ろ で

ございます。  

私といたしましては、立地地域の安全・安心の最大限の確保を図

る た め 、 嶺 南 地 域 へ の 部 隊 配 備 は 、 原 子 力 発 電 所 へ の 武 力 攻 撃 に

対 す る 備 え や 抑 止 力 に つ な が る と い う 意 味 で 不 可 欠 で あ る と い う

ふ う に 考 え て お り ま す の で 、 引 き 続 き 県 と 嶺 南 ６ 市 町 と 共 に 、 国

に 対 し 武 力 攻 撃 に 対 す る 防 衛 や 嶺 南 地 域 へ の 自 衛 隊 の 配 備 、 国 民

保 護 法 等 の 関 係 法 令 の 検 証 に つ い て 要 請 を 重 ね て い く 所 存 で ご ざ

います。  

議   長  梅津議員。  

  ６番   町長の答弁、非常によく分かりました。  

確かにこの嶺南地域は非常に原子力の集中地でありますし、もし

万 が 一 、 今 マ ス コ ミ を 騒 が せ て お り ま す 北 朝 鮮 の ミ サ イ ル の 発 射 、

も し 落 下 地 域 が 、 計 算 が 間 違 え ば 落 ち て く る 確 率 は あ る ん じ ゃ な

いかというふうに想像いたします。  

今、町長の答弁があったように、今後とも国民、町民、住民の安

全 意 識 の 向 上 と い う こ と で 、 こ れ か ら も 県 と 連 携 を 取 り な が ら 国

の ほ う に 陳 情 を お 願 い し て い き た い 、 言 っ て い た だ き た い と 、

我々も努力していきたいと考えております。  

次、質問ですが、２点目で、８月７日、美浜町自衛隊協力会、会

合 の 中 で 、 防 衛 省 自 衛 隊 福 井 地 方 協 力 副 本 部 長 発 言 の 中 で 、 原 子

力 防 護 に 特 化 し た 国 民 保 護 は 、 自 衛 隊 の 活 動 と し て 明 示 さ れ て い

ないとのことでありました。  
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 弾道ミサイル攻撃は保護法にも含まれるのではないかと私個人的

に は 理 解 す る が 、 国 民 保 護 法 と の 関 連 に つ い て 、 町 長 の 考 え を お

聞かせ願います。  

議   長  エネルギー政策課長。  

エネルギー政策課長  私のほうから御回答させていただきます。  

自衛隊は事態対処法に基づき国防を担い、地方自治体は国民保護

法に基づき事態に対応することとなっております。  

原子力施設等の生活関連等施設が攻撃を受けるような有事の際に

は 、 自 衛 隊 は 自 衛 隊 法 や 事 態 対 処 法 に よ り 武 力 攻 撃 を 排 除 し 、 国

を守ることが主たる任務となります。  

地方公共団体は、国民保護法により住民の避難誘導、被害の軽減

等 を 図 る 対 処 を 行 う な ど 、 役 割 が 分 か れ て い る と い う こ と で ご ざ

います。  

以上でございます。  

議   長  梅津議員。  

  ６番   今の課長の答弁のとおりでございますけども、今、確かにある国

がミサイルを打ち込んだといっても、人工衛星等でその落下地点が

すぐ予測できるというような話も聞いておりますし、数分以内に避

難場所も国から指示できるというような話も聞いております。  

ということで、国民を守っていただけるのは国民保護法というも

の で 保 護 さ れ て お り ま す け ど も 、 我 々 は 一 丸 と な っ て 、 国 民 保 護

法 の 下 に 安 全 を 、 自 分 の 安 全 は 自 分 で 守 る と い っ た こ と で い か な

ければいけないのかなと思っております。  

ただ、こういう話も、もっと原発反対派の方も国のほう にどんど

ん と 、 国 民 保 護 法 を も っ と 重 視 し て ほ し い と い う こ と を 要 請 し て

いただければと思っております。  

次の質問に移らせていただきます。  

電池推進遊覧船の利用実績についてということで、第 五次美浜町

総 合 振 興 計 画 、 後 期 基 本 計 画 、 基 本 目 標 ３ の ５ に 掲 げ て お り ま す

観 光 の 振 興 と し て 、 観 光 協 会 や Ｄ Ｍ Ｏ 等 の 観 光 振 興 組 織 の 強 化 と

推 進 を 図 る 施 策 の 中 で 、 今 年 の 春 よ り １ 隻 の 電 池 推 進 遊 覧 船 の 運

航 と レ イ ク セ ン タ ー の 新 規 開 業 が Ｄ Ｍ Ｏ に て 運 営 管 理 さ れ て い る

が、約５か月の実績等について御質問いたします。  
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 まず１点目でございますが、１隻の運航であることから、バスの

お 客 様 優 先 で 乗 船 す る と 、 一 般 マ イ カ ー で 来 ら れ た お 客 様 が 定 員

オ ー バ ー と な っ て し ま い 乗 船 で き な い 、 待 ち 時 間 が 多 い と い う よ

うな不平不満が生じているというふうに聞いております。  

１０月からの２隻の運航で解消するのか、お聞きいたします。よ

ろしくお願いします。  

議   長  観光誘客課長。  

観光誘客課長  ただいまの質問は、私のほうから回答させていただきたいと思い

ます。  

事前の団体予約によりまして直接レイクセンターを訪れたお客様

が 乗 船 で き な い こ と が あ っ た と い う こ と は お 聞 き を し て お り ま す 。  

先日、２隻目が完成いたしまして、今後、操船訓練等の準備を経

て 、 今 年 １ ０ 月 か ら ２ 隻 体 制 で 営 業 を 開 始 す る こ と を 予 定 し て い

る と こ ろ で ご ざ い ま す 。 ２ 隻 目 は 客 席 が ３ １ 席 ご ざ い ま す の で 、

１隻目と合わせて、最大６０人の乗船が可能となります。  

今後、運営主体であります三方五湖ＤＭＯにおいて運航体制を整

え 、 多 く の 方 が 乗 船 で き る よ う に 努 め て ま い り た い と い う ふ う に

考えておるところでございます。  

議   長  梅津議員。  

  ６番   今のところ１０月から２隻目が運航できれば、うまく２隻を運航

すればお客さんの待ち時間等もなくなり、観光バスのお客様、それ

からマイカーのお客様も順調にはけていけるのかなと思います。  

次の２番目の質問でございますが、１隻の運航で約５か月経過し

た 中 で 、 浦 見 川 の 往 来 時 に ス ク リ ュ ー が 川 底 に 接 触 す る と い う ふ

う な 問 題 が 出 た と い う こ と も 聞 い て お り ま す け ど も 、 潮 位 の 干 満

に よ る も の か 、 そ も そ も 、 も と も と そ の 設 計 が 悪 か っ た の か 、 原

因と対策について、何か分かればお聞きしたいと思います。  

議   長  観光誘客課長。  

観光誘客課長  引き続き私のほうから御回答させていただきたいと思います。  

町では昨年度、福井県や若狭町と連携しまして、電池推進遊覧 船

を は じ め 漁 船 や プ レ ジ ャ ー ボ ー ト な ど が 浦 見 川 を 安 全 に 航 行 で き

る よ う に 、 遠 隔 で 監 視 ・ 操 作 す る 安 全 航 行 シ ス テ ム を 構 築 し ま し

た。  
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 このシステムは、浦見川出入口に船の航行状況を表示する電光掲

示 板 を 設 置 す る と と も に 、 河 川 内 を 監 視 す る カ メ ラ 、 ま た 、 河 川

内 の 滞 留 者 に 注 意 喚 起 を 促 す ス ピ ー カ ー を 配 備 し 、 さ ら に 、 河 川

の 水 位 と 流 向 、 流 速 の デ ー タ 全 て を 無 線 通 信 回 線 に よ り 遠 隔 監

視・操作するもので、全国初のシステムです。  

レイクセンターでは、このシステムを活用し、遊覧船を運航する

際 、 毎 回 、 河 川 内 の 潮 位 の 干 満 状 況 も 確 認 し ま し て 、 安 全 に 航 行

できることを確認した上で運航を行っております。  

三方五湖ＤＭＯに聞き取りをしましたところ、安全航行システム

に よ り 河 川 内 の 安 全 水 位 を 確 認 し た 上 で 運 行 し て お り ま し た が 、

５ 月 ３ 日 の 第 ５ 便 目 に お い て 、 河 川 内 の 水 月 湖 出 入 口 付 近 で プ ロ

ペ ラ が 接 触 す る と い う 事 件 が 発 生 し ま し た 。 三 方 五 湖 Ｄ Ｍ Ｏ で は 、

運 行 後 速 や か に プ ロ ペ ラ が 接 触 し た 場 所 を 調 査 し ま し た が 、 川 底

の 異 物 は 発 見 さ れ ず 、 以 降 、 そ の 事 象 は 発 生 し て お り ま せ ん 。 プ

ロ ペ ラ の 破 損 は 、 河 川 壁 面 か ら の 転 石 で は な い か と い う ふ う に 考

えているところでございます。  

いずれにしましても、遊覧船の運航に当たっては何よりも安全が

最 優 先 で あ る と い う ふ う に 考 え て お り ま す の で 、 今 後 も シ ス テ ム

を 活 用 し 、 安 全 運 航 に 努 め て ま い り た い と い う ふ う に 考 え て い る

ところでございます。  

町では、浦見川を管理する県に対しましても、河川内の景観保全

や 転 石 の 除 去 を 含 め 、 環 境 整 備 を 要 望 し て ま い り た い と 思 っ て お

ります。  

議   長  梅津議員。  

  ６番   以前から遠隔監視システムを導入するということを聞いてお りま

した。  

このシステムがあったにもかかわらず、今回原因不明で、ペラが

接 触 し た と い う よ う な こ と に な っ た み た い で ご ざ い ま す が 、 今 後

は や は り お 客 様 に 迷 惑 を か け る こ と の な い よ う に 、 遠 隔 監 視 シ ス

テ ム を 十 分 に 活 用 し 、 オ ペ レ ー タ ー に 注 意 を 与 え る と い っ た 運 用

をお願いしたいと思います。  

それから、次に移ります。  

３番目でございますが、三方五湖ＤＭＯの管理運営において、現
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 状 の 収 支 状 況 と い う の は ち ょ っ と 難 し い か と 思 い ま す け ど も 、 短

期 間 で あ る の で 収 支 状 況 は 難 し い と 思 い ま す の で 、 今 の Ｄ Ｍ Ｏ の

管理状況、運営状況について御説明願えればと思います。  

議   長  観光誘客課長。  

観光誘客課長  ただいまの質問ですけども、私のほうから御回答させていただき

たいと思います。  

指定管理者の当初計画では、電池推進遊覧船２隻体制で１日８便

航 行 し ま し て 、 レ イ ン ボ ー ラ イ ン の 利 用 者 の ２ ０ ２ ５ 年 目 標 の 約

１ 割 、 年 間 で 約 ４ 万 ８ ， ０ ０ ０ 人 を 見 込 ん で お り ま し た け ど も 、

開 業 し て か ら ８ 月 中 旬 ま で で 約 ４ ， ３ ０ ０ 人 の 乗 船 と な っ て い る

ところでございます。  

指定管理者である三方五湖ＤＭＯでは、町民割や宿泊割を導入す

る と と も に 、 お も て な し の 心 の こ も っ た ガ イ ド や 様 々 な イ ベ ン ト

を 企 画 、 開 催 す る な ど 、 こ う し た 創 意 工 夫 が 高 評 価 に つ な が り ま

し て 、 乗 船 者 は 徐 々 に 増 え つ つ あ る と い う こ と で 聞 い て お り ま す 。  

町においても、グリーントランスフォーメーションの最先端、国

内 初 な ど の 売 り 込 み キ ャ ッ チ コ ピ ー や 、 わ く わ く 感 の あ る パ ン フ

レ ッ ト や ポ ス タ ー 、 う ち わ な ど の ノ ベ ル テ ィ ー グ ッ ズ を 作 成 し 、

首 都 圏 を は じ め 長 野 や 軽 井 沢 な ど の 北 陸 新 幹 線 沿 線 に 出 向 き Ｐ Ｒ

を 行 う と と も に 、 マ ス コ ミ や 新 聞 広 告 、 Ｊ Ｒ の 社 内 誌 、 地 元 企 業

へのＰＲも積極的に行っているところでございます。  

今後、北陸新幹線での車内広告や海外からの窓口である空港にお

い て も 広 告 等 を 行 い 、 引 き 続 き 三 方 五 湖 Ｄ Ｍ Ｏ や 若 狭 美 浜 観 光 協

会 と 連 携 し 、 国 内 外 を 問 わ ず 強 力 に 誘 客 活 動 を 展 開 し 、 多 く の 観

光 客 に 御 利 用 い た だ け る よ う に 努 め て ま い り た い と 思 っ て お り ま

す。  

議   長  梅津議員。  

  ６番   今、課長の説明で、約４，０００人ですか、来たというような状

況でございます。  

私も乗船して経験しましたけども、乗組員の方は非常に心のこも

っ た 上 手 な ガ イ ド を 行 っ て お り ま し て 、 非 常 に お 客 様 に は 好 評 で

あるというふうに私も感じております。  

今後ともお客様を増やしながら、また、レインボーラインとの連
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 携 を 図 り な が ら 収 益 を 上 げ て い っ て い た だ け れ ば と 思 っ て お り ま

す。  

次、３番目に入ります。  

久々子湖内水面漁業についての質問をいたします。  

第五次美浜町総合振興計画、後期基本計画、基本目標３の３に、

水 産 業 の 振 興 、 活 力 あ る 水 産 業 を 目 指 す 対 応 は 、 漁 場 整 備 、 漁 業

生 産 活 動 へ の 支 援 事 業 と し て 、 内 水 面 漁 業 の 久 々 子 し じ み 、 ア ユ

等 の 環 境 生 態 調 査 や 資 源 増 産 に 結 び つ く 対 策 を 実 施 し て い る 。 と

こ ろ が 、 漁 獲 高 の 増 産 を 目 指 す 努 力 を し て い た だ い て い る が 、 さ

らなる久々子のシジミ生態環境改善について質問いたします。  

まず１点目でございますが、７月２２日、私ライオンズクラブで、

５ ５ 周 年 事 業 と し て 三 方 五 湖 ラ ム サ ー ル ク ラ ブ の 親 子 約 １ １ ０ 名

が 、 程 度 が 南 西 郷 漁 業 組 合 の 協 力 を 得 て 、 造 成 場 所 に て ヤ マ ト シ

ジ ミ 採 り を 体 験 さ せ て い た だ き ま し た 。 私 も 生 ま れ て 初 め て で ご

ざいます。  

整備された上瀬川付近で採取しましたが、シジミがいない、 採れ

ない、小粒ばかりであったというのが私の感想でございます。  

本造成場所は河川の流入等によるヘドロの堆積が多く、悪臭もあ

り 、 生 育 に 悪 影 響 を 与 え 、 成 長 不 足 が 生 じ て い る の で は と 想 像 し

た 次 第 で ご ざ い ま す 。 し た が っ て 、 シ ジ ミ は 湖 水 を 浄 化 し て く れ

る こ と に な っ て い る が 、 多 量 の ヘ ド ロ の 堆 積 は 日 光 を 遮 り 、 植 物

プ ラ ン ク ト ン の 生 存 も 悪 く 、 シ ジ ミ に は 適 さ な い 環 境 か と 素 人 的

に考えます。  

そこで、福井県淡水魚研究会による環境調査とヘドロ回収の必要

性の有無についての見解を求めます。  

議   長  産業政策課長。  

産業政策課長  それでは、私のほうでお答えをさせていただきます。  

議員御指摘の宇和西川の河口付近の浅場造成地は、県の関係機関

の 環 境 調 査 等 に よ り 、 シ ジ ミ の 生 息 条 件 的 に 適 地 で あ る と 専 門 家

の 指 導 を 受 け て 整 備 を 行 っ た も の で ご ざ い ま す 。 そ う い っ た 場 所

でございます。  

環境調査につきましては、三方五湖自然再生協議会などで資源量

及 び 水 質 調 査 等 を 毎 年 実 施 し て お り ま し て 、 常 に 現 状 を 把 握 し な
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 がら環境改善などの対処法に反映しているところでございます。  

浅場造成地の堆積物については、里山里海湖研究所の研究員に確

認 し た と こ ろ 、 非 常 に 粒 子 の 細 か い 砂 泥 が 堆 積 し た も の で 、 い わ

ゆ る ヘ ド ロ と 呼 ば れ る も の で は な く 、 シ ジ ミ の 生 息 場 と し て は 適

地であるというところでございます。  

今後も専門家の意見を仰ぎながら、地元漁協と共に継続的な調査

や 定 期 的 な 湖 底 の 攪 拌 、 覆 砂 な ど の 対 策 を 行 い 、 適 切 な 生 息 環 境

の維持管理に努めてまいりたいと思います。  

議   長  梅津議員。  

  ６番   自然環境協議会ともコラボしていただきながら、これから行政も、

できるだけシジミの環境がよくなるように努めていっていただきた

いなと思います。  

それから次、２項に移りますが、久々子湖における振興計画では、

シ ジ ミ 漁 獲 量 は 年 間 基 準 値 ３ ． ５ ト ン と 明 記 し て お り ま し た け ど

も 、 令 和 ７ 年 度 の 目 標 値 、 ４ ． ５ ト ン と し て い る の が 現 状 か と 思

います。  

実績と目標に向かっての取れ高の推移はどのぐらいになっている

のかお伺いいたします。  

議   長  産業政策課長。  

産業政策課長  シジミの漁獲量の実績については、令和元年度以降４トン未満で

推移しておりまして、年々減少している現状でございます。  

主な要因といたしましては、近年、水温上昇の影響と思われる海

藻 の 大 量 発 生 、 ま た 、 塩 分 濃 度 の 上 昇 、 キ ン ク ロ ハ ジ ロ な ど 鳥 類

に よ る 食 害 、 昨 年 度 は ヒ シ の 流 入 に よ る 湖 底 環 境 の 悪 化 な ど 、

様々な影響が考えられております。  

今後も関係機関と連携を図り、専門家の意見も取り入れながら、

資 源 増 産 を 目 指 し た 対 策 等 を 実 施 し て ま い り た い と 考 え て お り ま

す。  

議   長  梅津議員。  

  ６番   それでは、今のところ４トン未満で、年々まだ減少していってい

るというふうな報告でございましたけども、これが目標の４．５ト

ンに近づけるように、何とか浅場環境保全を行っていっていただき

たいと思います。  



 

－48－ 

 次、３点目でございます。  

美浜町のブランド化を図るというよりも、ブランド化はちょっと

難 し い か も 分 か り ま せ ん け ど も 、 ブ ラ ン ド 化 を 図 る べ く 、 お い し

い 汽 水 湖 久 々 子 湖 、 ヤ マ ト シ ジ ミ の 増 産 と し て 、 環 境 改 善 に 合 わ

せ て 浅 場 造 成 拡 大 事 業 計 画 は な い の か 、 そ の 事 業 を 計 画 し て い る

かどうかお伺いしたいと思います。  

議   長  産業政策課長。  

産業政策課長  浅場造成の計画でございますが、シジミの生息地であります久々

子湖の浅場は、水深１メートルより浅い湖岸に限られております。  

その面積は、昭和５０年頃の約３．５ヘクタールから年々浸食等

が 進 み 、 平 成 ２ ９ 年 に は 約 ２ ． ６ ヘ ク タ ー ル と な っ て い る と こ ろ

でございます。  

本町では、シジミ資源を回復させるため、令和元年度に約１ヘク

タ ー ル の 浅 場 を 造 成 す る と と も に 、 こ れ ま で か ら 久 々 子 湖 南 岸 一

帯 を 中 心 に 砂 を 補 給 す る な ど の 覆 砂 を 行 い 、 再 生 産 可 能 な 生 息 場

所の維持、保全、確保に努めてきたところでございます。  

新たな浅場造成計画につきましては、漁業者や専門家の意見を踏

ま え 、 こ れ か ら の 検 討 課 題 と し た い と 考 え て お り ま す が 、 ま ず は

既 存 の 生 息 場 所 や 資 源 を 適 正 に 維 持 管 理 し て い く こ と が 重 要 と 考

えております。  

漁獲制限をはじめ、湖底の攪拌、覆砂や食害を軽減する手法の確

立 な ど 、 関 係 機 関 と 連 携 を 図 る こ と で 強 力 に 進 め て ま い り た い と

いうふうに考えております。  

議   長  梅津議員。  

  ６番   私もちょっと前から聞いているんですけども、採ろうと思っても

いないというのが現状かと思うんです。  

ところが、今お話を聞きますと、量もちょっと採り 過ぎかなとい

う 話 も ち ら っ と 出 て お り ま す け ど も 、 採 る よ り も や っ ぱ り 育 て て

増 や す と い う 方 向 で 、 何 と か ひ と つ 、 今 後 と も 継 続 し て 事 業 を 進

めるように努力をお願いしたいと思います。  

次の質問に移ります。次、４番目でございます。  

なびあすのカフェの営業についてということで質問させていただ

きます。  
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 ２ ０ １ ２ 年 、 な び あ す オ ー プ ン 以 来 、 飲 食 、 な び カ フ ェ 「 星 の

子 」 と し て 営 業 を 行 い 、 イ ベ ン ト 来 客 者 の 待 ち 合 わ せ 、 打 合 せ 、

休 憩 場 所 及 び ラ ン チ タ イ ム サ ー ビ ス を 提 供 し て い た だ い た が 、 こ

の 春 頃 に 閉 店 と な っ て し ま い ま し た 。 特 に ラ ン チ は 、 町 職 員 、 一

般 人 の 方 々 か ら 本 当 に 不 便 さ の 声 を 聞 い て い る の が 現 状 で ご ざ い

ます。  

そこで、２点ほど質問いたします。  

まず１点目は、我々議会のほうには何も情報がなかったんですけ

ども、閉店に至った理由というのは何か、お聞かせ願います。  

議   長  生涯学習推進課長。  

生涯学習推進課長  それでは、私のほうから回答させていただきます。  

生涯学習センターなびあすは、町民の生涯にわたる学習活動を総

合 的 に 支 援 す る と と も に 、 豊 か な 生 涯 学 習 社 会 を 実 現 す る と い う

目的の下、設置をされております。  

なびカフェは、平成２５年度より、障害者と健常者が日常的に触

れ 合 い な が ら 一 緒 に な っ て 運 営 す る ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 の 場 所 と し

て 、 美 浜 町 生 涯 学 習 セ ン タ ー な び あ す の 設 置 及 び 管 理 に 関 す る 条

例 に 基 づ き 、 は こ べ の 家 が 指 定 管 理 者 と し て 営 業 し て ま い り ま し

た。  

当初は作業能力の高い喫茶作業が可能な利用者４名がローテーシ

ョンを組み、専属職員と共に従事することが可能でありました。  

平成３０年の障害者の法定雇用率引上げを境に、はこべの家で作

業 能 力 の 高 い 利 用 者 の 確 保 が 難 し く な り 、 喫 茶 で の 仕 事 が 可 能 な

利用者は４名から１名に減少いたしました。  

また、事業所内で作業能力の高い利用者が数名である一方、障害

程 度 の 重 い 利 用 者 の 割 合 が 高 く な っ た た め 、 事 業 所 内 で の 職 員 の

確 保 も 必 要 と な り 、 な び カ フ ェ へ の 職 員 の 確 保 も 困 難 と な り ま し

た。  

以上のことから、はこべの家の営業継続が難しくなったため他の

町 内 事 業 所 で 検 討 い た し ま し た が 、 な び カ フ ェ を 営 業 で き る ノ ウ

ハウや経験がある事業所がなく、やむを得ず閉店に至りました。  

以上です。  

議   長  梅津議員。  
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   ６番   私も認識不足でございましたけども、平成２５年度からはこべの

家さんがメインで、ボランティア活動で営業をやっていただいたと

いうことで、今思えば、確かに職員の確保、また、賃金を払えるよ

うなお客様の数があるかというところを見ると、ちょっと経営が難

しいのかなというふうに個人的には想像しております。  

ということで、雇用の促進も含めて、今後また再開するように希

望したいと思います。  

次の２番でございますけども、経営を再開していただける業者等

の 見 通 し は 今 の と こ ろ 立 っ て い る の か ど う か 、 お 聞 か せ 願 い ま す 。  

議   長  生涯学習推進課長。  

生涯学習推進課長  引き続き私のほうから回答をさせていただきます。  

現在なびカフェは、図書館に来館した学生の飲食スペースや公演

時のお客様の休憩場所として利活用しております。  

また、１０月２８日から１１月５日に開催予定でありますなびあ

す ア ー ト フ ェ ス タ ２ ０ ２ ３ に お い て は 、 ま ち づ く り 推 進 課 と 連 携

し 、 は ま び よ り か ら な び あ す ま で の に ぎ わ い 創 出 の た め の イ ベ ン

トの企画も現在検討しております。  

今後は、平日ランチタイムや公演、イベント時のお弁当やパンの

販 売 、 カ ッ プ 式 自 動 販 売 機 を 設 置 す る な ど 利 用 者 の 利 便 性 向 上 に

努 め な が ら 、 お 客 様 の ニ ー ズ に 対 応 で き る よ う 、 い ろ い ろ な 活 用

方法について検討してまいります。  

議   長  梅津議員。  

  ６番   今、課長のおっしゃるように、なびあすフェスタ等で、イベント

で来られるお客様の利便性を図るためには、やはり、あそこを簡単

なカフェでもできるようにしていただければありがたいのかなと思

います。  

ただ、あそこをずっと閉めておりますと、非常に私個人的には、

来 客 の 皆 さ ん が 何 か 不 自 然 や な と 、 あ あ い う 立 派 な 施 設 が あ り な

が ら 、 閉 ま っ て 閉 店 と い う 看 板 が ぶ ら 下 が っ て い る の は 非 常 に 見

苦 し い と い い ま す か 、 美 浜 の 恥 か な と い う ふ う に 思 い ま す の で 、

一 日 も 早 く 、 イ ベ ン ト に 合 わ せ て い ろ い ろ と 活 用 さ れ る と 思 い ま

す け ど も 、 恒 久 的 に 営 業 で き る 業 者 等 を 早 急 に 対 応 し て い た だ け

るようにお願いをしたいと思います。  
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 以上で私の質問を終わらせていただきます。どうもありがとうご

ざいました。  

議   長  以上で梅津議員の一般質問を終わります。  

次に、８番、辻井雅之議員の一般質問を許します。  

辻井議員。  

  ８番   議長の発言許可をいただきましたので、事前通告に従い、私の一

般質問を行います。  

昨日、今日の新聞の一面の見出しは、ＪＲ発表、北陸新幹線金沢

－ 敦 賀 間 、 来 年 ３ 月 １ ６ 日 開 業 と 、 い よ い よ 目 の 前 に 迫 っ た １ ０

０年に一度の大事業の開始日が一般にも報道されました。  

試験運転は来月の９月下旬から始まるとのことなので、新幹線の

走 る と こ ろ を 高 架 越 し に 見 る こ と が で き る と 思 い ま す 。 開 業 し ま

し た ら 、 私 も 敦 賀 発 、 東 京 行 き の か が や き に ぜ ひ 乗 っ て み た い と

思います。  

本日は、町の産業団地と生涯学習センターなびあす、道の駅はま

び よ り の ３ 点 に つ い て 質 問 と 提 案 を 行 い た い と 思 い ま す の で 、 よ

ろしくお願いします。  

最初に、山上産業団地の企業誘致と現状についてを質問いたしま

す。  

今から９年前の２０１４、平成２６年に若狭美浜インター産業団

地 、 山 上 産 業 団 地 と 美 浜 東 美 し 野 ニ ュ ー タ ウ ン の 整 備 が 同 時 に 持

ち 上 が り 、 県 と 地 元 山 上 区 の 御 協 力 を 得 て 特 別 基 金 が 設 け ら れ ま

した。  

その後、造成工事と企業誘致が始まり、３年後の平成２９年に敦

賀 市 の 産 業 団 地 に あ る 飲 料 容 器 を 作 る 株 式 会 社 ア イ ケ ー プ ラ ス ト

の 第 ４ 号 工 場 が 最 初 の 企 業 と し て 誘 致 さ れ 、 操 業 を 開 始 し ま し た 。

その後、着々と企業誘致ができ、現在４社が操業しています。  

そして、この４月に５社目となる株式会社椿本チエインの誘致が

決 ま り 、 町 と の 契 約 も 交 わ さ れ ま し た 。 こ の 会 社 は も と も と チ ェ

ー ン 製 造 会 社 で す が 、 今 回 、 こ の 場 所 で レ タ ス 栽 培 を 行 う 野 菜 工

場を建設して操業を展開します。  

残す４区画のうち、もう１区画の土地も売約済みの話があります。

ここは既設会社の増設用地になるとお聞きしています。  
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 企業誘致は、町長が自らトップセールスも行い営業活動を展開し

て い る と 思 い ま す が 、 現 状 の 産 業 団 地 の 企 業 誘 致 に つ い て 、 結 果

も 含 め 、 ど の よ う に 評 価 し て い る の か 、 ま た 、 今 後 の 展 開 を ど の

ように図っていくかをお伺いします。  

議   長  町長。  

町   長  た だ い ま 企 業 誘 致 の 評 価 と 今 後 の 展 開 に つ い て の 御 質 問 を 頂 戴

したところでございます。  

美浜インター産業団地では、平成２８年の分譲開始前から積極的

な 誘 致 活 動 を 実 施 い た し ま し て 、 様 々 な 業 種 の 企 業 か ら 問 合 せ 等

も あ り ま し た け ど も 、 現 在 は 優 良 企 業 ４ 社 に 進 出 い た だ き 、 本 町

の 雇 用 の 創 出 や 産 業 の 複 層 化 な ど 、 一 定 の 成 果 を 得 る こ と が で き

たと考えているところでございます。  

また、この４月には、５社目となります株式会社椿本チエインと

進 出 協 定 を 締 結 し 、 用 地 の 契 約 も ま と ま っ た こ と か ら 、 令 和 ７ 年

の操業開始に向けて準備が進められているところでございます。  

なお、椿本チエインでは、栽培や流通、販売に係る専門事業者と

連 携 し 、 自 社 が 保 有 す る 自 動 化 技 術 を 生 か し た 大 型 化 ・ 自 動 化 シ

ス テ ム に よ る 次 世 代 植 物 工 場 の モ デ ル 工 場 を 目 指 す と し て お り ま

し て 、 こ う し た 将 来 を 見 据 え た 東 証 プ ラ イ ム 上 場 企 業 の 進 出 に 大

いに期待をしているところでございます。  

現在、ウクライナ情勢の影響によります資材高騰等により経済的

に も 厳 し い 社 会 情 勢 に あ り ま す け ど も 、 県 や 関 係 団 体 等 と 連 携 を

し な が ら 、 さ ら な る 企 業 誘 致 に ト ッ プ セ ー ル ス で 取 り 組 ん で ま い

りたいと、このように考えているところでございます。  

議   長  辻井議員。  

  ８番   ただいまの答弁で、町長のほうも誘致についてはうまくいってい

るという返事だと思います。  

工場誘致については大変な事業だと思います。やはり進出する会

社 や 受 け 入 れ る 町 に と っ て も 厳 し い 条 件 や 課 題 が あ り 、 会 社 は 将

来 が か か っ て い ま す 。 県 内 外 の 各 市 町 村 も 、 産 業 団 地 を 造 り 企 業

誘 致 を し て も 、 数 十 年 か か っ て も 団 地 形 成 が で き な い と こ ろ が た

くさんあります。  

美浜の場合は、近くの住宅団地の完成も含め大変いい結果が出て
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 いますので、行政の努力と結果を私は評価したいと思います。  

次に、地元雇用についてお伺いします。  

地元に働く場所がなければ、よそに行かなければなりません。若

者 の 定 住 、 移 入 も 、 優 良 企 業 が 地 元 に あ れ ば 、 そ こ に 就 職 が 可 能

で、安定して定住生活ができます。  

昨年９月の本会議の定例会で、誘致条例の一部を改正する条例の

制 定 が 可 決 さ れ ま し た 。 こ の 産 業 団 地 へ の 誘 致 条 件 が 緩 和 さ れ た

わけです。  

その内容は、新規雇用者数の２分の１以上が本町在住というとこ

ろを削除した条例の改正であります。  

やはりここにある会社は、地元の人が働く場所としての企業であ

れ ば 一 番 よ い で す し 、 定 年 退 職 者 で も バ イ ト 的 に 働 け る 企 業 で あ

れば言うことはありません。  

ところで、現在、産業団地で４社で操業中ですが、地元の雇用は

何人ぐらいあるのかをお聞きいたします。  

議   長  産業政策課長。  

産業政策課長  雇用人数については私のほうでお答えをさせていただきます。  

平成１９年以降、町内の産業団地等に誘致した企業は９社ござい

ま し て 、 雇 用 人 数 は １ ４ ７ 人 、 う ち 地 元 雇 用 は ４ ７ 人 と な っ て お

ります。  

美浜インター産業団地では４社ございまして、地元雇用は２１名

でございます。  

議   長  辻井議員。  

  ８番   今の課長の答弁で、平成１９年以降９社が入ってきて、１４７人

従業員がおって地元雇用は４７人、そして、産業団地におかれまし

ては、４社で２１名が地元雇用だということで、分かりました。  

町と企業のお互いのベストなマッチングは、やはり雇用、税収は

も ち ろ ん 、 地 域 の 大 き な プ ラ ス と な り ま す 。 町 と 企 業 、 お 互 い に 、

古 い 言 葉 で す が 、 ギ ブ ・ ア ン ド ・ テ イ ク 、 そ し て ウ ィ ン ・ ウ ィ ン

の勝ち組の産業団地として発展を見守っていきたいと 思います。  

次に、町の生涯学習センターなびあすについて質問します。  

２０１２、平成２４年の１１月３日の文化の日に、美浜町生涯学

習 セ ン タ ー な び あ す が 町 の 生 涯 学 習 の 拠 点 と し て 竣 工 し ま し た 。
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 公 民 館 機 能 と 図 書 館 、 さ ら に 文 化 ホ ー ル 、 劇 場 を 複 合 的 に し た 近

代 的 施 設 で 、 明 日 に 向 か っ て 学 ぶ 私 た ち の 学 習 施 設 と し て 、 学 び

と 明 日 を も じ っ て な び あ す と 命 名 し 、 今 年 で 設 立 １ ０ 周 年 に 入 っ

ています。  

そこで、なびあす内に設けられている町立図書館についてお伺い

します。  

今年の３月の議会の一般質問で、兼田議員のほうから、美浜町立

図 書 館 、 な び と し ょ に つ い て の 現 状 質 問 に 対 し て 、 今 後 も ま ち づ

く り を 支 え る 施 設 と し て 利 用 者 の 促 進 を 図 る と の 回 答 が あ り ま し

た。  

質問の内容で、数字的にダブる該当があるかもしれませんが、よ

ろしくお願いします。  

以前、旧図書館からなびあす内に移転して、５年目の利用状況を

私 が 一 般 質 問 で お 伺 い し 、 当 時 、 蔵 書 冊 数 は 旧 図 書 館 に 比 べ １ ．

４ 倍 の ６ 万 ５ ， ０ ０ ０ 冊 を 所 蔵 し 、 年 間 貸 出 冊 数 は ８ 万 ６ ， ０ ０

０ 冊 に 増 え 、 来 館 者 も 年 間 ４ 万 ４ ０ ０ 人 で ２ ． ５ 倍 と な り 、 県 内

の 坂 井 市 に 次 い で ３ 番 目 の 貸 出 数 に な っ て い る と の 回 答 が あ り ま

した。  

なびあすでは毎月独自のなびあす通信を発行しており、広報みは

ま に 挟 み 込 み を 行 い 、 ３ ペ ー ジ の な び と し ょ 情 報 の コ ー ナ ー が 設

け ら れ て お り 、 新 し く 購 入 さ れ た 本 や 図 書 館 の 活 動 等 に も 掲 載 さ

れています。  

そこで質問いたします。  

以前の質問から５年が経過しましたが、現在の図書館の蔵書数と

利用状況はどのようになっているかをお聞きいたします。  

議   長  生涯学習推進課長。  

生涯学習推進課長  それでは、私のほうから回答させていただきます。  

令和４年度末時点の蔵書冊数については、平成２８年度より１万

６ ， １ ０ １ 冊 増 加 し ８ 万 １ ， ０ ９ １ 冊 と な り 、 来 館 者 数 は 平 成 ２

８ 年 度 よ り １ 万 ２ ， ８ １ １ 人 増 加 し 、 ５ 万 ３ ， １ ８ ９ 人 と な っ て

おります。  

また、貸出冊数については、平成２８年度より約９，０００冊減

少 し ７ 万 ６ ， ４ ７ ６ 冊 と な っ て お り ま す が 、 前 回 同 様 、 人 口 １ 人
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 当たりの本の貸出数は県内で３番目となっております。  

貸出冊数が減少し来館者数が増加していることから、学生の勉強

ス ペ ー ス な ど 居 場 所 を 提 供 す る 滞 在 型 の 利 用 が 増 加 し て い る の が

現状と見られます。  

議   長  辻井議員。  

  ８番   ただいまの課長の答弁で、８万９，０００冊、利用者も５万３，

０００人を超えている、県内で３番目という数字が分かりました。

やはり図書館の利用者というのは年々増えているのではないかと思

います。  

ただいまの課長の答弁でよく分かったわけですが、なびとしょに

つ い て は 、 子 供 た ち の 子 育 て に つ い て も た く さ ん 利 用 者 が あ り 、

幼 児 の 本 も た く さ ん 置 い て あ り ま す し 、 昨 日 の 新 聞 に は 、 実 寸 大

の 紙 芝 居 、 大 き い 紙 芝 居 も 設 置 し て 子 育 て に も 活 用 し て い る と い

う こ と な の で 、 な び あ す の 図 書 館 の 利 用 が ま す ま す 増 え て 、 子 育

てに役立っていってほしいと思います。  

また、近年、本好きな人は自宅やカフェに書棚を設け、本好きの

人 た ち が 同 じ よ う に つ な が り 、 ま ち ラ イ ブ ラ リ ー と い う の も 話 題

に な っ て い る ニ ュ ー ス も 見 ま し た 。 読 み 終 わ っ た 本 は 積 ん で お く

で は な く 、 幅 広 く 有 効 利 用 す れ ば 図 書 文 化 は も っ と も っ と 広 が る

のではないかと思います。  

ここで、少し気になることがありますので、簡単にできる改善を

提案いたします。  

図書館自体、なびあすとの複合型施設のため、設計上のデザイン

が 統 一 さ れ て い る の で 仕 方 な い と 思 い ま す が 、 よ そ の 図 書 館 と 比

べ窓が小さく、照明も暗い感があります。  

そこで、私の提案で、現在の蛍光灯照明をＬＥＤ化すれば見違え

る ほ ど 明 る く な り 、 電 気 代 も 節 約 で き る の で は な い か と 提 案 し て

おきます。何か回答があればまたお願いします。いいですか。  

照明をＬＥＤに替えていただければありがたいという提案でござ

います。  

次に、なびあすは町の生涯教育の拠点であり、町民の憩いの場と

し て の 役 割 を 果 た し て い ま す 。 年 間 を 通 し て 、 学 校 、 各 種 活 動 団

体 の 発 表 の 場 、 そ し て 、 映 画 会 や プ ロ の ス テ ー ジ も 含 め 、 多 彩 な
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 催 し や イ ベ ン ト が 行 わ れ て い ま す 。 ま た 、 作 品 の 展 示 会 や 料 理 実

習 な ど の 多 目 的 な 施 設 と し て 活 用 さ れ 、 従 来 の 中 央 公 民 館 の 役 割

も果たしています。  

地域の公民館活動は、数年前に学校から独立して、地域の公民館

活 動 を 行 っ て い ま す が 、 な び あ す と し て 町 内 ４ つ の 地 域 公 民 館 と

の 連 携 や 指 導 等 は ど の よ う に 行 っ て い る の か を お 伺 い い た し ま す 。  

議   長  生涯学習推進課長。  

生涯学習推進課長  引き続き私のほうから回答させていただきます。  

なびあすと地区公民館の連携については、令和４年度より、同じ

方 向 性 を 持 っ て 生 涯 学 習 を 推 進 し て い け る よ う 従 来 の 社 会 教 育 委

員 会 及 び 公 民 館 運 営 審 議 会 を 統 合 し 、 生 涯 学 習 推 進 委 員 会 を 設 置

し、機能強化を図っているところであります。  

生涯学習推進委員会は年４回開催しており、公民館運営に住民の

意 思 を 反 映 さ せ 、 地 域 住 民 の た め の 公 民 館 を 実 現 さ せ る 役 割 が あ

る た め 、 各 公 民 館 が 行 う 各 種 事 業 に つ い て 審 議 し て い た だ い て お

ります。  

また、毎月、各公民館長が集まり地区公民館長連絡協議会を開催

し 、 各 公 民 館 の 事 業 実 施 状 況 確 認 や お 知 ら せ 、 町 か ら の 情 報 提 供

などを行い、情報共有に努めているところです。  

今後も各公民館と連携し、地域再発見事業や各種教室などを開催

し 、 住 民 目 線 に 立 っ た 活 動 を 続 け て い く こ と で 生 涯 学 習 の 推 進 を

図ってまいります。  

議   長  辻井議員。  

  ８番   令和４年度からなびあすの各委員会もいろいろな委員会をつくっ

て、地域の共有を行っているということであります。  

各公民館の館長さんには毎週集まっていただいて情報の共有をし

て い る と い う こ と な の で 、 こ れ か ら も い ろ い ろ な 情 報 を 集 め て 、

な び あ す が 主 導 的 な 立 場 で 公 民 館 活 動 を 行 っ て い た だ け れ ば い い

かと思います。  

そこで、いろいろな要因が重なり、町内４地区でも、従来からあ

っ た 体 育 大 会 も な く な っ て お り ま す 。 残 念 が る 高 齢 者 の 方 も た く

さ ん お り ま す 。 体 育 協 会 、 ス ポ ー ツ 協 会 と い う ふ う に 変 わ り ま し

た け ど も 、 こ の 辺 の 指 導 な ん か も お 願 い で き た ら い い と 思 い ま す 。  
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 体育大会が無理ならば、歌好きが集まって、のど自慢、カラオケ

大 会 な ど も で き ま す し 、 ま た 、 地 区 で の 文 化 的 な 発 表 会 や 作 品 展

示なども行ってはよいのではないかと考えます。  

次に、なびあすの大ホールの時計設置の要望をしたいと思います。  

なびあすのメインホールである劇場は音響に優れた設計で 、ステ

ー ジ に は イ タ リ ア の フ ァ ツ ィ オ リ 製 の グ ラ ン ド ピ ア ノ が 堂 々 と 威

風 を 放 っ て い ま す 。 日 本 で 初 め て の ホ ー ル 設 置 は 、 当 時 大 変 話 題

に な り ま し た 。 プ ロ の ス テ ー ジ で こ の ピ ア ノ を 使 う 人 は 、 必 ず 褒

め て い た だ い て お り ま す 。 観 客 席 の 椅 子 は 、 前 が 見 や す い よ う に

半 分 ず ら し た 少 し 贅 沢 な 配 置 と な っ て お り 、 設 計 者 の こ だ わ り も

うかがえます。  

そこで私は少し気がかりなことがあります。それは、このホール

に 時 計 が 見 当 た ら な い こ と で す 。 ホ ー ル の 右 側 の 壁 に は そ れ ら し

き 小 窓 も あ る の で す が 、 デ ジ タ ル の 数 字 が ど こ に も 見 当 た り ま せ

ん 。 ど の 劇 場 に 行 っ て も 、 必 ず ホ ー ル に は 時 計 が 存 在 し ま す 。 ま

た、観客にも必要なものだと考えます。  

この際、ホールに時計をぜひ復活、設置していただきたいと強く

要望しますが、御所見をお伺いいたします。  

議   長  生涯学習推進課長。  

生涯学習推進課長  引き続き私のほうから回答をさせていただきます。  

なびあすホールには、ホール前方右側に、時計ではなく休憩時間

の残り時間が表示されるものが設置されております。  

時計が設置されていない理由としましては、お客様に時間を気に

せ ず 公 演 を 楽 し ん で い た だ き た い と い う 設 計 者 の 意 図 に よ る も の

でございます。  

また、公演によっては、上映中ホール内から漏れる明かりが演出

の 妨 げ に な る 場 合 が あ り 、 演 者 側 か ら 消 灯 し て ほ し い と の 指 示 も

ございます。  

時計の設置につきましては、出演者の御意向やお客様の利便性な

ど を 踏 ま え た 必 要 性 や 最 善 策 に つ い て 検 討 し て ま い り た い と 思 い

ます。  

議   長  辻井議員。  

  ８番   今、課長のほうから、時計の設置していない状況がお伺いできま
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 した。検討もしてみるという返事もいただけましたので、ほっとし

ました。  

やはり最近のデジタル時計は性能もいいですし、つけると明る過

ぎ て 気 に な る と い う こ と も ご ざ い ま し た け ど も 、 最 近 そ の よ う な

ことはないと思いますので、よろしく御検討をお願いします。  

最後に、道の駅はまびよりの来客者に対しての 意見を提案いたし

ます。  

私も、道の駅はまびよりの集客が気になっております。役場に行

く と き も 、 わ ざ わ ざ 遠 回 り し て 駅 前 交 差 点 か ら な び あ す に 通 じ る

道 を 通 り 、 道 の 駅 の 駐 車 場 を 確 認 す る こ と が あ り ま す 。 最 近 、 大

型 ト ラ ッ ク な ど も 目 に し ま す 。 ま た 、 少 し の 買 物 を し た い と き や 、

昼 食 時 に ピ ザ と コ ー ヒ ー を 食 べ 、 こ こ に 立 ち 寄 る こ と も た ま に あ

ります。  

そこで、集客増につながるかもしれませんので、私なりに提案し

ます。  

一つ目は、館内に季節に応じたＢＧＭを流すことで雰囲気が変わ

ります。特に、国交省、国管轄の観光案内エリアには必要です。  

さきの８月には、暑さも和らげる涼しいハワイアンもいいですし、

盆 踊 り の 季 節 で も あ る の で 、 こ こ は 町 長 も 歌 詞 の よ さ を 再 認 識 し

て い る 地 元 の 五 木 ひ ろ し さ ん が 歌 う 若 狭 美 浜 音 頭 は 最 適 だ と 思 い

ま す 。 美 浜 町 の 全 地 域 の 観 光 地 と 特 産 を 網 羅 し た 歌 詞 は 、 観 光 客

に も よ い 宣 伝 に な る と 思 い ま す 。 ま た 、 こ の ゾ ー ン に は 幾 つ か の

モ ニ タ ー も あ る の で 、 映 像 と Ｂ Ｇ Ｍ は 観 光 案 内 に も 一 役 買 う こ と

になると考えます。  

また、特産品の売場面積が狭く、もっと開放感のある売場が必要

かと思います。  

そこで、屋根つきのイベント広場、美浜プラザエリアを利用して、

キ ッ チ ン カ ー や 簡 易 ワ ゴ ン な ど を 設 置 し て 、 季 節 の 特 産 品 を こ こ

で 販 売 す る と 、 買 物 客 が 伸 び 伸 び と 買 物 が で き る の で は と 思 い ま

す。  

担当課長の御意見を伺います。どうでしょうか。  

議   長  産業政策課長。  

産業政策課長  はまびよりの件に関しましては、私のほうからお答えをさせてい
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 ただきます。  

まず、道の駅管内でのＢＧＭについてですが、国交省が整備した

施 設 に は 放 送 設 備 は 整 備 さ れ て お り ま せ ん 。 そ こ で Ｂ Ｇ Ｍ を 流 す

こ と が で き て い ま せ ん と い う こ と で す し 、 町 の 整 備 し た 施 設 で は 、

運 営 事 業 者 が 道 の 駅 に ふ さ わ し い 落 ち 着 い た Ｂ Ｇ Ｍ を 現 在 流 し て

い る と こ ろ で ご ざ い ま す 。 な お 、 テ ナ ン ト に よ っ て は 、 店 舗 の 雰

囲 気 に 合 っ た Ｂ Ｇ Ｍ を 独 自 に 流 し て い る と い う ふ う に 聞 い て お り

ます。  

また、イベント広場エリア等を利用したキッチンカー等による販

売 に つ い て は 、 既 に 休 日 等 に お き ま し て 実 施 さ れ て い ま す が 、 よ

り 活 用 が 進 む よ う に 、 町 に お い て も キ ッ チ ン カ ー の 購 入 に 対 す る

補助制度を設けたところでございます。  

さらに、毎週日曜日には、道の駅の正面の軒下を活用して、これ

ま で 久 々 子 湖 の 水 神 公 園 で 実 施 し て お り ま し た 美 浜 ハ ー ト フ ル 朝

市 が 開 催 さ れ て お り ま す 。 地 元 の 新 鮮 な 野 菜 や 海 産 物 等 を 販 売 す

る と と も に 、 営 業 時 間 等 も 延 長 し た こ と に よ り 、 利 用 者 も 以 前 よ

り ２ 割 程 度 増 加 し た と 聞 い て お り 、 道 の 駅 の 集 客 や 魅 力 に も つ な

がっているというふうに考えております。  

議   長  辻井議員。  

  ８番   ただいまの答弁でよく分かりました。  

ＢＧＭについては、各売場等いろいろ工夫されておると思います

け ど も 、 や は り 国 の 施 設 に も 必 要 で は な い か と 、 広 々 と し て い ま

す け ど も 、 必 要 で は な い か と 思 い ま す 。 ま た 御 検 討 を お 願 い し ま

す。  

最後に、利用者の声を聞くのが一番だと思います。アンケート用

紙 や 意 見 箱 等 を 設 置 し て 、 来 客 者 の 生 の 意 見 や 要 望 を 聞 い て 運 営

に生かしていただきたいと思います。  

今回は様々な要望や意見をさせていただきましたが、これをもち

まして私の一般質問を終わります。  

議   長  以上で辻井議員の一般質問を終わります。  

これで本日の一般質問は終わります。  

明日９月１日は、午前１０時から引き続き一般質問を行いますの

で、よろしくお願いいたします。  
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 これにて本日は散会いたします。  

御苦労さまでございました。  

（散会宣言  午後  ２：０４）  
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 議   長  本 日 は 、 １ ３ 番  藤 本 議 員 か ら の 欠 席 届 が あ り 、 現 在 １ ３ 名 が

出席されております。  

定足数に達しておりますので、 会議は成立いたしました。  

（再開宣言  午前１０：００）  

議   長  た だ い ま よ り 、 令 和 ５ 年 第 ５ 回 美 浜 町 議 会 定 例 会 を 再 開 い た し

ます。直ちに本日の会議を開きます。  

職務執行のため、議会事務局長を出席させております。  

地方自治法第１２１条の規定により、説明のため、町長、副町長、

教育長、両統括幹、各課長、会計管理者の出席を求めました。  

これより議事に入ります。  

本日の議事日程は、お手元の日程表のとおりと定めます。  

日程第１  会議録署名議員の指名についてでありますが、会議規

則第１２５条の規定により、議長において指名いたします。  

前日に引き続き、  

 ３番  中牟田春子君  

 ９番  川畑忠之君  

の両君を指名いたします。よろしくお願いいたします。  

日程第２  一般質問を行います。  

発言者各位におかれましては、通告外の質問や質問回数など、規

定 に 反 す る 質 問 は 厳 に 慎 ん で い た だ く よ う に お 願 い を し て お き ま

す。  

それでは、順次発言を許します。  

１番、幸𠀋 佑馬議員の一般質問を許します。  

幸𠀋 議員。  

  １ 番   お は よ う ご ざ い ま す 。 幸 𠀋 佑 馬 で す 。 令 和 ５ 年 第 ５ 回 美 浜 町 議

会定例会において、通告に従い、一般質問させていただきます。  

一般質問に入る前に一言述べさせていただきます。  

美浜中学校では明日文化祭があり、明後日体育祭があります。明

日 の 文 化 祭 、 美 浜 中 学 校 と し て は 初 め て キ ッ チ ン カ ー を 呼 ぶ こ と

に な り ま し た 。 キ ッ チ ン カ ー を 呼 ぶ こ と に つ い て は 、 大 人 が イ ベ

ン ト 等 に 呼 ぶ こ と は 簡 単 で す が 、 中 学 生 が 学 校 行 事 の 中 で 呼 ぶ こ

と は 、 い ろ い ろ な こ と を 解 決 し な け れ ば い け な い た め 難 し く 、 全

国 的 に 見 て も 中 高 一 貫 教 育 校 で は 呼 ん で い る と こ ろ が あ り ま す が 、
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 中学校単独で呼んでいるところは珍しいと思います。  

今回、キッチンカーを呼ぶことになった経緯として、昨年の９月

に 美 浜 中 学 校 に 行 っ た 際 に 、 今 年 ３ 年 生 に な る 女 の 子 た ち か ら 自

分 に 、 来 年 の 文 化 祭 で キ ッ チ ン カ ー を 呼 ん で ほ し い と 言 わ れ ま し

た。  

自分は、子供たちが１８歳になるまでにたくさんの楽しい思い出

を つ く ら せ る こ と が 将 来 的 に 人 口 流 出 の 対 策 に な る と 考 え て い る

の で 、 女 の 子 た ち か ら 要 望 さ れ た と き は 興 奮 す る ぐ ら い う れ し か

っ た こ と を 今 で も 覚 え て い ま す 。 春 か ら 、 教 員 、 生 徒 、 Ｐ Ｔ Ａ 、

業 者 と 打 合 せ を 繰 り 返 し 、 明 日 、 子 供 た ち の 一 つ の 夢 が か な い ま

す。  

自分も今回がきっかけで多くの人と交流を持つことができました。

そ の き っ か け を く れ た 女 の 子 た ち に は 本 当 に 感 謝 し ま す 。 こ れ か

ら も 子 供 た ち の 夢 を 一 つ で も 多 く か な え て あ げ た い と 思 い ま す の

で 、 行 政 と し て 、 ま た 、 町 民 と し て 御 協 力 よ ろ し く お 願 い い た し

ます。  

それでは、一般質問に入ります。  

１、新型コロナウイルス感染症について。  

令和５年５月８日から５類感染症に移行されるまでの約３年間、

担 当 課 を 中 心 と し た ワ ク チ ン 接 種 な ど の コ ロ ナ 対 応 、 大 変 お 疲 れ

さまでした。  

コロナ対応をしていく中でいろいろな苦労があったと思います。

コ ロ ナ 禍 の ３ 年 間 を 振 り 返 り 、 行 政 と し て の コ ロ ナ 対 応 の 反 省 点 、

また、未来への教訓は何か伺います。  

議   長  副町長。  

副 町 長  コ ロ ナ 禍 の ３ 年 間 を 振 り 返 っ て の コ ロ ナ 対 応 の 反 省 点 、 ま た 、

教訓は何かというような御質問をいただきました。  

対策チームの取りまとめの任をさせていただいておりましたので、

私のほうからお答えをさせていただきたいと思います。  

令和２年１月に、日本初となります感染者が確認されまして、町

に お い て は 同 年 ３ 月 に 対 策 本 部 を 設 置 し 、 町 民 の 方 へ 新 型 コ ロ ナ

ウ イ ル ス に 関 す る 情 報 を 発 信 す る と と も に 、 感 染 拡 大 防 止 と 社 会

経済活動の両立に向けた取組を行ってきたところであります。  
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 令和３年１月、町が実施主体となります臨時の予防接種の開始に

向 け 、 新 型 コ ロ ナ ワ ク チ ン 接 種 対 策 チ ー ム を 立 ち 上 げ ま し て 、 町

内 医 療 機 関 を は じ め 、 多 く の 関 係 機 関 の 皆 様 の 献 身 的 な 協 力 に よ

り ま し て 、 ワ ク チ ン 接 種 を 延 べ ３ 万 ２ ， ０ ０ ０ 回 余 り 実 施 し 、 感

染予防に取り組んできたところであります。  

また、町民の皆さんから高い評価をいただきました町民へのマス

ク の 配 布 や 感 染 予 防 の 啓 発 活 動 、 公 共 施 設 へ の 非 接 触 体 温 計 の 設

置 、 ま た 、 Ｗ ｅ ｂ 環 境 の 整 備 等 、 感 染 状 況 の 変 化 に 応 じ ま し て 、

コ ロ ナ 後 も 見 据 え な が ら 各 種 対 策 を 全 庁 体 制 で 行 っ て き た と こ ろ

で ご ざ い ま す 。 そ の 結 果 、 町 民 の 皆 様 の 理 解 と 協 力 に よ り ま し て 、

町 内 で の ク ラ ス タ ー の 発 生 が 最 小 限 に と ど ま る な ど 感 染 爆 発 に 至

らず、効果的な感染予防対策を行えたと考えております。  

しかしながら、高齢者のワクチン接種予防時の混乱であったり、

若 年 層 に よ る 接 種 率 の 伸 び 悩 み な ど の 状 況 も あ り ま し て 、 幅 広 い

世 代 に 対 す る 情 報 発 信 の 在 り 方 が 課 題 と な っ た ほ か 、 小 児 科 医 師

不 在 の た め 、 小 児 接 種 を 他 市 町 に 頼 ら ざ る を 得 な い 状 況 な ど 、 医

療 提 供 体 制 の 脆 弱 さ が 浮 き 彫 り に な っ た か な と い う ふ う に 感 じ て

いるところであります。  

今後、新たな感染症に備えるため、これらの課題解決のための取

組 の 強 化 と と も に 、 こ れ ま で に 得 ら れ ま し た 知 見 や 経 験 を 生 か し

ま し て 、 感 染 対 策 に 有 効 で あ っ た 体 制 や 仕 組 み を 継 続 し 、 平 時 か

ら 感 染 症 蔓 延 時 を 見 据 え な が ら 、 県 や 医 師 会 等 の 関 係 機 関 と 連 携

を 深 め て 、 町 民 に 対 し て は 感 染 防 止 対 策 の 正 確 な 情 報 発 信 を し て

まいりたいというふうに考えているところでございます。  

以上です。  

議   長  幸𠀋 議員。  

  １番   今回によって課題が見つかったということは、今後の美浜町を運

営していく中でとてもよかったかなと思いますし、先ほど副町長か

ら話もありましたとおり、今後を見据えて万全な体制を構築してい

くということだったので、よろしくお願いしたいと思います。  

次ですが、学校教育におけるコロナ禍での対応をどう評価してい

る の か 、 ま た 、 行 政 と 学 校 で 対 応 の 仕 方 に つ い て 考 え 方 に 違 い は

なかったのか伺います。  
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 議   長  教育総務課長。  

教育総務課長  では、この御質問に関しましては私のほうからお答えをいたしま

す。  

町では、新型コロナウイルス感染症の影響を踏まえた学校教育活

動 に つ き ま し て は 、 学 校 、 家 庭 、 地 域 が 連 携 を し な が ら 、 あ ら ゆ

る 手 段 を 用 い て 児 童 生 徒 を 誰 一 人 取 り 残 す こ と な く 、 最 大 限 に 学

び を 保 障 す る と い う 観 点 に よ り 対 応 を し て ま い り ま し た 。 こ の 観

点 を 踏 ま え て 、 小 中 学 校 で は 業 務 運 営 上 、 感 染 予 防 対 策 と し ま し

て 、 児 童 生 徒 、 教 員 の 健 康 を 守 る た め の マ ニ ュ ア ル の 作 成 を は じ

め 、 施 設 内 消 毒 、 健 康 管 理 の 徹 底 や 新 し い 生 活 様 式 の 啓 発 等 に つ

いて、積極的に情報の発信と共有に努めて まいりました。  

また、校内で感染拡大が確認された場合の対応としましては、県

か ら の 指 針 に 基 づ き 、 各 小 中 学 校 の 意 見 等 を 尊 重 し な が ら 、 学 年

閉鎖や臨時休校等の措置を講じてきたところでございます。  

そのような中にあっても、児童生徒の学びを止めない取組といた

し ま し て 、 小 中 学 校 に 学 習 用 タ ブ レ ッ ト 端 末 を 整 備 し 、 オ ン ラ イ

ン 授 業 等 を 行 っ て き ま し た こ と は 評 価 に 値 す る も の 考 え て お り ま

す。  

さらに、学校の要望により３密に配慮したスクールバスの増便等

を は じ め 、 国 、 県 か ら の 交 付 金 を 活 用 し た 小 学 校 で の 換 気 扇 設 置

や サ ー マ ル カ メ ラ 、 非 接 触 型 体 温 計 等 の 備 品 、 そ し て 消 耗 品 の 購

入にも迅速に対応してまいりました。  

町内小中学校からも、コロナ禍でのこれまでの行政対応につきま

し て は 、 常 に 学 校 に 寄 り 添 っ た 対 応 だ っ た と の 評 価 を い た だ い て

おります。  

行政による対応と学校での対応の考え方に違いはなく、しっかり

連携しながら対応に当たってきたと捉えております。  

以上でございます。  

議   長  幸𠀋 議員。  

  １番   今後も行政と学校が連携をしっかり取ることと、現場の声をしっ

かり尊重することを忘れずにしっかりやってもらって、子供たちに

悪い影響が出ないようにだけしてもらいたいと思います。  

次ですが、コロナ禍の影響を受けた中小企業の実態は把握してい
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 る の か 、 ま た 、 影 響 を 受 け た 企 業 に 対 し て 、 今 後 支 援 を 行 う の か

伺います。  

議   長  産業政策課長。  

産業政策課長  この質問に関しましては、私のほうでお答えをさせていただきま

す。  

新型コロナウイルス感染症拡大による 町内企業への影響につきま

し て は 、 当 初 は 特 に 宿 泊 ・ 飲 食 業 の 売 上 げ の 減 少 に 始 ま り ま し て 、

さ ら に は 資 材 高 騰 に よ る 建 設 業 関 連 の 資 金 繰 り が 厳 し い と い う 状

況 で あ っ た と 思 わ れ ま す 。 そ う い っ た こ と か ら 、 こ れ ま で 売 上 げ

の 確 保 や 資 金 調 達 に 関 す る 支 援 を 重 点 に 、 県 と 共 に 支 援 を 実 施 し

てきたところでございます。  

現在ではコロナも収まりつつある中で、特に厳しい状況であった

宿泊 業 に おき ま し ては 、 コ ロナ 前 の 令和 元 年 の宿 泊 者 数４ 万 １ ,３

５６ 人 に 対し ま し て、 令 和 ４年 度 は ５万 ８ ,２ ４ ６人 と 増加 し て お

り ま し て 、 お 泊 り キ ャ ン ペ ー ン に よ る 効 果 が 出 て い る と 考 え て お

り ま す 。 し か し な が ら 、 観 光 全 体 の 入 り 込 み 数 に つ い て は 戻 り つ

つ あ る も の の 、 コ ロ ナ 前 に は 達 し て い な い と い う 状 況 で ご ざ い ま

す。  

しかし、コロナ禍においても北陸新幹線敦賀開業に向けて、民宿

や 店 舗 の リ ニ ュ ー ア ル と い っ た 今 後 を 見 据 え 、 努 力 を さ れ て い る

事 業 所 も ご ざ い ま す 。 観 光 誘 客 を 強 力 に 展 開 す る こ と で 、 周 遊 滞

在 型 の 観 光 を 強 力 に 進 め て い け る よ う 鋭 意 取 り 組 ん で い る と こ ろ

でございます。  

その他の業種に関しましては、ガソリン代や資材高騰の影響はあ

る も の の 、 仕 事 が 増 え 忙 し く な っ て き て お り 、 そ の た め 人 員 確 保

に 苦 慮 し て い る と の 意 見 も あ っ た と 商 工 会 の ほ う か ら も 聞 い て ご

ざいます。  

今後は、これまでと同様、商工会、金融機関、行政で構成する美

浜 町 金 融 連 絡 会 議 を 中 心 に 、 関 係 者 の 声 や 実 態 の 把 握 に 努 め 、 必

要な支援を検討していきたいというふうに考えて おります。  

議   長  幸𠀋 議員。  

  １番   今後も国や県からの支援はあると思うんですけど、支援の内容が

実態に合っていないときもあるかと思います。そういうときこそ町
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 独自の支援なんかも検討してもらいたいと思いますし、先ほど課長

からもお話がありましたけど、職種によっては人材不足がすごく深

刻な状況になっていると思いますので、そこら辺の支援のほうも検

討してもらいたいと思いますので 、よろしくお願いします。  

次、２番目、少子化対策について。  

少子化問題について、内閣府は少子化社会対策大綱において、 １

つ 目 、 子 育 て 支 援 施 策 を 一 層 充 実 、 ２ つ 目 、 若 い 年 齢 で の 結 婚 、

出 産 の 希 望 の 実 現 、 ３ つ 目 、 多 子 世 帯 へ 一 層 の 配 慮 、 ４ つ 目 、 男

女 の 働 き 方 改 革 、 ５ つ 目 、 地 域 の 実 情 に 即 し た 取 組 強 化 の ５ つ の

重 点 課 題 を 設 定 し て い る が 、 本 町 の 現 状 に お け る 最 大 の 課 題 は 何

か、お伺いします。  

議   長  町長。  

町   長  ただいま少子化問題に係る本町の現状における課題ということで

お尋ねをいただいたところでございます。  

少子化は我が国が直面する最大の危機であるとして、国は本年４

月 に こ ど も 家 庭 庁 を 設 置 し 、 ６ 月 に は こ ど も 未 来 戦 略 方 針 を 示 す

な ど 、 ２ ０ ３ ０ 年 ま で が 日 本 の ラ ス ト チ ャ ン ス と 位 置 づ け 、 総 力

を 挙 げ て 少 子 化 対 策 に 取 り 組 む 姿 勢 を 明 確 に し た と こ ろ で ご ざ い

ます。  

本町にとりまして将来を担う子供たちは町の 宝からでありまして、

少 子 化 対 策 は 喫 緊 の 課 題 で ご ざ い ま す 。 し か し な が ら 、 一 つ の 行

政 体 だ け で 解 決 で き な い 一 面 も ご ざ い ま し て 、 国 や 県 と の 連 携 の

下 に 町 の 現 状 や 課 題 を し っ か り と 分 析 し 、 見 極 め な が ら 、 全 て の

子 供 と 子 育 て 世 帯 が 安 心 、 快 適 に 暮 ら す こ と が で き る よ う に 、 き

め 細 や か な 子 ど も ・ 子 育 て の 支 援 の 充 実 な ど 、 少 子 化 対 策 を 進 め

ていきたいというふうに考えてございます。  

少子化問題につきましては、これは様々な要因が考えられますけ

ど も 、 国 家 レ ベ ル で は 未 婚 化 、 晩 婚 化 が 進 ん で い る こ と 、 本 町 で

は 、 こ う し た 状 況 に 加 え 、 人 口 動 態 分 析 に よ り ま し て 、 若 者 世 代

の 流 出 が 進 ん で い る こ と な ど が 大 き な 課 題 で あ る と 捉 え て い る と

ころでございます。  

以上です。  

議   長  幸𠀋 議員。  
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   １番   国が児童手当などの経済支援の強化、学童保育や病児保育、産後

ケアなどの支援拡充、働き方改革の推進等の異次元の少子化対策を

掲げているが、今後、本町として独自に取り組む異次元の少子化対

策はあるのか、お伺いします。  

議   長  こども政策統括幹。  

こども政策統括幹  それでは、私のほうから回答させていただきます。  

これから町では、本年秋に公表されます国の こども大綱及び県の

こ ど も 計 画 を 勘 案 し た こ ど も 計 画 を 策 定 す る こ と に な っ て ご ざ い

ま す 。 こ の こ ど も 計 画 と は 、 町 の 子 供 に 関 す る 最 上 位 の 計 画 と な

ります。  

また、現在は第２期子ども・子育て支援事業計画に基づき、町の

子 ど も ・ 子 育 て 支 援 を 進 め て お り ま す が 、 来 年 度 か ら 令 和 ７ 年 度

を 始 期 と す る 第 ３ 期 の 子 ど も ・ 子 育 て 支 援 事 業 計 画 の 策 定 に 入 り

たいと考えてございます。  

これらの計画策定に当たりましては、町の子供の意見や子育て世

代 の ニ ー ズ を し っ か り 捉 え る 必 要 が あ り ま す の で 、 こ ど も 未 来 課

を 中 心 に 、 関 係 各 課 の 連 携 の 下 に 子 育 て 関 係 者 と の 意 見 交 換 な ど

を 通 じ ま し て 、 課 題 の 整 理 を 今 現 在 進 め て い る と こ ろ で ご ざ い ま

す。  

町として少子化対策や子育て支援 に取り組むには、国や県との密

な 連 携 の 下 に 、 こ れ ま で 以 上 に 推 進 し て い く こ と が 重 要 で あ る と

考 え て ご ざ い ま す 。 そ の た め に も 、 子 ど も ・ 子 育 て 世 代 や 地 域 の

子 育 て 関 係 者 、 専 門 家 と 共 に し っ か り 議 論 を し て 、 本 町 の 実 情 や

課 題 に 応 じ た 少 子 化 対 策 及 び 子 ど も ・ 子 育 て 支 援 策 を 検 討 し て ま

いりたいと考えております。  

議   長  幸𠀋 議員。  

  １番   来年できるというその３次の計画に期待したいところではありま

すが、町民の声を数多くの人からしっかり吸い取って計画をするよ

うにだけよろしくお願いします。  

次に、子育て支援に関わる施策について、所得制限を撤廃する考

えはないのか伺います。  

議   長  こども政策統括幹。  

こども政策統括幹  続きまして、私のほうから回答させていただきます。  
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 御存じのように、国の掲げるこども未来戦略方針の中では、児童

手当の所得制限の撤廃が示されております。  

子育て支援につきましては、その 施策の性質上、国や都道府県単

位 で 実 施 す る こ と で 効 果 が 期 待 さ れ る 事 業 と 、 地 域 性 を 踏 ま え 、

市町独自の裁量で実施している事業がございます。  

具体的には、妊娠期から出産、子育て期間にわたる支援といたし

ま し て は 保 育 サ ー ビ ス 、 ま た 、 放 課 後 児 童 ク ラ ブ 、 お 子 さ ん の 一

時 預 か り 、 家 事 支 援 、 療 育 支 援 な ど 、 お 子 さ ん や 御 家 庭 の 個 々 の

状 況 に 応 じ た 支 援 と 、 児 童 手 当 や 出 産 ・ 子 育 て 応 援 給 付 金 の よ う

な 手 当 、 応 援 金 、 そ し て 医 療 費 や 予 防 接 種 、 通 学 費 等 へ の 助 成 と

いった経済的支援がございます。  

このうち、所得によって今現在制限しているものは、児童手当の

ほ か 、 在 宅 育 児 応 援 手 当 、 ま た 、 児 童 扶 養 手 当 と い っ た 国 や 県 の

経 済 的 支 援 が 中 心 で ご ざ い ま す 。 町 独 自 の 子 育 て 支 援 事 業 に つ き

ま し て は 、 所 得 に よ る 給 付 制 限 を 行 っ て い な い と い う の が 現 状 で

ございます。  

ただ、御指摘のあった所得整理の撤廃といいますのは、一律に全

て 行 う も の で は な く 、 そ の 制 度 、 子 育 て 支 援 の そ れ ぞ れ の 趣 旨 や

目 的 、 社 会 的 な 必 要 性 や 、 ま た 、 持 続 可 能 な 財 政 運 営 等 を 照 ら し

て、総合的に検討すべき課題かなと考えております。  

議   長  幸𠀋 議員。  

  １番   本日の福井新聞に、県のほうで来年度以降、高校の授業料の無償

化とか保育料の無償化という記事がありました。この質問に追い風

が吹いてくれたらなと思っていますし、今後もし美浜独自の何か支

援策をするときに、今総合的に考えるという発言がありました。ご

もっともやと思いますので、そこら辺しっかり検討をお願いしたい

と思います。  

次ですが、共働き世帯が増加傾向にある中で、育児休暇が取得し

や す い 職 場 環 境 づ く り に 向 け て 、 町 内 の 民 間 企 業 に ど の よ う に 働

きかけていくのか伺います。  

議   長  こども政策統括幹。  

こども政策統括幹  私のほうからまた回答させていただきます。  

共働き世帯の増加に加え核家族化が進む中で、仕事と育児を両立
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 で き る 環 境 づ く り の た め に は 、 男 性 の 育 児 参 加 を 促 進 す る と と も

に、育児休業の取得を促す必要があると考えてございます。  

男性の育児休業取得に当たっては、現状、育休を取得しづらい職

場 の 雰 囲 気 、 ま た 、 職 場 の 無 理 解 と い う 声 が 上 が っ て お り ま す 。

制 度 が あ っ て も 利 用 し づ ら い 職 場 環 境 が 課 題 だ と 認 識 を し て ご ざ

います。  

そうした中、県は本年７月末に、男性労働者が通算１５日以上の

育 児 休 業 を 取 得 し た 場 合 、 代 替 人 員 の 確 保 等 の 所 定 の 取 組 を 実 施

し た 県 内 の 企 業 に 対 し て で す が 、 最 大 ６ ０ ２ 万 円 を 支 給 す る と い

う 全 国 で 最 も 手 厚 い 奨 励 金 制 度 を 創 設 い た し て お り ま す 。 男 性 育

休 の 取 得 促 進 は 仕 事 と 育 児 の 両 立 支 援 に お い て 重 要 で あ り 、 子 育

て 世 代 か ら の ニ ー ズ が 高 い と し て 、 こ ど も 未 来 戦 略 方 針 に も 明 確

に打ち出しをされております。  

町としましては、率先して町職員に対し積極的な男性育休の取得

を 促 し 、 そ の 環 境 整 備 に 努 め る 中 で 、 町 内 の 民 間 企 業 に 対 す る 啓

発や理解促進を進めてまいりたいと考えております。  

議   長  幸𠀋 議員。  

  １番   次にですが、独身者の結婚、出産に向けた意欲を高める取組が必

要と考えるが、今後どのように取り組んでいくのか 伺います。  

議   長  こども政策統括幹。  

こども政策統括幹  今ほどの御質問でございますけども、第２期の美浜創生総合戦略

でございますけれども、結婚支援としての新たな出会いの場の創出

や、中学生や成人式を迎える時期に結婚や出産等を含めた人生設計

を考える機会の提供を今現在しております。そういったライフデザ

イン支援をすることを今現在は行ってございます。  

また、具体的には結婚に向けた取組として、婚活イベントやライ

フ プ ラ ン セ ミ ナ ー の 開 催 、 ま た 、 県 が 運 営 し ま す Ａ Ｉ マ ッ チ ン グ

シ ス テ ム へ の 登 録 料 の 補 助 、 新 婚 世 帯 へ の 結 婚 支 援 金 の 給 付 等 を

現在実施しているところでございます。  

一方、これまで、安心して出産、子育てできる環境づくりこそ が

子 供 を 持 つ こ と の 後 押 し に つ な が る も の と 考 え ま し て 、 き め 細 や

か な 子 育 て 支 援 の 実 現 と 、 子 育 て を 地 域 み ん な で 支 え 合 う 健 や か

でぬくもりのある地域づくりを進めておるところでございます。  
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 今後、国のこども未来戦略方針や、これに基づく国や県の計画を

踏 ま え ま し て 、 町 と し て 取 り 組 む べ き 課 題 等 を 整 理 す る 中 で 、 独

自の支援策を検討していきたいと考えております。  

今後も引き続き、希望する結婚をかなえるための支援や、安心し

て 出 産 、 子 育 て が で き る 環 境 の 充 実 に 努 め て ま い り た い と 考 え て

おります。  

議   長  幸𠀋 議員。  

  １番   今、答弁の中に健やかな地域づくりという言葉があったんですけ

ども、具体的にはどういうことをされて いるか、教えてください。  

議   長  こども政策統括幹。  

こども政策統括幹  今申し上げました子育てを地域みんなで支え合うということがキ

ーワードかなと思うのですが、例えば一例を申し上げますと、母子

保健推進員さんであるとか在宅育児支援員さんですか、そういった

方、町内で十四、五名の方にお願いしておりますが、そういった方

が小さいお子さんをお抱えになっている家庭を訪問されて、心配事

であるとか、そういった活動をされております。  

そういった小さい活動でございますけれども、そういった積み重

ね が こ う い っ た 健 や か で ぬ く も り の あ る 地 域 づ く り に つ な が っ て

いると考えてございます。  

議   長  幸𠀋 議員。  

  １番   今言われましたとおり、小さな活動がこういう小さな町の中です

ごく大事やと思いますので、今後も継続してするようによろしくお

願いします。  

次、３つ目、空き家対策についてです。  

年々増加する空き家の現状における最大の課題は何か、お伺いし

ます。  

議   長  町長。  

町   長  本 町 に お け ま す 空 き 家 の 現 状 に お け る 最 大 の 課 題 に つ い て お 尋

ねをいただいたところでございます。  

昨年度実施をいたしました空き家実態調査によりますと、本町の

空 き 家 は 調 査 を 開 始 し た 平 成 ２ ９ 年 度 か ら 増 加 傾 向 が 続 い て お り

ま し て 、 こ の ５ 年 間 に 約 １ 割 増 え ま し て 、 現 在 ３ ２ ２ 戸 と な っ て

い る と こ ろ で ご ざ い ま す 。 そ の う ち 特 定 空 き 家 や 準 特 定 空 き 家 な
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 ど 居 住 困 難 な 空 き 家 が ５ １ 戸 あ り ま す が 、 町 内 至 る と こ ろ で そ の

予 備 軍 も 増 え 続 け て お り ま し て 、 そ の 多 く が 適 正 な 管 理 が 行 わ れ

ず 、 長 年 に わ た り 放 置 さ れ て き た こ と が 原 因 と 考 え て い る と こ ろ

でございます。  

一方、居住可能な空き家も一定数あるものと考えておりますけど

も 、 町 の 空 き 家 バ ン ク に 登 載 さ れ る な ど 、 所 有 者 が 積 極 的 に 売 却 、

ま た は 賃 貸 借 を 希 望 さ れ る 空 き 家 は ２ ０ 戸 程 度 と な っ て い る と こ

ろでございます。  

このような状況から、所有者の経済的な理由で空き家の解体が進

ま な い こ と 、 ま た 、 ふ る さ と 意 識 や 当 事 者 意 識 が 低 下 し 、 適 正 な

管 理 に 係 る 認 識 が 不 足 し 始 め て い る こ と 、 そ し て 、 空 き 家 の 売 却

や 賃 貸 借 へ の 理 解 が 進 ま な い こ と な ど が 本 町 の 空 き 家 問 題 に 係 る

課 題 と 捉 え て お り ま し て 、 こ の 課 題 を 解 決 す る た め の 主 要 な 施 策

を現在進めているところでございます。  

議   長  幸𠀋 議員。  

  １番   よく分かりました。  

次に、空き家が発生する背景と経緯を把握することが問題解決に

つながると考えるが、本町の認識はどうか伺います。  

議   長  土木建築課長。  

土木建築課長  この件に関しまして、私のほうから御回答させていただきます。  

近年の少子高齢化や人口減少、核家族化などにより、本町におい

ても 高 齢 者の 世 帯 が 令 和 ５ 年７ 月 時 点で 約 １ ,２ ００ 世 帯と 、 年 々

増 加 す る よ う な 傾 向 に ご ざ い ま す 。 将 来 的 に も 空 き 家 の 増 加 は 避

けられない状況と考えておるところでございます。  

空き家は個人の財産であり、本来は所有者が適正に管理するべき

も の で ご ざ い ま す が 、 長 年 放 置 さ れ た 老 朽 空 き 家 の 危 険 性 や 周 囲

に 及 ぼ す 悪 影 響 を 認 識 さ れ て い な い 所 有 者 が 多 く 見 受 け ら れ 、 特

に 県 外 な ど 遠 方 に い る 所 有 者 に 窮 状 を 御 理 解 い た だ き 、 意 識 を 変

えることが必要であるというふうに考えております。  

町はこの空き家問題を重く捉えておりまして、これまでに空き家

の 解 体 に お け る 支 援 事 業 の 拡 充 、 ま た 、 県 内 で 先 ん じ て Ｎ Ｐ Ｏ 団

体 な ど と 連 携 を 行 う な ど 、 空 き 家 等 の 利 活 用 を 含 め 、 総 合 的 な 対

策を推進しているところでございます。  
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 今後、所有者に対しまして、空き家の問題をさらに認識していた

だ く た め に も 、 集 落 へ の 支 援 や 連 携 を よ り 強 化 し 、 集 落 全 体 の 課

題 と 捉 え て い た だ く 中 で 、 親 戚 や 知 人 を 介 し て 働 き か け を 行 う な

どの取組も進めているところで あります。  

議   長  幸𠀋 議員。  

  １番   個人的にですけど、空き家になってからでは解決するのがすごく

大変やと思いますので、空き家になる一歩前の段階で、人的な問題

とかもあってなかなかそこの対応までいくのは担当課では難しいか

もしれませんけど、そこら辺もできるような体制づくりをしていく

と解決につながっていくのかなと思いますので、検討のほうをよろ

しくお願いします。  

次にですが、令和４年度の国交省の資料によれば、福井県の空き

家 率 は 全 国 平 均 ５ .６ ％ に 比 べ ７ .３ ％ と 高 い 。 空 き 家 問 題 は 遅 ら

せ れ ば 遅 ら せ る ほ ど 解 決 す る こ と が 難 し く な る と 考 え る が 、 空 き

家 対 策 に 特 化 し た 課 を 新 設 し 、 本 気 で 解 決 す る 考 え は な い の か 伺

います。  

議   長  土木建築課長。  

土木建築課長  こちらも私のほうから御回答させていただきます。  

町としては、空き家問題を解決するため庁内横断的な取組を強化

す る こ と に よ り 、 こ れ ま で か ら 対 応 を 行 っ て き ま し た が 、 地 元 集

落との連携も必要であると考えております。  

そのため、官民連携により、地元区長をはじめ役員の皆様方、ま

た 、 親 戚 、 支 援 者 な ど 関 係 者 の 皆 様 方 の 御 協 力 を い た だ き な が ら

空 き 家 問 題 の 解 決 に 取 組 を 進 め て い き た い と い う ふ う に 考 え て お

り 、 こ の よ う な 取 組 が 効 果 的 で あ る と 考 え る こ と か ら 、 当 面 は 地

元 区 と 協 力 、 連 携 に よ る 空 き 家 対 策 に 取 り 組 ん で ま い り た い と い

うふうに考えております。  

議   長  幸𠀋 議員。  

  １番   今の回答ですと、新しく課を新設することは今のところ考えてい

ないということでよろしいですかね。  

いろいろ資料を見ると、約６割以上の自治体がマンパワー不足で、

ま た 、 ６ 割 近 く の 自 治 体 が 専 門 的 知 識 の 人 が い な い と い う こ と が

課 題 に 挙 げ ら れ て い ま す 。 そ こ ら 辺 、 今 後 、 遅 く な っ て か ら で は
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 遅 い の で 、 先 々 を 見 て も ら っ て 、 課 が 必 要 で あ れ ば 新 設 を し っ か

り検討してもらいたいと、よろしくお願いします。  

４つ目ですが、次、空き家の解体を推進させるために、令和５年

７ 月 １ 日 か ら 、 特 定 空 き 家 の 解 体 に 対 し て 上 限 額 を ５ ０ 万 か ら １

０ ０ 万 円 に 、 ま た 、 倉 庫 、 蔵 等 に 対 し て も 補 助 の 対 象 に な っ た が 、

補 助 金 の 申 請 者 数 が 少 な く 、 さ ら に 町 民 か ら 増 額 を 望 む 声 が 大 き

い場合、補助額の増額を検討すべきではないか伺います。  

議   長  土木建築課長。  

土木建築課長  こちらも御回答をさせていただきます。  

老朽化し、危険な状態にある空き家につきましては、これまでか

ら 、 解 体 撤 去 に 要 す る 費 用 の 一 部 を 補 助 す る こ と で 令 和 ４ 年 度 末

ま で に １ ４ 軒 の 解 体 が 実 施 さ れ る な ど 、 老 朽 危 険 空 き 家 の 解 消 に

取り組んでまいりました。  

本年７月には、令和７年度末までの特例措置といたしまして、補

助 限 度 額 の 増 額 及 び 倉 庫 、 蔵 等 を 新 た に 補 助 対 象 に す る な ど 、 支

援の強化を図ってきております。  

また、町広報誌への掲載、区長に対 し区民への周知をお願いする

など、広く町民に啓発をしているところでもございます。  

制度拡充により、現在問合せのほうも増加をしてきておるところ

で ご ざ い ま し て 、 今 後 も 集 落 と 共 に 取 組 を 強 力 に 展 開 し て い き た

いというふうに考えております。  

議   長  幸𠀋 議員。  

  １番   次の質問です。  

空き家対策、ボートの普及、定住促進等の観点から、利用者数は

少 な い か も し れ な い が 、 空 き 家 を 町 が 借 り 上 げ 、 全 国 の ボ ー ト を

し た い 中 高 生 が い る 家 族 に 貸 出 し を し て み て は ど う か と 考 え ま す

が、その点について、町としてどう思われますか。  

議   長  まちづくり推進課長。  

まちづくり推進課長  ただいまの御質問につきまして、私のほうからお答えさせていた

だきます。  

ボート競技をはじめ、スポーツ留学等を目的とした高校生が 、単

身 に よ り 学 生 寮 に 入 寮 す る ケ ー ス は ご ざ い ま す が 、 近 年 で は 、 ボ

ー ト 競 技 を き っ か け に 御 家 族 で の 移 住 を 希 望 さ れ 、 町 の 空 き 家 制
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 度を活用しながら移住されたケースもございます。  

町といたしましては、今後も引き続きボートの町としてボート競

技 の 魅 力 を 広 く 伝 え て い く と と も に 、 御 家 族 で 美 浜 町 へ の 移 住 を

希 望 さ れ る 場 合 に つ き ま し て は 、 美 浜 町 空 家 情 報 バ ン ク を 介 し て

物 件 情 報 を 提 供 す る な ど 、 ス ム ー ズ な 移 住 が で き る よ う Ｎ Ｐ Ｏ 法

人 ふ る さ と 福 井 サ ポ ー ト セ ン タ ー な ど と も 連 携 し な が ら 、 し っ か

りとサポートに努めていきたいということで考えております。  

議   長  幸𠀋 議員。  

  １番   そういう問合せがあるのを待つ のではなくて、こちらからホーム

ページ等で周知して、しっかりそういう人らを少しでも呼べるよう

によろしくお願いします。  

次の質問です。通学路についてです。  

道の駅オープン等に伴い観光客が増加し、交通量が増加したと考

え る が 、 危 険 箇 所 の 把 握 や 調 査 、 見 直 し な ど は 随 時 行 っ て い る の

か伺います。  

議   長  教育総務課長。  

教育総務課長  では、通学路につきまして、私からお答えをいたします。  

町では毎年、各小中学校に対して通学路の危険箇所についての実

態 調 査 を 行 っ て お り ま す が 、 そ の 上 で 、 国 、 県 、 町 の 各 道 路 管 理

者 で あ り ま す と か 、 敦 賀 警 察 署 、 学 校 代 表 者 、 Ｐ Ｔ Ａ 代 表 者 等 で

構 成 を い た し ま す 美 浜 町 通 学 路 交 通 安 全 推 進 会 議 と い っ た も の を

開催し、実際に現地を確認する合同点検を実施しておりま す。  

推進会議の委員それぞれのお立場からの知見でありますとか 御意

見 を い た だ き な が ら 必 要 な 対 策 を 講 じ て お り 、 箇 所 に よ っ て は ハ

ー ド 整 備 で あ っ た り 、 児 童 生 徒 に 対 す る 交 通 安 全 指 導 の 徹 底 な ど 、

町 と し ま し て も 通 学 路 の 安 全 確 保 に 取 り 組 ん で い る 状 況 で ご ざ い

ます。  

さらに、安全対策を講じた後も、現地を事後調査し講じた対策が

効 果 的 で あ っ た の か を 検 証 す る な ど 、 通 学 路 の 安 全 確 保 の た め の

Ｐ Ｄ Ｃ Ａ サ イ ク ル に よ り 、 対 策 の 見 直 し や 通 学 路 の 安 全 性 の 向 上

に取り組んでおります。  

また、新たに整備をされました道の駅はまびよりにつきましては、

計 画 段 階 か ら 交 通 量 の 増 加 が 予 測 さ れ て お り ま し た の で 、 昨 年 度
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 の 工 事 期 間 中 か ら 合 同 点 検 を 実 施 し 、 工 事 関 係 機 関 と 連 携 を し な

がら、通学路の安全確保に向け、協議をしてまいりました。  

今年度は去る８月１８日に推進会議を行い、整備後の道の駅周辺

等 の 合 同 点 検 を 実 施 し 、 現 在 の 通 学 状 況 を 踏 ま え て 、 新 た な 改 善

箇 所 と 安 全 性 の 向 上 に つ い て 現 在 、 関 係 機 関 と 調 整 を し て い る 状

況でございます。  

町といたしましても、引き続き町内の通学路につきまして、関係

機 関 と 一 層 の 連 携 と 安 全 確 保 に 努 め て ま い り た い と い う ふ う に 考

えております。  

以上でございます。  

議   長  幸𠀋 議員。  

  １番   危険箇所について、大人の目線と子供の目線では危険と思うとこ

ろが違ってくると思いますが、今会議の構成メンバーを聞くと大人

の人たちばっかりやと、これはもう当たり前のことかもしれません

が、そこら辺の、子供からの声を拾っているのか伺います。  

議   長  教育総務課長。  

教育総務課長  議員のおっしゃるとおり、確かに通学路の安全というのは当然子

供の目線というのがまず第一かというふうに思います。  

会議の中に学校の代表者、ＰＴＡの代表者の方 にお入りいただい

て お り ま し て 、 当 然 そ の 方 々 は 、 学 校 の 先 生 方 は 当 然 子 供 の 目 線

で 見 て い た だ い て い る も の と 考 え て お り ま す が 、 町 と し ま し て も

そ の 点 十 分 に 配 慮 し な が ら 、 来 年 度 以 降 も 取 り 組 ん で ま い り た い

と思っております。  

議   長  幸𠀋 議員。  

  １番   たまにニュースとかを見ていると、他市町では通学路で事故が起

きた後に、住民さんの人が何年も前から危険を行政に伝えていたと

いうようなニュースを見ることがありますが、そのようなことが美

浜町ではないように、今後も厳しい目で調査して、処置が必要な箇

所については速やかに処置するようにお願いします。  

最後、５つ目、子どもの遊び場整備事業について。  

日本海側は太平洋側に比べると天候が悪い日が多く、また、この

夏 の よ う に 連 日 猛 暑 日 が 続 く と 熱 中 症 等 が 気 に な り 、 外 で 遊 べ な

い 日 が 多 い こ と か ら 、 屋 内 型 の 遊 び 場 の 早 期 の 完 成 を 期 待 す る 町



 

－80－ 

 民が多い。  

今年度に整備する場所が決まる予定になっている が、整備する場

所 は 決 定 し た の か 、 決 ま っ て い な い の で あ れ ば 、 現 在 の 候 補 地 は

どこか伺います。  

議   長  こども政策統括幹。  

こども政策統括幹  今ほどの質問でございますが、私のほうから回答させていただき

ます。  

現在、整備に向けた役場内の推進体制として、関係課長から なる

子 育 て 政 策 会 議 並 び に 子 育 て 世 代 の 職 員 を 中 心 と し た 子 ど も の 遊

び 場 ワ ー キ ン グ チ ー ム を 設 け 、 検 討 を 進 め て い る と こ ろ で ご ざ い

ます。  

今後は、役場内の横断的な連携の 下に、子ども・子育て世代や地

域 の 子 育 て 関 係 者 、 ま た 、 専 門 家 の 方 を 交 え た 検 討 委 員 会 を 立 ち

上 げ 、 そ の 中 で 具 体 的 な 場 所 や 施 設 の 規 模 、 運 営 の 在 り 方 等 に つ

いて検討していきたいと考えております。  

議   長  幸𠀋 議員。  

  １番   場所については専門家の人とかの声はあんまり拾わずに 、しっか

り町民の人の声を重視してもらって場所の選定をするようにだけよ

ろしくお願いしたいと思います。  

次に、どのようなものを整備するのか。小浜市、坂井市、大野市

等 が 整 備 計 画 を 発 表 し て い る が 、 他 市 町 と 同 じ よ う な も の を 整 備

することはないのか伺います。  

議   長  こども政策統括幹。  

こども政策統括幹  遊びとは子供の創造性や自発性等を育むものであり、年齢 や発達、

障害の有無といった子供の個性や多様性といった観点から遊び場整

備を検討する必要があると考えております。  

子供たちが夢ある未来に向かって 、すくすく伸び伸び元気に育つ

環 境 づ く り の 観 点 か ら 、 本 町 の 子 供 や 子 育 て 世 代 の ニ ー ズ を 踏 ま

え 、 魅 力 あ る 場 の 創 出 を 目 指 し て 協 議 を 進 め て い き た い と 考 え て

おります。  

議   長  幸𠀋 議員。  

  １番   個人的に県内のほかの市町と一緒なものをつくってほしくないと

いう気持ちがとても強いんですが、そこら辺の意識についてはどの
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 ように考えているか伺います。  

議   長  こども政策統括幹。  

こども政策統括幹  今申し上げましたとおり、子供の意見とか子育て世代のニーズを

踏まえて、また、検討委員会での御意見等々を踏まえながら進めて

いきたいと考えてございます。  

その結果、他市町にあるような施設も一部あるかもしれませんけ

ど 、 ま ず は そ う い っ た 意 見 を 踏 ま え て 整 備 し て い き た い と 考 え て

おります。  

議   長  幸𠀋 議員。  

  １番   それでは、最後の質問になります。  

県からの１億円の補助金のほかに一般予算を計上し、整備したも

のを観光の目玉にする考えはあるのか伺います。  

議   長  こども政策統括幹。  

こども政策統括幹  私のほうから回答させていただきます。  

まず、屋内の遊び場整備につきましては、県の補助上限額が１億

円となってございます。  

遊び場整備に向けた議論を深める中で、結果的に一般財源が必要

と な る 場 合 も 考 え ら れ ま す が 、 ま ず は 子 供 た ち の 健 や か な 成 長 を

促 す 工 夫 や 配 慮 等 に よ っ て 、 子 育 て し や す い 環 境 づ く り や 将 来 に

わ た っ て 住 み 続 け た い と 思 え る よ う な 魅 力 に 結 び つ け ら れ る よ う 、

しっかりと検討していきたいと 考えております。  

また、屋内の遊び場については、観光の目玉を目的に整備するこ

と は 考 え て お り ま せ ん 。 住 ん で い る こ と に 幸 せ と 誇 り を 実 感 で き

る ま ち づ く り を 目 指 し 、 本 町 の 子 供 や 子 育 て 世 代 の ニ ー ズ に 応 え

得るものを整備することが大切で あると考えております。  

議   長  幸𠀋 議員。  

  １番   今、観光の面では考えていないということで、ちょっと残念な気

持ちがしました。  

ただ、そこは僕も引き下がるはつもりなくて、こんな小さな町で

何 か 、 お 金 を か け る の で あ れ ば 、 い ろ い ろ 複 合 的 に 考 え て 何 で も

や る べ き や と 思 い ま す の で 、 そ こ ら 辺 も う 一 回 、 観 光 の 意 識 も 持

っ て も ら う よ う に お 願 い し た い と 思 い ま す し 、 必 ず し も 一 般 予 算

を つ け て と い う こ と で は な く て 、 １ 億 円 で も 全 国 的 に 珍 し い も の
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 を造ることは可能やと思っています。  

ただ、一般予算をつければ幅が広がると思って いますので、そこ

ら 辺 も 全 て バ ラ ン ス で し っ か り 考 え て も ら っ て や っ て ほ し い と 思

い ま す し 、 こ ど も 未 来 課 と 観 光 誘 客 課 が し っ か り 連 携 を 取 っ て も

ら っ て 、 観 光 の 目 玉 に な る よ う な も の が で き る こ と を 期 待 し て 、

僕の一般質問を終わります。  

ありがとうございました。  

議   長  以上で幸𠀋 議員の一般質問を終わります。  

次に、９番、川畑忠之議員の一般質問を許します。  

川畑議員。  

  ９番   北陸新幹線の話を少し話したいのですが、昨日の辻井議員の一般

質問の前段でも話がありましたが、いよいよ来年の３月に敦賀駅の

開業となります。各地域からの期待も非常に高まっている中で、希

望にあふれた観光振興になると思います。  

そこで、私ごとではありますが、私の次男がＪＲ西日本に勤務し

て お り ま す 。 こ の た び 、 ６ か 月 の 講 習 と 技 能 訓 練 に よ り 国 家 試 験

に 合 格 し 、 動 力 車 操 縦 者 運 転 免 許 と い い ま す が 、 北 陸 新 幹 線 の 運

転 免 許 を ６ 月 ９ 日 に 取 得 し ま し た 。 晴 れ て 新 幹 線 運 転 士 と し て 、

現在、金沢駅から長野駅までの運転をしております。  

現在、敦賀駅から金沢まで通勤しておりますが、来年の敦賀駅開

業 に は 、 敦 賀 駅 か ら の 運 転 乗 り 入 れ で き る と 思 い ま す 。 美 浜 町 民

か ら 北 陸 新 幹 線 の 運 転 士 と し て 関 わ り を 持 つ こ と が で き 、 私 と し

て は 大 変 う れ し く 思 っ て い ま す 。 皆 様 に は 、 た く ま し く 成 長 し た

姿 を 見 せ る こ と が で き る か 不 安 で は あ り ま す が 、 こ れ か ら 同 じ 新

幹 線 に 乗 り 合 わ せ た と き に は 、 気 軽 に 声 を か け て い た だ き ま す よ

うお願い申し上げます。  

それでは、私の一般質問に入ります。  

１番の町の人口減少対策についてですが、日本では２０２０年１

月 に 初 め て 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 に よ る 感 染 が 始 ま り 、 累 計

で約 ３ ,２ ８ ０万 人 が今 年 の １月 ま で に 感 染 し まし た 。 約３ 年 余 り

の 自 粛 生 活 が な さ れ 、 通 常 の 生 活 が で き な い 世 の 中 と な り 、 大 変

苦労した３年間でありました。  

私たちの暮らしが少しはよくなったのか分かりませんが、大変な
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 社 会 情 勢 で は あ り ま す が 、 美 浜 町 で も 率 先 し て 観 光 振 興 に 力 を 入

れ 、 レ イ ン ボ ー ラ イ ン 、 三 方 五 湖 観 光 、 遊 覧 船 、 道 の 駅 は ま び よ

り な ど の 事 業 に 取 り 組 み 、 美 浜 町 の 重 要 な 施 策 が 進 ん で き ま し た 。

こ れ も 美 浜 町 第 五 次 総 合 振 興 計 画 に 基 づ い た 重 要 施 策 が 手 が け て

い る こ と な の で 、 こ れ か ら の ま す ま す の 町 の 発 展 に 期 待 し て な り

ません。  

その中でも、美浜町の少子高齢化と人口減少は言うまでもなく 喫

緊 の 課 題 で あ る こ と は 御 承 知 の と お り で あ る と 思 い ま す 。 現 在 の

世 の 中 の 移 り 変 わ り に お い て 、 国 や 県 、 そ し て 町 の 情 勢 が 刻 々 と

変 動 し て い く こ と を 素 早 く 理 解 し な が ら 、 世 の 中 の 流 れ に は つ い

ていけないようになりました。  

町の第五次総合振興計画の重要施策の実施に伴い、人口ビジョン

に 基 づ き 、 い ち 早 く 人 口 政 策 を 進 め て き て い る の は よ く 理 解 し て

お り ま す 。 そ の た め 、 行 政 で は 前 回 、 人 口 ビ ジ ョ ン の 見 直 し を し

た の も 、 予 想 以 上 の 人 口 減 少 で あ っ た た め 下 方 修 正 し た の だ と 考

えます。  

現在、２０２３年７月３１日、今年の７月３１日ですが、町の人

口は ８ ,８８ ５人 で あり ます 。 男性 ４ ,３６ ４人 、 女性 ４ ,５２ １人 、

世帯数が３ ,６２８世帯となっております。  

当 初２ ０ ４ ０ 年度 の 目標 定 住 人 口を ７ ,９ ０ ０人 と 設 定 し て、 途

中 の ２ ０ ２ ５ 年 を ９ ,３ ３ ７ 人 と 計 画 し た 数 値 を ８ ,８ ３ ２ 人 に 変

更し ま し た。 ７ 月 ３１ 日 現 在で は ８ ,８８ ５ 人 なの で 、 近づ い て き

ているのがよく分かります。  

幾らかは、コロナ禍においての社会経済の冷え込みや 社会構造の

変 化 に よ り 、 こ の よ う な 状 況 に な っ た の で は な い か と 考 え て お り

ま す が 、 こ う い っ た 状 況 を 見 て 、 急 速 に 進 ん で い る 人 口 を ど う 捉

え て い い の か 判 断 に 苦 し む の で す が 、 今 ま で や っ て き た 人 口 減 少

対 策 の 事 業 成 果 は ど の よ う に な っ て い る の か 。 長 期 的 、 短 期 的 な

も の が あ り ま す が 、 現 在 の 人 口 対 策 は 、 こ の ま ま 進 め て い け ば 目

標 値 に 近 づ い て 、 目 指 す 美 浜 町 に な っ て い く の か 、 お 伺 い い た し

ます。  

議   長  町長。  

町   長  初 め に 、 記 念 す べ き 北 陸 新 幹 線 の 運 転 士 さ ん に な ら れ た と い う
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 ことで、本当におめでたいことかなというふうに思いますし、運転

して多くのお客様に喜んでいただけるような、そんな運転士さんに

なっていただきたいなというふうに思います。  

今ほど議員から、２０２５年の目標値に対しての成果と、さらに

は こ の 目 標 値 は ど う な ん や と い う 御 質 問 を い た だ い た わ け で ご ざ

い ま す け ど も 、 こ の 人 口 減 少 対 策 で ご ざ い ま す け ど も 、 こ れ は 本

町 の 優 先 施 策 の 一 つ で ご ざ い ま し て 、 重 要 な 施 策 課 題 で ご ざ い ま

す。  

現在、町の人口動態を分析し、策定をいたしました 美浜町人口ビ

ジ ョ ン に 基 づ き ま し て 、 子 ど も ・ 子 育 て 総 合 支 援 対 策 や 住 宅 分 譲

地 の 整 備 な ど 、 若 者 や 子 育 て 世 代 の 転 入 促 進 と 転 出 抑 制 に つ な が

る 施 策 を 進 め て い る と こ ろ で ご ざ い ま し て 、 ２ ０ ４ ０ 年 の 目 標 人

口７ ,９０ ０ 人の 達 成に 向 け まし て 、 鋭意 事 業 に取 り 組 んで い る と

ころでございます。  

事業成果でございますけども、長期的な視点から見 極める必要が

ご ざ い ま し て 、 確 定 的 な お 答 え は で き ま せ ん け ど も 、 人 口 減 少 対

策 の 進 展 、 と り わ け 宅 地 分 譲 や 空 き 家 の 利 活 用 が 進 ん だ こ と も ご

ざ い ま し て 、 僅 か で は ご ざ い ま す け ど も 、 若 者 世 代 人 口 の 社 会 動

態 や 出 生 が 減 少 傾 向 か ら 横 ば い 傾 向 に な る な ど 、 人 口 動 態 に 改 善

の兆しが認められるところでございます。  

今後とも設定をいたしました目標を しっかりと達成できますよう

に、この人口減少対策に取り組んで まいる所存でございます。  

議   長  川畑議員。  

  ９番   私の質問が抽象的であったために、人口減少対策の細かな事業内

容は示されてはいませんが、取組が多岐にわたり実施されているた

めであるのかと思います。  

回 答を 聞 い て いま す と、 ２ ０ ４ ０年 の 目標 人 口 ７ ,９ ０ ０ の達 成

に 向 け て 日 夜 努 力 し て い る 行 政 に 対 し ま し て は 、 ど の 方 向 か ら 攻

め て い け ば い い の か し っ か り 見 定 め て い た だ き 、 取 組 を 進 め て い

ただきたいと思う次第です。  

２番目の人口減少対策の現状課題について 、人口動向についてで

す が 、 現 実 の 話 で す が 、 美 浜 町 の 人 口 動 向 は 近 年 減 少 傾 向 に あ り

ま す 。 ２ ０ １ ０ 年 に は １ 万 人 を 超 え て い ま し た が 、 ２ ０ ２ ２ 年 に
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 は９ ,０００人を下回りました。  

この減少の要因は、出生数の減少と死亡数の増加であります。  

出生数は、２０１０年から２０２２年までほぼ横ばいで推移し、

死 亡 数 は 、 ２ ０ １ ０ 年 か ら ２ ０ １ ８ 年 ま で は 増 加 傾 向 に あ っ た も

のの、ここ数年は減少しており、改善傾向にあります。  

２０２２年における美浜町の出生数は６４人、死亡数は１３８人

で あ り 、 自 然 減 は ７ ４ 人 で し た 。 自 然 増 減 数 は 、 ２ ０ １ ８ 年 を 境

に改善傾向に転じています。  

出生数はほぼ横ばい傾向にあり、死亡数は減少傾向にあります。

自 然 増 加 数 は ２ ０ １ ８ 年 か ら ２ ０ ２ ２ 年 ま で 、 ２ ０ １ ８ 年 度 を ピ

ー ク に 改 善 傾 向 に あ り ま す 。 し か し 、 死 亡 数 に つ い て は 、 ２ ０ １

４ 年 度 か ら ２ ０ １ ８ 年 度 ま で 増 加 傾 向 に あ り ま す が 、 ２ ０ ２ ２ 年

度 は 前 年 度 か ら １ ４ 人 減 少 し て お り ま す 。 出 生 数 と 死 亡 数 の 差 は 、

１ ９ ９ ３ 年 度 か ら 連 続 で マ イ ナ ス が 続 き 、 人 口 減 少 の 傾 向 に あ り

ます。  

このように出生率が低下する原因は、晩婚化や少子化、女性の社

会進出など様々です。  

出生率が低下すると、経済や社会に様々な影響が出ます。経済面

で は 、 労 働 力 人 口 が 減 少 し 、 経 済 成 長 が 鈍 化 す る 可 能 性 が あ り ま

す 。 社 会 面 で は 、 高 齢 化 が 進 み 、 社 会 保 障 費 が 膨 張 す る 可 能 性 が

あ り ま す 。 そ の た め 、 出 生 率 を 向 上 さ せ る に は 、 結 婚 や 出 産 を し

や す い 環 境 を 整 備 す る こ と 、 育 児 休 業 制 度 の 拡 充 や 女 性 を 社 会 で

活躍できる環境を整備することなどが重要です。  

町では人口減少に対していろんな政策を掲げて実施しております

が 、 マ イ ナ ス 数 値 の 面 を プ ラ ス に す る た め に は 、 今 の ま ま の 政 策

で大丈夫だと捉えているのか、お伺いします。  

議   長  まちづくり推進課長。  

まちづくり推進課長  それでは、ただいまの御質問につきまして、私のほうから答弁さ

せていただきます。  

これまでの人口減少対策の進展により、国立社会保障人口問題研

究 所 の 推 計 に 準 拠 し て 、 施 策 推 進 に よ る 効 果 を 反 映 い た し ま し た

本 年 ３ 月 末 の 人 口 推 計 値 と 実 績 値 を 比 較 い た し ま す と 、 ほ ぼ そ れ

に近い数値が実現できているという状況でございます。  
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 しかしながら、社会情勢というのは刻々と変化しておりますので、

住 民 ニ ー ズ は も と よ り 、 人 口 動 態 を し っ か り 分 析 す る こ と で 、 現

状 に 満 足 す る こ と な く 、 引 き 続 き 人 口 減 少 対 策 に 取 り 組 ん で い く

必要があると考えております。  

議   長  川畑議員。  

  ９番   私の説明で、ほぼ横ばいで推移していると言葉を 並べましたが、

そのことで回答が現状に満足することなく今後も取り組んでいくと

聞きましたが、人口減少の危機感が全く受け止められない回答では

あると思います。  

喫緊の課題である人口減少のことをより進めていく ことの方法、

そ の 表 現 を 分 か り や す く で き る よ う に 取 り 組 ん で い た だ き た い と

感 じ て お り ま す の で 、 よ り 一 層 の 努 力 を お 願 い し た い と 思 い ま す 。  

次に、人口減少対策の現状課題について、 転出、転入についてで

す が 、 美 浜 町 の 人 口 動 向 の 転 入 、 転 出 の 動 向 に つ い て お 尋 ね し ま

す。  

美浜町では転出超過が続いています。また、美浜町は若者の転出

が 大 き く 、 ２ ０ ２ ０ 年 の 転 入 数 は ３ １ ８ 人 、 転 出 数 は ３ ７ ４ 人 で

あり、人口減少に歯止めがかかっていません。  

転出超過の原因は、主に若者の転出です。若者は就職や進学のた

め に 美 浜 町 を 離 れ て い っ て い ま す 。 ま た 、 仕 事 の 転 勤 、 結 婚 や 出

産 を 機 に 家 族 で 引 っ 越 す 、 教 育 や 医 療 な ど の 環 境 が よ く 、 よ り よ

い 生 活 を 求 め て 転 居 す る 、 結 婚 、 出 産 に よ る 移 住 、 高 齢 化 に よ る

死 亡 者 数 の 増 加 、 少 子 化 に よ る 出 生 者 数 の 減 少 、 娯 楽 文 化 の 不 足 、

人 間 関 係 の 悪 化 、 単 純 に 都 会 に 憧 れ て い る な ど 、 こ れ ら の 原 因 に

よ り 転 入 者 数 よ り も 転 出 者 数 が 多 く な り 、 転 出 超 過 と な る の だ と

考えます。  

転出超過により地域の経済活動に悪影響を及ばないようにするた

め に 、 地 域 の 魅 力 を 高 め 、 住 民 が 安 心 し て 暮 ら せ る 環 境 整 備 を 行

い、防いでいきたいものです。  

このように、転出超過を防ぐためにはいろいろな政策を掲げて取

り 組 ま れ て い る と 思 い ま す が 、 だ ん だ ん と 転 出 超 過 率 が 上 が る 中

で 、 ど の よ う に 今 後 進 め て い く の か 、 対 策 と し て ど の よ う に 取 組

を考えているのか、お伺いします。  
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 議   長  まちづくり推進課長。  

まちづくり推進課長  それでは、ただいまの御質問につきまして、私のほうからお答え

させていただきます。  

第２期美浜創生総合戦略策定時に実施いたしました転出者アンケ

ー ト 調 査 に よ り ま す と 、 転 出 の き っ か け に つ き ま し て は 結 婚 が 最

も 高 く 、 転 出 先 を 選 ん だ 理 由 の 上 位 に は 、 賃 貸 を 含 む 希 望 す る 住

宅 が 確 保 で き た と い う も の が ご ざ い ま す 。 そ し て 、 そ の う ち 約 ４

割 の 方 が 美 浜 町 に 将 来 戻 る つ も り 、 も し く は 、 で き れ ば 戻 り た い

と 回 答 し て お り ま し て 、 転 入 決 断 の 強 い 動 機 と な る の は 、 新 た な

住 宅 地 の 整 備 の 割 合 が 最 も 高 く な っ て い る と い う こ と で ご ざ い ま

す。  

また、転出者を対象にした住民環境課の窓口で実施しております

ア ン ケ ー ト 調 査 に お き ま し て も 、 同 様 の 結 果 と な っ て い る と こ ろ

でございます。  

それらの結果に基づきまして、新婚世代や子育て世代等の若者に

求 め ら れ る 住 宅 団 地 の 整 備 や 賃 貸 住 宅 の 誘 致 を 進 め て お り ま し て 、

近 年 の 社 会 動 態 の 推 移 を 見 ま す と 、 若 干 で は あ り ま す が 、 改 善 傾

向となっているというところでございます。  

また、なびあす若者実行委員会の ＡｒｔＦｏｘ（アートフォック

ス ） に よ り ま す 町 内 外 の 若 者 向 け の イ ベ ン ト や 子 供 や 若 者 の 好 奇

心 を 刺 激 し な が ら 、 ま ち づ く り を 実 践 す る み は ま シ ナ プ ス プ ロ ジ

ェ ク ト 、 若 者 が 企 画 し 、 多 く の 若 者 が 来 場 し た サ マ ー フ ェ ス タ な

ど 、 若 者 が 美 浜 町 に 来 て 魅 力 を 感 じ て も ら え る イ ベ ン ト 等 も 実 施

しており、好評を博しているという状況でございます。  

今後も、町内のみならず近隣市町の若者にも選んでもらえる 美浜

町 と な る よ う 、 様 々 な 取 組 を 町 民 の 皆 様 と 一 緒 に し っ か り と 進 め

ていきたいと考えております。  

議   長  川畑議員。  

  ９番   転出超過に対しての話は、行政は新たな住宅地の整備により 、美

浜町に住むために選んでもらえる取組が進められているのは期待し

ますが、大規模な住宅団地が必要になってくるのではないかと思っ

ております。そこには、ほかよりも若者が選んでもらえる事業では

ないと取組とは言えません。何ごとも早く展開できるように進めて
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 いくことが行政の仕事だと思いますので、素早い実行力をつけてく

ださい。  

次に、４番目の人口減少対策の解決策には何が 最優先かについて

で す が 、 美 浜 町 の 人 口 減 少 対 策 と し て 、 子 育 て 支 援 、 移 住 ・ 定 住

促進、地域活性化、空き家対策等が挙げられます。  

子育て支援の充実では、保育園の整備拡充、子育て支援センター

の 設 置 、 充 実 、 子 育 て 支 援 員 の 派 遣 、 子 育 て に 関 す る 講 座 、 イ ベ

ン ト の 開 催 、 相 談 窓 口 の 設 置 、 子 育 て 世 帯 向 け の 住 宅 の 供 給 、 子

育 て 費 用 の 軽 減 、 子 育 て し や す い 支 援 施 設 の 充 実 、 子 育 て し や す

い町並みの整備。  

移住促進では、移住者の受入れ体制の 整備、移住者向けの住宅の

供 給 、 移 住 者 向 け の 就 職 企 業 支 援 、 移 住 者 向 け の 教 育 支 援 、 移 住

者向けの医療・介護支援。  

定住促進では、子育て支援の充実、仕事と子育ての両立支援、高

齢 者 支 援 の 充 実 、 地 域 コ ミ ュ ニ テ ィ の 活 性 化 、 美 し い 自 然 環 境 の

保全。  

空き家対策では、空き家の調査・登録、空き家の利活用促進、空

き家の解体促進、空き家による治安の悪化防止。  

地域活性化では、観光振興、農林漁業振興、商工業振興、文化振

興、スポーツ振興。  

これらの施設により、美浜町では人口減少を食い止め、持続可能

な ま ち づ く り を 進 め て い ま す し 、 き め 細 や か な 政 策 を 打 ち 出 さ れ 、

積 極 的 に 進 め ら れ て い る の が よ く 分 か り ま す が 、 現 状 は 人 口 減 少

に 歯 止 め が か か り ま せ ん 。 な ぜ な の か 。 ど こ か に 原 因 が あ る と 思

い ま す が 、 ど こ か を 直 せ ば 、 何 か を 追 加 す れ ば 人 口 減 少 を 食 い 止

め る こ と が で き る の か 、 行 政 の こ れ ら の 優 先 順 位 は 間 違 い な い の

か、現状打破のための考えはあるのか、お伺いします。  

議   長  まちづくり推進課長。  

まちづくり推進課長  それでは、ただいまの御質問につきまして、私のほうからお答え

させていただきます。  

本町では、人口減少対策を効果的に推進するため、人口動態や町

民 ア ン ケ ー ト 調 査 の 結 果 等 を 詳 細 に 分 析 、 検 討 し 、 人 口 の 長 期 的

な 将 来 展 望 を 明 ら か に し た 美 浜 町 人 口 ビ ジ ョ ン を 策 定 し て お り ま
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 す。  

このビジョンに基づきまして具体的な人口減少対策を展開するた

め 、 第 ２ 期 美 浜 創 生 総 合 戦 略 を 策 定 し 、 若 者 、 特 に 女 性 の 転 入 促

進 、 転 出 抑 制 を は じ め 、 交 流 人 口 、 関 係 人 口 の 拡 大 、 子 育 て 世 代

の 転 入 促 進 、 転 出 抑 制 、 出 生 数 の 増 、 健 康 寿 命 の 延 伸 な ど 、 人 口

減 少 対 策 の 視 点 と 方 向 性 を 明 確 に 定 め 、 こ れ に 基 づ き 、 具 体 的 な

施策に取り組んでいるところでございます。  

人口減少対策は抽象的な観点で取り組む必要があり、このところ

人 口 動 態 改 善 の 兆 し も 認 め ら れ る こ と か ら 、 こ れ か ら も 刻 々 と 変

化 す る 社 会 情 勢 を 見 極 め 、 住 民 ニ ー ズ は も と よ り 、 人 口 動 態 を し

っ か り と 分 析 し 、 機 動 的 か つ 効 果 的 な 人 口 減 少 対 策 に 取 り 組 ん で

まいります。  

以上でございます。  

議   長  川畑議員。  

  ９番   人口動態の数字を見ると、横ばいに、あるいは減少となる結果が

出ていますが、中長期的な観点から考えることが人口減少の取組な

のかもしれませんが、いかにいろんな政策に取り組んでいても、１

００％満足はありません。  

先ほど言われた内容で、第２期美浜町創生総合戦略の４つの基本

目標があるということを私は知りました。  

１つに若者女性に魅力ある仕事の創出、２つに人との新たなつな

が り を 築 く 交 流 の 拡 大 、 ３ つ に 希 望 を か な え る 結 婚 、 出 産 、 子 育

て を 応 援 す る 、 ４ つ に 幸 せ を 実 感 で き る 暮 ら し の 充 実 。 い い 言 葉

で す ね 。 こ の 言 葉 は 広 く 伝 え て い か な け れ ば な ら な い 言 葉 だ と 思

い ま す 。 こ の 基 本 目 標 が し っ か り と 浸 透 す れ ば 、 人 口 減 少 が 町 民

に 理 解 さ れ 、 ま す ま す 町 全 体 が 活 気 づ い て く る と 思 い ま す の で 、

広く宣伝をお願いしたいという気持ちです。  

次に、５番目に人口減少から見える少子化対策についてですが、

美 浜 町 の 人 口 減 少 対 策 と し て 、 子 育 て 支 援 、 移 住 ・ 定 住 促 進 、 地

域 活 性 化 、 空 き 家 対 策 等 が あ り ま し た が 、 そ の 中 で 、 子 育 て 支 援

についてお聞きします。  

人口減少から見えてきた少子化対策の一つとして子育て支援対策

が あ り ま す が 、 子 育 て 家 庭 が 安 心 し て 子 育 て を で き る よ う 支 援 を
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 行 っ た り 、 子 育 て し や す い 環 境 を 整 備 し 、 結 婚 や 出 産 を 促 進 す る

ことで少子化対策に取り組んでいます。  

町の子育て支援には、保育園の整備拡充、保育所の利用料の補助、

幼 児 教 育 無 償 化 、 子 育 て 支 援 セ ン タ ー の 設 置 、 子 育 て 支 援 員 の 配

置 、 子 育 て 講 座 の 開 催 、 子 育 て イ ベ ン ト の 開 催 、 子 育 て 情 報 の 提

供 、 子 育 て 費 用 の 助 成 、 子 育 て 休 業 制 度 の 整 備 、 子 育 て 支 援 の ネ

ッ ト ワ ー ク の 構 築 、 子 育 て 相 談 、 こ れ ら の 施 策 を 見 る と 、 美 浜 の

子 ど も ・ 子 育 て 支 援 は 大 変 充 実 し て い る の で は な い か と 思 い ま す 。  

この結果、町に住む人が子供を産み育てやすくなり、家庭の負担

を 軽 減 し 、 子 育 て し や す い 環 境 を 整 え る こ と で 、 子 育 て を す る 家

庭 の 生 活 の 質 は 向 上 し て い る の か 、 分 か り に く い こ と で す が 、 お

聞きしたいと思います。  

議   長  こども政策統括幹。  

こども政策統括幹  今ほど子育て家庭の生活の質が向上し ているのか御質問をいただ

きました。私のほうから回答させていただきます。  

生活の質とは、生活満足度でもあります。平成３１年より内閣府

に お い て 、 幸 福 度 の 主 観 的 指 標 と し て 、 現 在 の 生 活 に ど の 程 度 満

足 し て い る の か を 自 己 評 価 す る 満 足 度 、 生 活 の 質 に 関 す る 調 査 が

行われております。  

最新となる令和４年の調査結果を平成３１年のものと比較します

と 、 地 方 圏 に お け る １ ５ 歳 か ら ３ ９ 歳 の 若 年 層 の 生 活 満 足 度 は １

０点 満 点 中５ .７ 前 後で 、 ほ ぼ横 ば い とな っ て ござ い ま す。 残 念 な

が ら 調 査 対 象 数 が 少 な く 、 本 町 の 傾 向 ま で 把 握 す る こ と は で き て

お り ま せ ん け れ ど も 、 そ こ で 生 活 の 質 の 中 に 、 一 つ の 指 標 で も あ

り ま す 子 育 て の し や す さ に 着 目 し ま す と 、 令 和 元 年 の 資 料 で ご ざ

い ま す が 、 子 育 て に 関 す る 町 民 ア ン ケ ー ト に よ れ ば 、 美 浜 町 は 子

育 て し や す い 町 で す か と い う 問 い に 対 し ま し て 、 そ う 思 う 、 や や

そう思うと回答した割合は９０ .５％となってございます。  

変化する社会の中で子供が大事にされ、子育て世代が子育てに夢

を 持 ち 、 喜 び を 実 感 で き る よ う 、 今 後 も 子 育 て 支 援 の 充 実 を 図 っ

ていきたいと考えております。  

議   長  川畑議員。  

  ９番   生活の質とは、抽象的で答えにくい話だと思います。代わりに、
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 子育てしやすい町として、たくさんの人がしやすい町だと回答して

いて、町では浸透していることが分かりました。大変すばらしいこ

とだと感じます。  

生活の質なんかは簡単にはかれるものではないと思います。しか

し 、 町 で は 粛 々 と 調 査 を し て 頑 張 っ て い る こ と に 気 づ き ま し た 。

う れ し い こ と で す が 、 生 活 満 足 度 は １ ０ 点 満 点 中 ５ ． ７ 前 後 で ほ

ぼ 横 ば い と な っ て い ま す の で 、 こ の 生 活 満 足 度 が 上 昇 し て い る と

い う 言 葉 に 今 後 変 わ っ て い っ て ほ し い と 要 望 し ま す し 、 お 願 い し

たい。頑張ってください。  

次、国の異次元少子化対策についての国のこども未来戦略方針を

どのように捉えているのか。  

こども未来戦略方針とは、２０２３年６月に閣議決定された日本

の こ ど も 政 策 の 基 本 方 針 で す 。 こ れ は 、 日 本 の 若 年 人 口 が ２ ０ ３

０年頃に急減すると予想されているからです。  

その理由は、１９９０年代以降、出生 率が減少していることにあ

り ま す 。 １ ９ ９ ０ 年 の 合 計 特 殊 出 生 率 （ １ ５ 歳 か ら ４ ９ 歳 ） の 女

性 １ 人 当 た り の 出 生 数 は １ .５ ４ 人 で し た が 、 ２ ０ ２ ０ 年 に は １ .

３ ４ 人 ま で 減 少 し て い ま す 。 こ の 出 生 率 の 減 少 は 、 様 々 な 要 因 が

考えられています。  

日本の若年人口は２０３０年頃に急減すると予想されています。

若 年 人 口 の 急 減 は 、 日 本 社 会 に 様 々 な 影 響 を 及 ぼ す 可 能 性 が あ り

ま す 。 例 え ば 労 働 人 口 不 足 、 減 収 、 税 収 減 少 、 消 費 の 減 少 、 社 会

保 障 費 の 増 加 な ど で す 。 そ の た め 、 日 本 政 府 は 少 子 化 対 策 に 積 極

的に取り組んでいます。  

この方針は、少子化対策を抜本的に強化し、 全ての子供が健やか

に 成 長 し 、 将 来 を 切 り 開 く こ と が で き る 社 会 を 実 現 す る こ と を 目

的 と し て い ま す 。 国 は 、 こ の 方 針 に 基 づ い て 様 々 な 政 策 を 実 施 し

ていくことになります。  

これを美浜町に置き換えるとどのような政策方針になるのか、子

供 の た め に 何 が で き る の か 、 ど の よ う に 今 ま で 以 上 に 取 り 組 ん で

いくのか、政策方針をお伺いします。  

議   長  こども政策統括幹。  

こども政策統括幹  それでは、私のほうから回答させていただきます。  
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 町ではこれから、町の子供に関する最上位の計画でありますこど

も 計 画 や 、 令 和 ７ 年 度 を 始 期 と し ま す 第 ３ 期 子 ど も ・ 子 育 て 支 援

事業計画の策定に入ります。  

これらの計画策定の中で、本町の子ども・子育て支援における課

題 を 洗 い 出 し 、 こ ど も 未 来 戦 略 方 針 を 踏 ま え た 上 で 、 町 の 子 ど

も ・ 子 育 て 支 援 に 機 動 的 に 取 り 組 む こ と が で き る よ う 子 供 や 子 育

て 当 事 者 、 ま た 関 係 者 、 専 門 家 と 共 に 議 論 を 深 め て ま い り た い と

考えております。  

子育て世代に最も身近な基礎自治体として国や県と連携しながら、

今 後 一 層 の 少 子 化 対 策 、 子 育 て 支 援 に 取 り 組 ん で い き た い と 考 え

ております。  

議   長  川畑議員。  

  ９番   若年人口が国内では２０３０年には減少すると言われる中で、 美

浜町にもその余波は絶対に来ます。現在、その対処法も含め少子化

における人口減少対策がなされていると思いますが、危機感を持っ

て新たな取組を考えて進めていってほしいと思います。  

先ほど町の子供に関する最上位の計画というのがありました。第

３ 期 子 ど も ・ 子 育 て 支 援 事 業 計 画 の 策 定 と 説 明 が あ り ま し た が 、

初 め て 聞 く 事 業 名 で あ り ま す が 、 簡 単 に ど う い う も の か 、 こ こ で

説明できますか。お願いします。  

議   長  こども政策統括幹。  

こども政策統括幹  まず、こども計画でございますが、これは今年施行されましたこ

ども基本法に基づく、各市町で各自治体が策定をしなければならな

い計画となってございます。  

今、御質問があった第３期の子ども・子育て事業計画でございま

す け ど も 、 こ れ は 、 子 ど も ・ 子 育 て 支 援 法 と い う 法 律 が ご ざ い ま

して、これが根拠法になってございます。  

これに基づいて、子ども・子育て家庭の実態に応じた事業を計画

的 に 推 進 す る た め 、 計 画 期 間 ５ 年 を １ 期 と し ま し て 、 各 自 治 体 、

地 方 自 治 体 が 策 定 を し な け れ ば な ら な い と い う 義 務 が 課 せ ら れ て

おります。  

本町では、この法律に基づいて、平成２７年に第１期、また、令

和 ２ 年 に 第 ２ 期 の 計 画 を 今 現 在 策 定 い た し ま し て 、 こ れ に 基 づ い
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 て 、 そ う い っ た 子 育 て 支 援 政 策 を 進 め て い る と い う こ と で ご ざ い

ます。  

その終期が６年度で終わりますので、第３期の始期であります７

年 度 に 向 け て 、 今 現 在 準 備 を 進 め て い る と い う こ と で ご ざ い ま す 。  

議   長  川畑議員。  

  ９番   分かりました。ありがとうございます。  

何にせよ、令和７年度から新しくスタートするといいますけど、

現 在 の 第 ２ 期 の 支 援 事 業 が 、 確 実 に 充 実 を 図 り 、 そ れ に 移 行 し て

い っ て も ら う こ と が 最 優 先 だ と 思 い ま す の で 、 そ の 辺 は 十 分 に 現

状を考えてお願いしたいと思います。  

次に、子育て支援の充実ができるのかということですが、子育て

支 援 の 充 実 と は 、 子 供 を 育 て て い る 親 が 子 育 て を し や す い よ う に

町が行う支援のことです。  

実施されているのは、保育料、児童手当、子ども医療費助成、住

宅 補 助 、 子 育 て 休 暇 制 度 、 子 育 て 支 援 セ ン タ ー の 利 用 料 、 子 育 て

講 座 の 参 加 費 、 育 児 用 品 や ベ ビ ー 用 品 の 貸 出 し 、 子 育 て 支 援 情 報

の 提 供 等 が あ り ま す が 、 子 育 て 支 援 策 は 子 育 て を す る 家 庭 の 生 活

の質を向上させ、人口減少を食い止めることにもつながります。  

子育て支援策を実施するためには、町の財政や人材を活用する必

要 が あ り ま す 。 ま た 、 子 育 て 支 援 策 を 効 果 的 に 実 施 す る た め に は 、

町 民 の 意 見 を 反 映 し 、 町 民 の ニ ー ズ に 合 っ た 施 策 を 実 施 す る 必 要

があります。  

町は子育て支援策をどのように実施して、それが効果的に充実し

ているのか伺います。  

議   長  こども政策統括幹。  

こども政策統括幹  それでは、引き続き私のほうから回答させていただきます。  

住んでいることに幸せと誇りを実感できるまちづくりを進めるに

は 、 町 民 の ニ ー ズ に 応 じ た 施 策 の 展 開 が 重 要 で あ る と 考 え て お り

ます。  

町では、これまでより子育て世代の声やアンケート調査によるニ

ー ズ を 踏 ま え 、 美 浜 町 子 ど も ・ 子 育 て 支 援 事 業 計 画 に 基 づ き 、 子

育 て 世 代 の 代 表 者 や 子 育 て 関 係 者 等 で 構 成 さ れ ま す 子 ど も ・ 子 育

て会議での意見を聞きながら子育て支援策を展開しております。  
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 子育ての相談に係る環境の充実を求める声を受け、令和２年度に、

包 括 的 な 子 育 て の 総 合 拠 点 と し て 専 門 職 を 配 置 し た 子 ど も ・ 子 育

て サ ポ ー ト セ ン タ ー を 整 備 し た と こ ろ 、 気 軽 に 子 育 て の 悩 み を 相

談 で き る 場 所 と し て 好 評 を 得 て お り 、 利 用 者 も 年 々 増 え て き て い

るということでございます。  

また、令和２年度より、関係機関の横断的な連携の下に、全ての

子 供 が 発 達 に 応 じ た 必 要 な 支 援 を 受 け ら れ る よ う 、 美 浜 ほ っ と 子

育 て 応 援 プ ロ ジ ェ ク ト と し て 見 え る 化 を 図 る 仕 組 み を つ く り 、 そ

の 中 で 、 子 供 の 遊 び 場 と な る ふ わ ふ わ ド ー ム の 整 備 、 ま た 、 プ レ

ミ ア ム 学 校 給 食 デ ー の 実 施 な ど 、 様 々 な 支 援 を 機 動 的 に 進 め て い

るというところでございます。  

さらに、本年度にはこども未来課を設け、関係組織や施策の横断

的 連 携 を 強 化 す べ く 、 そ う い っ た 体 制 を 整 え さ せ て い た だ い て お

ります。  

また、民間の一時預かりが２か所、今年度設けられましたけれど

も 、 官 民 連 携 に よ る 子 育 て 支 援 の ネ ッ ト ワ ー ク も 広 が り つ つ あ る

ということでございます。  

このような施策の積み上げが、先ほど申し上げましたが、子育て

し や す い 町 と い う 評 価 、 成 果 に つ な が っ て い る と 考 え て お り ま す 。  

議   長  川畑議員。  

  ９番   いろんなところからの情報が入ってきて、現在子育てしやすい町

という評価をいただいているということですが、私も子育てしやす

い町として、美浜町は進んでいると思っております。しかし、まだ

まだ町民の、特に若者や子育て支援の情報をより多く取るためには、

いろんなアンケート調査に取り組む必要があり、これでもかという

ぐらいの町民の情報を聞き出す手段として、アンケート調査は大切

だと思います。  

先ほどまちづくり推進課の課長も言ってました、アンケート調査

に よ る 結 果 や と 。 そ れ だ け ア ン ケ ー ト 調 査 を 幅 広 く や っ て い き な

が ら 、 町 民 の 声 を 隅 々 ま で 聞 い て い く 、 結 果 を 持 っ て い る と ど ん

な こ と に で も 使 え る と 思 い ま す の で 、 今 後 の 調 査 の 段 階 を よ り 細

か く し な が ら 、 ア ン ケ ー ト 調 査 の 実 施 は 進 め て い っ て ほ し い と 思

いますので、要望しておきます。  
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 次に、子育て支援の拡充はあるのかということですが、子育て支

援 の 拡 充 と は 、 子 育 て 家 庭 に 対 し て 経 済 的 支 援 や 情 報 提 供 、 保 育

サ ー ビ ス の 拡 充 な ど を 行 う こ と で 子 育 て 家 庭 の 負 担 を 軽 減 し 、 子

育てしやすい環境を整えることです。  

具体的には、保育料の軽減、育児休業制度の拡充、子育て情報の

提 供 ・ 相 談 の 実 施 、 相 談 窓 口 の 設 置 、 子 育 て 家 庭 の 経 済 的 支 援 、

住 宅 支 援 、 就 労 支 援 、 教 育 支 援 、 医 療 支 援 、 精 神 ・ 心 理 的 支 援 等

が あ り ま す が 、 子 育 て 支 援 の 拡 充 は 少 子 化 対 策 と し て 重 要 な 施 策

で す 。 子 育 て 家 庭 が 安 心 し て 子 育 て で き る よ う 、 積 極 的 に 政 策 を

進めていく必要があります。  

また、子供の成長にも効果的です。  

子育て支援を受けることで親は子育てに専念することができ、子

供 は よ り 充 実 し た 環 境 で 成 長 す る こ と が で き ま す し 、 子 供 と 家 庭

の 両 方 に メ リ ッ ト が あ る 施 策 で あ り 、 子 育 て 支 援 の 拡 充 に よ り 少

子化対策と子供の成長を同時に実現することができます。  

しかし、子供を持ちたいが、積極的になれない環境がたくさんあ

ります。  

例えば経済的な理由で子供を産むのが難しい場合や、仕事や学業

に 忙 し く て 子 供 を 産 む 時 間 が 取 れ な い 場 合 が あ り ま す 。 ま た 、 子

供 を 産 ん だ ら 夫 婦 関 係 や 自 分 の キ ャ リ ア に 影 響 が 出 て し ま う の で

は な い か と い う 不 安 を 抱 え て い る 場 合 も あ り ま す 。 こ れ ら の 環 境

で は 、 子 供 を 産 む と い う 選 択 を 積 極 的 に で き な い か も し れ ま せ ん 。  

しかし、子供を産むかどうかは、最終的には本人とパートナーが

決めることです。  

経済的な理由や、仕事や学業が忙しい場合でも、子供を産むため

の支援制度やサービスはたくさんあります。  

子供を産むかどうかは人生の大きな決断です。慎重に検討した上

で 、 自 分 に と っ て 最 善 の 選 択 を し な け れ ば な り ま せ ん 。 そ の た め

に 、 子 供 を １ 人 育 て 上 げ る た め の バ ッ ク ア ッ プ が な い と 子 供 は 増

えていきません。  

町においても、このようなバックアップにより子育て支援の拡充

を 図 っ て い っ て は と 思 い ま す が 、 今 ま で 以 上 の 拡 充 を 考 え て い な

いのかお伺いします。  
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 議   長  こども政策統括幹。  

こども政策統括幹  私のほうからまた回答させていただきます。  

出産は個人の自由な選択でございます。出産を希望しながらも、

今 議 員 の ほ う か ら も 御 指 摘 が ご ざ い ま し た が 、 経 済 的 な 理 由 や 時

間 的 余 裕 、 ま た 、 精 神 的 な 負 担 等 に よ り そ の 機 会 を 逃 し て し ま う

方がいるのが現状でございます。  

子供を持つという選択を尊重するためには、経済的な支援だけで

は な く 、 安 心 し て 出 産 、 子 育 て が で き る 環 境 を 整 え る こ と が 必 要

であると考えております。  

この秋に、こども基本法に基づく国のこども大綱が、そして、国

の大綱を勘案し、県のこども計画が示されます。  

こうした計画を踏まえ、今後予定しております第３期の子ども・

子 育 て 支 援 事 業 計 画 並 び に 町 の こ ど も 計 画 の 策 定 に お い て 、 し っ

か り と 議 論 を す る 中 で 、 町 独 自 の 新 た な 支 援 に つ い て も 検 討 し て

いきたいと考えております。  

しかし、少子化対策、子育て支援策の強力な推進は町だけで実現

す る も の で は ご ざ い ま せ ん 。 国 や 県 と の 役 割 分 担 の 下 で 、 互 い に

連 携 す る こ と で 好 循 環 を 生 み 出 し 、 子 供 を 持 つ こ と の 安 心 感 と 、

子 供 や 子 育 て 世 代 を 地 域 み ん な で 支 え る 機 運 の 醸 成 を 図 る こ と が

で き れ ば 、 結 果 、 子 供 を 持 つ と い う 選 択 の 後 押 し に つ な が る の で

はないかと考えております。  

議   長  川畑議員。  

  ９番   子育て支援の拡充といっても、あまりにも抽象的過ぎて分かりに

くいと思いましたが、子供を持つ安心感がある町として、行政が一

番に分かってやれて支援してやる、きめ細やかなコミュニケーショ

ンを取ることが、安心な町として若者が見てくれるので、町民が気

づく前に行政がいち早く進めてやっていってほしいという感じであ

りますので、よろしくお願いします。  

次に、子育て支援のために無料にできるものはですが、子育て支

援の充実は、町では十分されていると思います。  

しかし、近隣市町が同じような政策を展開する中で、移住・定住

に は ど う し て も 美 浜 町 を 選 ん で く れ な い 現 実 が あ り ま す 。 だ か ら

人口が増えないのです。  
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 そこで、子育てをする家庭のニーズに合わせて、様々なことを新

た な 政 策 と し て 無 料 化 し て い く こ と が 子 育 て を す る 家 庭 の 負 担 を

軽減することになり、子育て支援の充実が図れます。  

美浜町なら、敦賀市や若狭町、あるいは嶺南地域に比べて子育て

支 援 が 充 実 し て い て 、 子 供 が 大 き く な る ま で は 安 心 し て 住 め る 町

で あ る と 思 わ れ る よ う な 町 で な い と 住 ん で も ら え な い の で は な い

か と 考 え ま す 。 そ の た め に は 、 ほ か と 違 う と こ ろ を 発 揮 し な け れ

ば美浜町のよさは出てこないと思います。  

例えばすくすく美浜っ子サイトの開設、すみずみ子育てサポート

事 業 、 み は マ マ サ ポ ー ト 事 業 、 出 産 ・ 子 育 て 応 援 ギ フ ト 、 在 宅 育

児 応 援 手 当 等 、 す ば ら し い 応 援 、 子 育 て 支 援 が ず ら り と あ り ま す 。

こ れ ら が 満 足 の い く 子 育 て 支 援 で あ れ ば 、 人 口 減 少 に よ る 転 出 超

過にはなりません。  

そのためには、子育て支援の拡充の一つに保育料の無料化を考え

るべきです。  

現在、０歳から２歳までは、保護者の町民税課税 額により無料の

世 帯 と 有 料 の 世 帯 に 分 か れ ま す 。 ８ 段 階 に よ る 所 得 制 限 を 受 け て

いるのです。  

また、３人の子供がいる家庭では、３人目は無料になっています

が 、 ２ 人 目 は 半 額 に な り ま す 。 世 帯 収 入 が ６ ４ ０ 万 円 未 満 な ら ２

人 目 の 保 育 料 は 無 料 に な り ま す 。 ３ 歳 か ら ５ 歳 ま で は 無 償 に な っ

ております。  

しかし、給食費が有料になっておりますが、所得制限により無料

世帯は設けられています。  

なぜそこまで細かく分けて有料や無料としているのかよく分かり

ま せ ん が 、 全 て の 保 育 料 が 無 料 に な れ ば 、 ど れ だ け の 子 育 て を す

る家庭の負担を大きく軽減することができ るか。  

２つ目に考えることは、学校給食費の無料化です。  

給食費は子供の育成費の大きな役割を占めており、その負担が減

る こ と で 家 計 に 余 裕 が 生 ま れ ま す 。 経 済 的 な 負 担 が 軽 減 さ れ る 理

由は、給食費は毎月数千円かかるためです。  

給食費が無料になれば、この費用をほかのことに充てることがで

きます。例えば子供の習い事や教育費に充てることができます。  
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 一般家庭で年収６００万円の家庭では、月額の子供に対しての習

い 事 の 費 用 は 、 習 い 事 の 種 類 や 地 域 に よ っ て 異 な り ま す が 、 平 均

し て １ 万 円 程 度 で す 。 こ の 部 分 を 無 料 化 に よ り 補 助 し て い け れ ば 、

喜ばれるに間違いないと思います。  

３つ目に考えることは、町の主な施設の使用料を、子供は無料、

親 子 で も 無 料 に す る こ と は 、 子 育 て 支 援 の 観 点 か ら 有 効 な 施 策 だ

と思います。  

子育ては経済的にも時間的にも負担が大きいものです。そのため、

子 育 て 家 庭 に 経 済 的 な 支 援 を す る こ と が 、 子 育 て を よ り 安 心 し て

行うことができる環境を整える上で重要です。  

町の主な施設の使用料を無料にすることで、子育て家庭の経済的

な 負 担 を 軽 減 す る こ と が で き ま す 。 ま た 、 町 の 主 な 施 設 を 利 用 す

る こ と で 、 子 育 て 家 庭 は 子 育 て の 息 抜 き や リ フ レ ッ シ ュ を す る こ

とができます。  

町の主な施設の使用料を無料にすることは幾つかのメリットがあ

り ま す 。 子 育 て 世 代 の 負 担 軽 減 、 子 育 て 世 帯 の コ ミ ュ ニ テ ィ 形 成

の促進、町の活性化等になります。  

これらの制度を検討し、子育て世帯の負担軽減と町の活性化を両

立させることができるかどうか検討する必要があります。  

子ども・子育て支援では所得制限があります。これは、全ての家

庭 に 対 し て 支 援 を 行 う と 財 政 負 担 が 大 き く な る た め で す 。 そ の た

め 、 所 得 制 限 を 設 け る こ と で 支 援 の 対 象 を 絞 り 、 財 政 負 担 を 抑 え

て い ま す 。 し か し 、 僅 か な 人 口 で す 。 取 得 制 限 を と っ ぱ ら っ て 無

料化を進めていくほうが絶対いいと思います。  

医療費の無料化、保育料の無料化、給食費の無料化、公共施設の

無 料 化 、 こ の ４ つ の 政 策 を 完 全 無 料 化 に で き れ ば 、 他 市 町 に 奪 わ

れ て し ま っ て い る 子 育 て 世 代 は 、 美 浜 町 は 子 育 て 支 援 の 充 実 し た

町 な の か と 感 じ 取 り 、 今 よ り 喜 ん で 移 住 し て く る 可 能 性 が あ り ま

す。  

これらの施策により、美浜町がどこにもない子育ての町として受

け 止 め て く れ る 若 者 が 出 て く る の な ら 、 や っ て み る 価 値 は あ る の

ではないでしょうか。  

子育てができる町は衰退しません。原子力立地町としての美浜町
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 で は あ り ま す が 、 そ れ 以 外 の こ と も 考 え て い く こ と が 現 実 で あ り 、

こ う い っ た 一 面 を 前 面 に 打 ち 出 し て い く こ と が 、 人 口 減 少 の 町 と

して解決策の一つになるのではないかと考えます。  

子育てに特化したまちをつくることを望みますが、町長の意見を

お伺いします。  

議   長  町長。  

町   長  ただいま川畑議員より、子育て支援についていろいろと御提案を

いただいたところでございまして、特に習い事の支援につきまして

は、今議会でそういった支援策を、県の支援策をさらに充実する形

で予算を計上させていただいておるところでございます。  

今ほど医療費、保育料、学校給食、また施設の無料化についての

御 提 案 を い た だ き ま し た 。 こ れ を 進 め る こ と で 若 者 世 代 の 移 住 促

進 に つ な が る だ ろ う と い う 御 提 案 で ご ざ い ま す け ど も 、 全 て の 子

育 て 世 代 が 恩 恵 を 受 け ら れ る と し て 、 国 の こ ど も 未 来 戦 略 方 針 に

も 、 児 童 手 当 の 拡 充 の ほ か 学 校 給 食 費 の 無 償 化 の 検 証 等 が う た わ

れているところでございます。  

しかし、サービスの提供には持続的な財源が必要でございます。

御 提 案 を い た だ い た ４ つ の 無 償 化 施 策 の 中 で 、 子 ど も 医 療 費 は 既

に 実 施 済 み で ご ざ い ま す が 、 保 育 料 や 給 食 費 の 無 償 化 に つ き ま し

て は 、 持 続 的 な 行 政 運 営 を 行 う と い う 観 点 か ら 、 慎 重 に 見 極 め る

必 要 も ご ざ い ま し て 、 様 々 な 施 策 の 中 で 優 先 順 位 を つ け な が ら 、

次 世 代 へ の 負 担 も 踏 ま え 、 検 証 し て い き た い と 、 そ う す べ き だ と

いうふうに考えてございます。  

また、公共施設の使用に関しましては、今年度より国が公共施設

を 利 用 す る 際 の 子 供 優 先 の 取 組 を ス タ ー ト さ せ て お り ま す の で 、

本 町 で も ニ ー ズ 等 を 踏 ま え な が ら 、 使 用 料 の 無 償 化 に 限 ら ず 、 子

供 た ち に と っ て 有 意 義 な 体 験 の 場 を 提 供 で き ま す よ う 検 討 を 深 め

てまいりたいというふうに考えているところでございます。  

現在、若い世代の移住者の増加や高い出生率を実現した自治体の

状 況 を 分 析 し て み ま す と 、 子 供 を 地 域 全 体 で 見 守 る 支 え 合 い の コ

ミ ュ ニ テ ィ が 形 成 を さ れ て い る こ と 、 ま た 、 気 軽 で 柔 軟 な 子 育 て

サ ポ ー ト が あ り 、 職 場 で の 柔 軟 な 働 き 方 が 可 能 に な っ て い る こ と

な ど 、 こ れ は 若 者 世 代 だ け で な く て 、 多 く の 人 が 住 み た い と 思 う
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 よ う な 思 い や り と 魅 力 に あ ふ れ た 町 で ご ざ い ま し て 、 こ う し た こ

と も 人 口 減 少 対 策 、 さ ら に は 子 ど も ・ 子 育 て を 進 め て い く 上 で 参

考になる実例かなと考えているところでございます。  

町ではこれからも少子化対策、子育て支援策の強化を、御提案い

た だ い た よ う な こ と も 含 め て し っ か り と 図 り な が ら 、 地 域 み ん な

で 子 育 て を 支 え る 機 運 の 醸 成 に つ な が り ま す 施 策 を 進 め る と と も

に 、 地 域 愛 あ ふ れ る 魅 力 的 な ま ち づ く り を し っ か り と 進 め て ま い

りたいというふうに考えてございます。  

議   長  川畑議員。  

  ９番   町民全体から住みたいと思えるような思いやりと魅力にあふれた

町であると回答をもらいました。私もそう思います。  

しかし、持続的な財政運営がなぜできないのか。予算の見直し、

カ ッ ト を 考 え 、 若 者 世 代 の ニ ー ズ に 必 要 で あ る と 感 じ て も ら わ な

け れ ば な ら な い の に 、 現 実 で は 町 の 支 援 は 進 ん で い て 、 今 以 上 に

考えられないと理解しました。  

私としては、４つの無料化に対しての気持ちとしては、今の町長

答 弁 は 残 念 や な と 思 い ま す が 、 時 期 が 来 て 、 町 長 が や ら な け れ ば

ならないのだと思うときが今ではないと感じます。  

今後の美浜町の子育て支援に期待しますので、それを期待して一

般質問を終わりたいと思います。ありがとうございました。  

議   長  以上で川畑議員の一般質問を終わります。  

これで本日の一般質問は終わります。  

なお、来週５日火曜日は、午前１０時から予算決算常任委員会が

開会されますので、よろしくお願いいたします。  

本日はこれにて散会いたします。  

御苦労さまでございました。  

（散会宣言  午前１１：３８）  
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 議   長  本日は、上道議員からの欠席届があります。現在１３名が出席さ

れております。  

定足数に達しておりますので、会議は成立いたしました。  

（再開宣言  午前１０：０５）  

議   長  ただいまより、令和５年第５回美浜町議会定例会を再開いたしま

す。  

直ちに本日の会議を開きます。  

職務執行のため、議会事務局長を出席させております。  

地方自治法第１２１条の規定により、説明のため、町長、副町長、

教育長及び両統括幹、各課長、会計管理者の出席を求めました。  

これより議事に入ります。  

本日の議事日程は、お手元の日程表のとおりと定めます。  

日程第１  会議録署名議員の指名についてでありますが、会議規

則第１２５条の規定により、議長において指名いたします。  

前日に引き続き、  

３番  中牟田春子君  

９番  川畑忠之君  

の両君を指名いたしますので、よろしくお願いいたします。  

日程第２  議案第５６号  令和４年度美浜町一般会計歳入歳出決

算 の 認 定 に つ い て か ら 日 程 第 １ ９  議 案 第 ７ ３ 号  令 和 ５ 年 度 美

浜 町 上 水 道 事 業 会 計 補 正 予 算 （ 第 ２ 号 ） ま で を 一 括 し て 議 題 と い

たします。  

去る８月３０日、予算決算常任委員会に審査を付託いたしました

議案の審査結果報告を予算決算常任委員長に求めます。  

兼田予算決算常任委員長。  

予算決算常任委員長  ただいまから、予算決算常任委員会の委員長報告を行います。  

令和５年９月５日及び６日の午前１０時から 、美浜町議会全員協

議 会 室 に お い て 、 委 員 １ ３ 名 及 び 議 長 の 出 席 の 下 、 本 委 員 会 を 開

催 し 、 ８ 月 ３ ０ 日 に 本 委 員 会 に 付 託 さ れ ま し た 議 案 １ ８ 件 の 審 査

を行いました。  

当日は、説明のため、町長、副町長、教育長、両統括幹、各課長

及び会計管理者の出席を求めました。  

また、職務執行のため、議会事務局長を出席させました。  
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 以下、本委員会で審査された主な点について申し上げます。  

議案第５６号  令和４年度美浜町一般会計歳入歳出決算の認定に

ついて。  

総務課長より、令和４年度美浜町歳入歳出決算書及び令和４年度

一 般 会 計 決 算 の 概 要 、 町 の 財 政 状 況 の 説 明 を 受 け た 後 、 質 疑 に 入

りました。  

令和４年度一般会計決算の 概要について、町の財政状況、歳入歳

出決算書。  

質疑、町税の総額に占める原子力発電所関連の割合はどの程度か。  

回 答 、 町 税 の 総 額 に 占 め る 原 子 力 発 電 所 関 連 の 割 合 は ７ ４ . ４

１％である。詳細について は 、法人町 民税が４１４万１ , ００ ０円、

固定資産税、土地で２ , ５１２万円、家屋で１億４ ,０５４万５ ,０

００円、償却資産で３４億１ ,０２０万７ ,０００円である。  

質疑、町民税が令 和３年度の ６億７ , ０００万円から令 和４年度

５億７ ,５００万円に下がった要因は何か。  

回答、個人町民税の減については人口減少が原因であり、法人町

民 税 の 減 に つ い て は 町 内 企 業 の 業 績 が 大 き く 落 ち 込 ん だ こ と が 原

因と考えている。  

質疑、北山法夫中 学校教育振 興等基金 の４万１ , ００ ０円の使い

道は何か。  

回答、教育支援センターなないろに係る備品で、書籍２４冊と炊

飯器を購入した。  

質疑、今後、 北山法夫中学校教育振興等基金をどのような思いを

持 っ て 使 っ て い く の か 。 故 人 が バ レ ー ボ ー ル 協 会 の 会 長 を さ れ て

い た こ と か ら 、 ス ポ ー ツ 関 係 の 備 品 等 に 大 き な お 金 を 使 う こ と を

希望すると思うが。  

回答、故人の北山先生は、教員として在職中から不登校の 児童生

徒 に 心 を 痛 め ら れ て お り 、 町 と し て も 、 そ の 対 策 に 基 金 を 活 用 し

た い と 考 え て い る 。 ま た 、 小 中 学 校 や 教 育 支 援 セ ン タ ー な な い ろ

等と相談して 有効に活用していきたい。  

質疑、田中健記念ふるさと美浜「未来の懸け橋」基金 １０万円の

使い道は何か。  

回答、東京美浜会の開催に関する補助として１０万円を支給した。  
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 質疑、今後、田中健記念ふるさと美浜「未来の懸け橋」基金はど

のように使っていくのか。  

回答、基金の使い道として、基金条例に示されている青少年の健

全 な 育 成 及 び 国 際 交 流 に 関 す る 事 業 、 ス ポ ー ツ 振 興 に 資 す る 事 業 、

本 町 と 本 町 出 身 者 の 交 流 を 深 め 、 互 い の 発 展 に 資 す る 事 業 の 中 で

活用していきたい。  

質疑、財政調整基金１６億円の取崩しはどのような ときに行うの

か。  

回答、財政調整基金は、年度間の財源の不均等を調整するための

基 金 で 、 大 規 模 災 害 の 発 生 時 や 大 幅 な 税 収 の 減 が あ っ た 際 に 取 崩

し を 行 う 。 今 後 、 固 定 資 産 税 が ３ 億 円 ず つ 減 収 す る こ と な ど が 分

か っ て い る た め 、 そ う い っ た こ と に 対 し て 備 え る こ と が 大 事 と 考

え て い る 。 た だ 、 今 後 に つ い て は 、 目 的 別 の 基 金 も 早 め に 積 み 立

て し て 、 計 画 的 に 事 業 を 実 施 で き る よ う に す る な ど の 方 法 も 検 討

していきたい。  

質疑、町の財政指標の状況がよいが、これからどのようなことに

心がけて運営していくのか。  

回答、例えば公債費については、臨時財政対策債のように５年度

の 普 通 交 付 税 に よ っ て 措 置 さ れ る も の や 、 返 す 以 上 に 借 り な い と

いうことを心がけて、財政の健全な運営を図っていきたい。  

令和４年度美浜町一般会計歳入歳出決算事項別明細書 （主要施策

説明書）歳出。  

総務費。  

質疑、ＲＰＡ導入事業のＲＰＡ基本ソフトウェア使用料２２０万

円は毎年必要なのか。  

回答、ライセンス料であり、毎年必要である。  

質疑、エネルギー環境教育体験館きいぱすの学校利用者の数が令

和３年度に比べて大幅に減っている理由は何か。  

回答、コロナが終息に向かい、県外への移動が緩和され、県内の

学校が県外の ほうに行くようになったからである。  

質疑、エネルギービジョン推進事業の委員会の構成メンバーは誰

なのか。  

回答、会長の福井大学、川本義海先生をはじめ、町からは副町長、
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 農 協 、 漁 協 、 商 工 の 各 関 係 者 、 青 年 会 議 所 の ほ か に 地 域 事 業 所 等

の方も参加しており、総勢１７名で構成している。  

質疑、美浜町内公共施設における ＰＰＡモデル導入可能性調査業

務によって何が得られたのか。  

回答、町内の公共施設でＰＰＡモデルを導入することは、採算面

で 難 し い こ と が 分 か っ た 。 引 き 続 き 、 地 域 の 脱 炭 素 の 取 組 を 委 員

会で検討していく。  

質疑、美浜町エネルギーシェアリング 利活用可能性調査業務の結

果はどのように事業に結びつけていくのか。  

回答、美浜町エネルギービジョンの推進に向け、公共施設や集会

所 等 へ の 太 陽 光 発 電 等 、 再 エ ネ の 導 入 や 県 の 嶺 南 Ｅ コ ー ス ト と 連

携 し た ス マ ー ト タ ウ ン 構 想 等 に 今 回 の 調 査 結 果 を 活 用 し た い と 考

えている。  

質疑、若者ファンづくり事業の企画運営に携わっている人の声は

行政に上がってきているのか。  

回答、非常に自主的で、いろいろ活発な意見や反省点など 、具体

的に聞いている。  

意見、事業として期待しているため、今後も美浜町内外の若者に

浸 透 さ せ て 、 美 浜 町 を 魅 力 的 に 感 じ ら れ る よ う な 取 組 を し て も ら

いたい。  

質疑、職員に提供されているパソコンについて、今後 、Ｗｉ－Ｆ

ｉの活用は考えているのか。  

回答、机の上での活用であり、今のところＷｉ－Ｆｉの活用は考

えていない。  

意見、今後、Ｗｉ－Ｆｉの活用を検討してもらいたい。  

質疑、住民票などコンビニ交付の利用状況はどのようになってい

るのか。  

回答、令和５年２月から始まり、２月が８９件、３月が１４７件、

４ 月 が １ ２ ３ 件 、 ５ 月 が ６ ７ 件 、 ６ 月 が １ ０ ５ 件 、 ７ 月 が １ ０ ６

件 と な っ て い る 。 ３ 月 、 ７ 月 は 人 の 異 動 が 多 い の で 、 住 民 票 等 を

取 る 方 も 多 い 。 除 籍 等 を 含 む 全 証 明 書 の 交 付 割 合 は 、 役 場 が ８

５％、佐田出張所が３％、コンビニが１２％である。  

質疑、区が管理している防犯灯について、ＬＥＤ化されていない
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 防犯灯は、町で負担して交換してはどうか。  

回答、ＬＥＤ化されていない防犯灯が５１６灯ほど残っており、

計 画 と し て は 、 １ 年 間 に １ ０ ０ 灯 ず つ 交 換 し 、 令 和 ９ 年 度 に 終 わ

れればよいと考えている。  

質疑、町が管理している防犯灯のＬＥＤ化の状況はどうなってい

るのか。  

回答、防犯灯の全 数が１ , ２ ２４灯あ り、そのうち ＬＥ Ｄ化した

の は ３ １ ３ 灯 で 、 約 ２ ６ ％ で あ る 。 今 後 ５ 年 間 で 計 画 的 に 更 新 を

行っていく予定である。  

質疑、福井ふるさ と茶屋 整備 支援事業 ３ , １２０万円 の中で、地

元の負担金はないのか。  

回答、施設設備や活動経費は県補助金を財源とした町補助金を充

て た の で 、 地 元 の 負 担 は な い 。 た だ 、 備 品 の 購 入 に つ い て は 、 集

落元気プランの活動補助を活用しており、一部負担している。  

意見、集落の活性化が期待できる事業については、各集落にしっ

かり宣伝してもらいたい。  

質疑、健康楽膳拠点施設こるぱの来場者が年々 増加している理由

は何か。  

回答、県と合同でイベント等を開催している結果、来場者が増え

ていると考えている。  

質疑、固定資産評価 基図更新事業の航空写真撮影及び画像データ

作成業務委託の進捗具合はどうなっているのか。  

回答、令和４年１１月に航空写真を撮影し、そのデジタルデータ

を 固 定 資 産 税 の 管 理 シ ス テ ム に 落 と し 込 み 、 適 正 な 評 価 を す る た

め の 資 料 を 作 成 し て い る 。 令 和 ５ 年 度 に つ い て は 、 来 年 度 が 固 定

資 産 税 の 評 価 替 え と な る の で 、 地 目 の 修 正 等 の 変 更 点 の 確 認 を 行

う。  

民生費。  

質疑、地域福祉力強化推進事業で、社会福祉協 議会から職員２名

を 連 携 職 員 と し て 健 康 福 祉 課 に 配 置 し て い る が 、 社 会 福 祉 協 議 会

の人材は不足していないのか。  

回答、町内全ての福祉関係の事業所で人材は不足している。ただ、

連 携 を 持 っ て 事 業 に 取 り 組 む と い う 観 点 か ら 、 相 互 に 効 率 的 に 活
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 用している。  

質疑、連携職員として委託している目的は何か。  

回答、高齢者、障がい者、児童など、地域福祉活動を支える関係

団 体 の 地 域 組 織 や ボ ラ ン テ ィ ア 等 の 地 域 力 強 化 が 必 要 で あ る こ と

か ら 、 重 層 的 支 援 連 携 を 強 化 し 、 さ ら に は 、 制 度 か ら 外 れ る 方 々

への支援体制の基盤整備である。  

意見、今度も有効的な連携になるようにしてもらい 。  

質疑、福祉事業等に対する物価高騰対策緊急支援事業は令和５年

度も実施するのか。  

回答、令和５年度９月の補正予算で、引き続き実施できるよう予

算を計上している。  

質疑、福祉支援センターあいぱるの設置場所が住宅街にあること

に対し、どのように考えているのか。  

回答、あいぱるは発達に支援の必要な児童等に対し、相談や指導、

療 育 を 行 う 機 能 と 障 害 者 の 生 活 介 護 を 行 う 施 設 で あ る 。 そ う し た

方 々 が 、 身 近 な と こ ろ で 気 軽 に 相 談 、 利 用 で き る よ う 現 在 の 場 所

に 設 置 し た 。 地 域 み ん な で 支 え 合 い 、 見 守 る と い う 観 点 か ら も 、

適当であると考える。  

衛生費。  

質疑、楽膳の里運動推進事業の健康プログラム実施業務委託料４

５６万円の委託先はどこか。  

回答、タニタヘルスリンクである。  

質疑、委託内容は何か。  

回答、セミナーの開催や活動量計の管理、または事業のまとめ等

である。  

質疑、委託したことによる成果は出ているのか。  

回答、健診の受診率アップであったり、医療 へのかかり方等につ

い て は 改 善 し て い る 。 ま た 、 高 血 圧 等 の 方 の 医 療 費 等 も 削 減 し て

いるので、一定の効果はあったと考えている。  

質疑、公立小浜病院組合に関して、事務局２名が辞められたとの

こ と だ が 、 負 担 金 を 負 う 美 浜 町 と し て は 、 病 院 運 営 に 関 し 注 視 し

ている点は何か。  

回答、定期的に報告を受け ており、組織運営に当たり、人員を含
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 め、体制整備についてしっかり取り組むよう申し入れた。  

質疑、海岸漂着物撤去処分事業の海岸漂着物の回収量 が、令和４

年度は令和３年度に比べ大幅に増えているが、要因は何か。  

回答、悪天候 等により海岸に漂着したものが例年以上に多かった

からである。  

労働費。  

質疑はありませんでした。  

農林水産業費。  

質疑、園芸育成支援事業のリースハウスを活用した新規就農者は、

今も美浜に定住しているのか。  

回答、２人の新規就農者がいて、 １人は町内で定住しているが、

もう一人は途中でリタイヤして帰られた。  

質疑、がんばる農業者応援事業などの一次産業に対しての事業を

令和５年度も実施するのか。  

回答、国や県の交付金を活用しての事業について、 令和５年度も

実 施 し て い く が 、 令 和 ４ 年 度 ほ ど 大 規 模 で は な い と 想 定 し て い る 。  

意見、町からも国や県に一次産業に対する支援を強く要望しても

らいたい。  

質疑、儲かるふくい 型農業総合支援事業の成果は出ているのか。  

回答、新規就農者の 数は増えている。今後、売上げ等の実績が上

がっていくと いいと考えている。  

質疑、町の補助率が水田支援、園芸支援、新規就農者で違うのは

なぜか。  

回答、町の水田支援は４分の１、園芸支援は３分の１、新規就農

に 関 し て は ２ 分 の １ で あ り 、 農 業 の 基 本 計 画 で ア ク シ ョ ン プ ラ ン

を 立 て な が ら 、 農 業 人 材 育 成 拠 点 施 設 を つ く っ た 経 緯 が あ り 、 園

芸 を 推 進 し て い く 考 え が あ っ た か ら で あ る 。 水 稲 だ け で は な く 園

芸 と の 複 合 経 営 も 増 え て き て お り 、 し っ か り と 補 助 率 を 考 え 、 対

応していきたい。  

質疑、主に猿に関して、今まで実施していない有害鳥獣対策は考

えているのか。  

回答、今までに比べ、新たな場所におりの設置をして 実績を上げ

て お り 、 報 奨 金 を 上 げ た り 、 追 い 払 い 方 に つ い て も 今 ま で と 違 っ
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 たことをしている。  

意見、猿にＧＰＳをつけたり、各集落合同で追い払いをする等の

施策を望む。  

質疑、新幹線開業に 向けた若狭牛出荷拡大促進事業で、若狭牛の

導 入 に 対 し て 支 援 し て い る が 、 町 と し て 若 狭 牛 の 頭 数 を 増 や す 考

えはないのか。  

回答、町としては増やしたい考え があるが、増やす取組をするの

は 酪 農 家 や 畜 産 事 業 者 で あ り 、 現 在 の 状 況 を 見 て い る と 、 一 気 に

増やすことは難しいと考える。  

商工費。  

質疑、美浜町レイクセンターにお土産売場がない理由は何か。  

回答、町内の店と競合しないようにするため、お土産売場を設置

しなかったと聞いている。  

質疑、インターネットで三方五湖遊覧船と検索すると海山の遊覧

船 が ト ッ プ に 出 て く る が 、 電 池 推 進 遊 覧 船 は 見 つ け 出 せ な い 。 こ

のままでよいのか。  

回答、検索については、美浜町レイクセンターにも周知して、た

くさん探し当てる方法を考えている。  

質疑、はあとふる体験推進事業の体験者が年々増えている要因を

把握しているのか。  

回答、コロナ禍の際は、３密回避の観点から、はあとふる体験は

屋 外 で の 体 験 で あ っ た こ と 、 ま た 、 大 型 の 小 学 校 、 中 学 校 の 受 入

れが多かったことが要因として考えられる。  

意見、成功例の事業については、分析をしっかりして今後の事業

に活用してもらいたい。  

質疑、体験の受入れを断っている原因を把握しているのか。  

回答、断っている原因については、マンパワーや宿泊の施設の問

題 が あ る と 推 測 し て い る 。 受 入 れ の キ ャ パ シ テ ィ ー を 含 め 検 討 す

る。  

意見、問題を解決するための議論や、行政 に提案をしてもらいた

い。  

質疑、はあとふる体験者の宿泊先について、以前は民泊を推進し

て い た が 、 現 在 は 民 宿 や ホ テ ル を 推 進 し て い る 。 今 後 、 ど の よ う
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 に考えているのか。  

回答、業者とも相談しながら、どこを推進していくかを検討して

い き た い 。 な る べ く 美 浜 町 内 で 宿 泊 し て も ら え る よ う に し て い き

たい。  

質疑、民泊等活性化事業で７件の支援があったとのことだが、受

入れ人数がどれぐらい増えたのか。  

回答、部屋数を増やすというより も、内装の改修で宿泊単価を上

げる方向で考えている。  

質疑、観光客を増やして民宿等で宿泊してもらう事業を実施する

考えはないのか。  

回答、民宿を増やすことも考慮して、観光協会とも相談しながら

検討をしていきたい。  

土木費。  

質疑、町道笹田・苧線の道路の状況はどうか。  

回答、町道笹田・苧 線については、全面舗装して、利便性のよい

町道として管理している。  

意見、町道笹田・苧線から若狭町につながっている道路に傷んだ

箇 所 が あ る が 、 若 狭 町 に 伝 え て 修 繕 し て も ら い た い 。 い い 観 光 地

にしてもらいたい。  

質疑、旧国道からなびあす までの歩道にあるフットライトが危険

と感じるが、把握しているか。  

回答、フットライトについては、黒色で四角いもので、夜間照明

が つ け ば 光 で 確 認 で き る が 、 視 認 性 が 悪 い と 感 じ て い る 。 今 後 、

歩 行 者 に 優 し い 道 路 づ く り を 目 指 し 、 対 応 が 必 要 で あ れ ば 検 討 を

行う。  

質疑、道の駅はまびよりの中に、うどんなど を食べられる店が入

る予定はないのか。  

回答、今のところ予定はない。  

質疑、町道北田・菅浜線の落石対策の計画はどのようになってい

るのか。  

回答、現在、県の担当部署に協力をいただき、 工法等を含め検討

中である。  

消防費。  
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 質疑はありませんでした。  

教育費。  

質疑、学校プールの一般開放の実績はどうなっているか。  

回答、令和４年度については、コロナ禍のため小学校のプール学

習 の み 実 施 し た 。 今 年 度 は 東 地 区 の プ ー ル を 夏 休 み 中 の １ ８ 日 間

に わ た っ て 一 般 開 放 し た が 、 猛 暑 を 受 け 、 終 日 稼 働 で き た の は ４

日間で、ほかの日は開設基準値の３５度を超えていた。  

公債費。  

質疑はありませんでした。  

定額資金運用状況。  

質疑はありませんでした。  

歳入。  

質疑はありませんでした。  

議案第５７号  令和４年度美浜町診療所事業特別会計歳入歳出決

算の認定について。  

健康福祉課長より説明を受けた後、質疑に入りました。  

質疑、丹生診療所及び東部診療所で年々延べ患者数が減って いる

こ と に 伴 い 診 療 収 入 が 減 っ て い る が 、 今 後 、 各 診 療 所 を 維 持 す る

ことはできるのか。  

回答、診療所には一般診療とは別の役割があると考えている。丹

生 診 療 所 に つ い て は 、 現 在 オ ン ラ イ ン 診 療 の 実 証 実 験 に 参 加 し て

お り 、 ま た 、 東 部 診 療 所 に つ い て 、 今 回 、 コ ロ ナ の 予 防 接 種 に 関

して、町全体の３割を担っていただいた。  

質疑、町の医療体制について、どのように考えているか。  

回答、診療所も含め病院の数は多いが、入院できる施設ではない

ことや小児科医師がいないことを課題と考えている。  

意見、今後も診療所を町民が利用しやすいように環境づくりをし

てもらいたい。  

議案第５８号  令和４年度美浜町国民健康保険事業特別会計歳入

歳出決算の認定について。  

住民環境課長より説明を受けた後、質疑に入りました。  

質疑はありませんでした。  

議案第５９号  令和４年度美浜町後期高齢者医療事業特別会計歳
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 入歳出決算の認定について 。  

住民環境課長より説明を受けた後、質疑に入りました。  

質疑はありませんでした。  

議案第６０号  令和４年度美浜町介護保険事業特別会計歳入歳出

決算の認定について 。  

健康福祉課長より説明を受けた後、質疑に入りました。  

質疑はありませんでした。  

議案第６１号  令和４年度美浜町簡易水道事業特別会計歳入歳出

決算の認定について。  

上下水道課長より説明を受けた後、質疑に入りました。  

質疑、配水管布設替え後の舗装復旧は全面的にできないのか。  

回答、国庫支出金を使用している工事であり、復旧できる幅が決

ま っ て い る た め 、 全 面 的 に 舗 装 で き る 箇 所 と で き な い 箇 所 が あ る 。  

議案第６２号  令和４年度美浜町集落排水処理事業特別会計歳入

歳出決算の認定について。  

上下水道課長より説明を受けた後、質疑に入りました。  

質疑はありませんでした。  

議案第６３号  令和４年度美浜町公共下水道事業特別会計歳入歳

出決算の認定について。  

上下水道課長より説明を受けた後、質疑に入りました。  

質疑はありませんでした。  

議案第６４号  令和４年度美浜町産業団地事業特別会計歳入歳出

決算の認定について 。  

産業振興課長より説明を受けた後、質疑に入りました。  

質疑はありませんでした。  

議案第６５号  令和４年度美浜町住宅団地事業特別会計歳入歳出

決算の認定について 。  

土木建設課長より説明を受けた後、質疑に入りました。  

質疑、スマートタウン推進事業の中で実施した可能性調査の結果

から何が得られたのか。  

回答、美し野と同規模の５０～６０区画の規模の候補地として、

町 内 で 西 小 学 校 区 、 中 央 小 学 校 区 で 評 価 の 高 い 候 補 地 が 見 ら れ た 。  

議案第６６号  令和４年度美浜町道路用地取得事業特別会計歳入
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 歳出決算の認定について。  

土木建設課長より説明を受けた後、質疑に入りました。  

質疑はありませんでした。  

議案第６７号  令和４年度美浜町上水道事業会計決算の認定につ

いて。  

上下水道課長より説明を受けた後、質疑に入りました。  

質疑はありませんでした。  

議案第６８号  令和５年度美浜町一般会計補正予算（第４号）。  

総務課長より説明を受けた後、質疑に入りました。  

質疑、財政調整基金２億２，０００万円を積み立てる理由は何か。  

回答、令和４年度決算時の 実質収支額が４億３，０００万円ほど

の 繰 越 し が あ っ た た め 、 そ の う ち の ２ 分 の １ 相 当 を 財 政 調 整 基 金

に 積 み 立 て る 旨 の 条 例 の 規 定 に 基 づ き ２ 億 ２ ， ０ ０ ０ 万 円 を 積 み

立てる。  

質疑、アンダー２９の夫婦支援事業補助を受けられる対象者に規

定はあるのか。  

回答、夫婦ともに３９歳以下かついずれかが２９歳以下の新婚世

帯である。世帯所得が５００万円未満という所得制限もある。  

質疑、ひとり親家庭こどもチャレンジ応援事業 は町独自の支援を

したのか。  

回答、県事業は、小学校４年生から６年生を対象に、学習塾以外

の 習 い 事 に 対 し 支 援 す る も の と な っ て い る 。 そ こ で 、 町 独 自 の 支

援 と し て 、 県 事 業 プ ラ ス 学 習 塾 を 含 め 手 厚 い 支 援 を し た い と 考 え 、

さ ら に 保 護 者 か ら の 心 配 事 と し て 教 育 と 進 学 に 関 す る 声 が 多 く あ

っ た こ と を 踏 ま え 、 中 学 １ 年 生 か ら ３ 年 生 の 学 習 塾 に 関 す る 経 費

に つ い て も 対 象 と し て 、 少 し で も 経 済 的 負 担 を 解 消 し た い と 考 え

ている。  

質疑、スポーツ拠点づくり自立促進事業補助８０万円の内容は何

か。  

回答、例年３月に開催される全国中学校選抜 ボート大会の運営費

の補助である。  

質疑、三方五湖ゾーン散策ツアー企画運営業務の委託先は決まっ

ているのか。  
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 回答、今のところ決まっていない。美浜町の観光素材を生かした

ツアー企画の商品化が見込めるか考えている。  

意見、美浜町のことをよく分かっている業者に委託してもらいた

い。  

質疑、新幹線の開業に向けて、行政の取組はどうか。  

回答、専門人材を招聘して４月の当初の時点から 動いている。小

浜 線 で は 、 観 光 列 車 を Ｊ Ｒ 西 日 本 が 計 画 し て い る 。 路 線 バ ス は 観

光 客 の 利 便 性 を 考 え 、 福 井 鉄 道 と 検 討 を 始 め て い る 。 レ イ ン ボ ー

ラ イ ン 、 道 の 駅 等 の イ ベ ン ト で は 、 広 く ア イ デ ア を 出 し て 、 町 を

挙げて進めたい。  

質疑、自主防災組織強化事業の資機材購入補助の応募者が予定よ

り多かった場合、どのように対応するのか。  

回答、応募が予定より多かった場合は、状況に応じて対応を検討

する。  

質疑、公共交通運行事業のタクシー事業者持続化補助の内容は何

か。  

回答、ＬＰガス車両からハイブリッド車等の省エネ車両に入替え

するための補助である。  

質疑、町内にあるタクシー事業者の運転手不足の状況を把握して

いるのか。  

回答、町内にタクシー事業者は２つあり、そのうちの１つの事業

者 に つ い て は 運 転 手 不 足 と 聞 い て お り 、 夜 間 に つ い て は 敦 賀 の タ

ク シ ー 事 業 者 に 来 て も ら う こ と も あ る と 聞 い て い る 。 運 転 手 募 集

の 合 同 企 業 説 明 会 を 開 催 し 、 運 転 手 の 確 保 を 県 等 と 一 緒 に 取 り 組

んでいる。  

質疑、町民レガッタ事業の動画配信委託料２８４万２，０００円

の内容は何か。  

回答、大会全般の様子をユーチューブ配信する予定である。また、

レ ー ス に つ い て は 、 ス タ ー ト か ら ゴ ー ル ま で を ド ロ ー ン で 撮 影 し

て、ユーチューブで配信する。  

質疑、町独自のユーチューブチャンネルはあるのか。  

回答、なびあすチャンネル である。  

質疑、美浜中学校のプール は、令和５年度に修繕が完了するのか。  
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 回答、現在、業者と 調整しながら修繕に向けて取り組んでいる。

部 材 の 納 期 等 の 問 題 も あ る が 、 な る べ く 早 く 修 繕 で き る よ う に 取

り組んでいく。  

議案第６９号  令和５年度美浜町介護保険事業特別会計補正予算

（第１号）。  

健康福祉課長より説明を受けた後、質疑に入りました。  

質疑はありませんでした。  

議案第７０号  令和５年度美浜町集落排水処理事業特別会計補正

予算（第２号）。  

上下水道課長より説明を受けた後、質疑に入りました。  

質疑はありませんでした。  

議案第７１号  令和５年度美浜町公共下水道事業特別会計補正予

算（第２号）。  

上下水道課長より説明を受けた後、質疑に入りました。  

質疑はありませんでした。  

議案第７２号  令和５年度美浜町住宅団地事業特別会計補正予算

（第２号）。  

土木建設課長より説明を受けた後、質疑に入りました。  

質疑はありませんでした。  

議案第７３号  令和５年度美浜町上水道事業会計補正予算（第２

号）。  

上下水道課長より説明を受けた後、質疑に入りました。  

質疑はありませんでした。  

以上の審査を終え、委員会採決を行いました結果を報告いたしま

す。  

議案第５６号  令和４年度美浜町一般会計歳入歳出決算の認定に

ついては、賛成多数をもって認定することに決しました。  

議案第５７号  令和４年度美浜町診療所事業特別会計歳入歳出決

算 の 認 定 に つ い て は 、 全 員 賛 成 を も っ て 認 定 す る こ と に 決 し ま し

た。  

議案第５８号  令和４年度美浜町国民健康保険事業特別会計歳入

歳 出 決 算 の 認 定 に つ い て は 、 全 員 賛 成 を も っ て 認 定 す る こ と に 決

しました。  
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 議案第５９号  令和４年度美浜町後期高齢者医療事業特別会計歳

入 歳 出 決 算 の 認 定 に つ い て は 、 全 員 賛 成 を も っ て 認 定 す る こ と に

決しました。  

議案第６０号  令和４年度美浜町介護保険事業特別会計歳入歳出

決 算 の 認 定 に つ い て は 、 全 員 賛 成 を も っ て 認 定 す る こ と に 決 し ま

した。  

議案第６１号  令和４年度美浜町簡易水道事業特別会計歳入歳出

決 算 の 認 定 に つ い て は 、 全 員 賛 成 を も っ て 認 定 す る こ と に 決 し ま

した。  

議案第６２号  令和４年度美浜町集落排水処理事業特別会計歳入

歳 出 決 算 の 認 定 に つ い て は 、 全 員 賛 成 を も っ て 認 定 す る こ と に 決

しました。  

議案第６３号  令和４年度美浜町公共下水道事業特別会計歳入歳

出 決 算 の 認 定 に つ い て は 、 全 員 賛 成 を も っ て 認 定 す る こ と に 決 し

ました。  

議案第６４号  令和４年度美浜町 産業団地事業特別会計歳入歳出

決 算 の 認 定 に つ い て は 、 全 員 賛 成 を も っ て 認 定 す る こ と に 決 し ま

した。  

議案第６５号  令和４年度美浜町住宅団地事業特別会計歳入歳出

決 算 の 認 定 に つ い て は 、 全 員 賛 成 を も っ て 認 定 す る こ と に 決 し ま

した。  

議案第６６号  令和４年度美浜町道路用地取得事業特別会計歳入

歳 出 決 算 の 認 定 に つ い て は 、 全 員 賛 成 を も っ て 認 定 す る こ と に 決

しました。  

議案第６７号  令和４年度美浜町上水道事業会計決算の認定につ

いては、全員賛成をもって認定することに決しました。  

議案第６８号  令和５年度美浜町一般会計補正予算（第４号） は、

賛成多数をもって承認することに決しました。  

議案第６９号  令和５年度美浜町介護保険事業特別会計補正予算

（第１号）は、全員賛成をもって承認することに決しました。  

議案第７０号  令和５年度美浜町集落排水処理事業特別会計補正

予 算 （ 第 ２ 号 ） は 、 全 員 賛 成 を も っ て 承 認 す る こ と に 決 し ま し た 。  

議案第７１号  令和５年度美浜町公共下水道事業特別会計補正予
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 算（第２号） は、全員賛成をもって承認することに決しました。  

議案第７２号  令和５年度美浜町住宅団地事業特別会計補正予算

（第２号）は、全員賛成をもって承認することに決しまし た。  

議案第７３号  令和５年度美浜町上水道事業会計補正予算（第２

号）は、全員賛成をもって承認することに決しました。  

以上のとおり審査を終了し、午後２時３５分に本委員会を閉会し

ました。  

これをもって、予算決算常任委員会の委員長報告を終わります。  

議   長  予算決算常任委員長の報告は終わりました。  

ただいまの報告に対し、質疑はございますか。  

（なしの声あり）  

議   長  質疑なしと認め、予算決算常任委員長の報告を終わります。  

以上で、委員長報告を終結いたします。  

これより討論を行います。  

議案第５６号について、討論はございますか。  

河本議員。  

  ７番   河本猛です。私は、ただいま討論の対象となっております 議案第

５６号  令和４年度美浜町一般会計歳入歳出決算の認定について に

対し、反対する立場から討論を行います。  

令和４年度の一般会計歳入 歳出決算額は１２９億１９５万円、歳

出 決 算 額 は １ ２ １ 億 ２ ， ４ ７ ５ 万 １ ， ０ ０ ０ 円 で 、 歳 入 歳 出 の 差

引額は７億７，７１９万９，０００円の黒字であります。  

本決算では、財政調整基金の積立額が４億６，９００万円で、財

政 調 整 基 金 の 令 和 ４ 年 度 末 残 高 が １ ６ 億 ２ ， ９ １ ５ 万 ２ ， ０ ０ ０

円 と な り 、 積 立 の 目 安 額 、 標 準 財 政 規 模 の １ ０ ％ 程 度 の ３ 倍 を 超

える額になっています。  

このような積立金が住民の福祉の向上に充てられ、無駄な箱物に

消 え る こ と が な い よ う 、 今 後 も 厳 し く 行 財 政 運 営 を 監 視 し て い く

必要があります。  

また、実質赤字比率、連結実質赤字比率も赤字はなく、財政構造

の 弾 力 性 、 硬 直 度 と 余 裕 度 を 表 す 経 常 収 支 比 率 は ７ ５ ． ５ ％ と 、

財政構造に余裕が見える値 となっています。  

実質公債費比率も７．６％と、早期健全化基準の２５％を大きく
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 下回るものでした。  

標準財政規模に対する一般会計などが将来 負担すべき実質的な負

債 の 割 合 を 示 す 将 来 負 担 比 率 は 、 早 期 健 全 化 基 準 の ３ ５ ０ ％ を 大

きく下回る６６．７％でした。  

今後、これらの比率に注視する必要があるものの、健全性は保た

れていると言えます。  

これらの決算額や財政指標の状況を見ますと、財政に関しては健

全に運営されていると評価することができます。  

しかし、個別事業については、令和４年度当初予算でも、エネル

ギ ー 環 境 教 育 体 験 館 き い ぱ す の 運 営 事 業 、 健 康 楽 膳 拠 点 施 設 こ る

ぱ の 運 営 事 業 、 再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー の 導 入 可 能 性 調 査 業 務 の 委 託

料 、 新 レ イ ク セ ン タ ー 電 池 推 進 船 に 関 す る 事 業 、 道 の 駅 整 備 に 関

する事業に反対します。  

また、補正予算では、道の駅やレイクセンターの外構工事や、浦

見 川 の 安 全 運 航 シ ス テ ム 開 発 ・ 導 入 委 託 料 、 エ ネ ル ギ ー 環 境 教 育

体 験 館 運 営 事 業 の カ ー ボ ン ニ ュ ー ト ラ ル に 関 わ る 展 示 充 実 検 討 業

務 委 託 料 、 総 務 費 の マ イ ナ ン バ ー カ ー ド 取 得 促 進 キ ャ ン ペ ー ン 、

園 芸 育 成 支 援 事 業 の リ ー ス を 目 的 と し た 農 業 ハ ウ ス を 整 備 す る 補

助金などについて反対しています。  

そもそも予算 の執行を認めていない事業が多くあるので、私は本

決算を認めることはできません。  

以上、議案第５６号に反対する理由を述べ、討論を終わります。  

議   長  ほかに討論はありませんか。  

（なしの声あり）  

議   長  それでは、討論を終わります。  

これから議案第５６号を採決いたします。  

本件に対する委員長報告は認定とするものです。  

委員長報告のとおり認定することに賛成の方の起立を求めます。  

（賛成者起立）  

議   長  起立多数であります。  

よって、令和４年度美浜町一般会計歳入歳出決算の認定について

は、委員長報告のとおり認定することに決定いたしま した。  

議案第５７号について、討論はございますか。  
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 （なしの声あり）  

議   長  なしと認めます。  

これから議案第５７号を採決いたします。  

本件に対する委員長報告は認定とするものです。  

委員長報告のとおり認定することに賛成の方の起立を求めます。  

（賛成者起立）  

議   長  起立全員であります。  

よって、令和４年度美浜町診療所事業特別会計歳入歳出決算の認

定 に つ い て は 、 委 員 長 報 告 の と お り 認 定 す る こ と に 決 定 い た し ま

した。  

議案第５８号について、討論はございますか。  

（なしの声あり）  

議   長  なしと認めます。  

これから議案第５８号を採決いたします。  

本件に対する委員長報告は認定とするものです。  

委員長報告のとおり認定することに賛成の方の起立を求めます。  

（賛成者起立）  

議   長  起立全員であります。  

よって、令和４年度美浜町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決

算 の 認 定 に つ い て は 、 委 員 長 報 告 の と お り 認 定 す る こ と に 決 定 い

たしました。  

議案第５９号について、討論はございますか。  

（なしの声あり）  

議   長  なしと認めます。  

これから議案第５９号を採決いたします。  

本件に対する委員長報告は認定とするものです。  

委員長報告のとおり認定することに賛成の方の起立を求めます。  

（賛成者起立）  

議   長  起立全員であります。  

よって、令和４年度美浜町後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出

決 算 の 認 定 に つ い て は 、 委 員 長 報 告 の と お り 認 定 す る こ と に 決 定

いたしました。  

議案第６０号について、討論はございますか。  
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 （なしの声あり）  

議   長  なしと認めます。  

これから議案第６０号を採決いたします。  

本件に対する委員長報告は認定とするものです。  

委員長報告のとおり認定することに賛成の方の起立を求めます。  

（賛成者起立）  

議   長  起立全員であります。  

よって、令和４年度美浜町介護保険事業特別会計歳入歳出決算の

認 定 に つ い て は 、 委 員 長 報 告 の と お り 認 定 す る こ と に 決 定 い た し

ました。  

議案第６１号について、討論はございますか。  

（なしの声あり）  

議   長  なしと認めます。  

これから議案第６１号を採決いたします。  

本件に対する委員長報告は認定とするものです。  

委員長報告のとおり認定することに賛成の方の起立を求めます。  

（賛成者起立）  

議   長  起立全員であります。  

よって、令和４年度美浜町簡易水道事業特別会計歳入歳出決算の

認 定 に つ い て は 、 委 員 長 報 告 の と お り 認 定 す る こ と に 決 定 い た し

ました。  

議案第６２号について、討論はございますか。  

（なしの声あり）  

議   長  なしと認めます。  

これから議案第６２号を採決いたします。  

本件に対する委員長報告は認定とするものです。  

委員長報告のとおり認定することに賛成の方の起立を求めます。  

（賛成者起立）  

議   長  起立全員であります。  

よって、令和４年度美浜町集落排水処理事業特別会計歳入歳出決

算 の 認 定 に つ い て は 、 委 員 長 報 告 の と お り 認 定 す る こ と に 決 定 い

たしました。  

議案第６３号について、討論はございますか。  
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 （なしの声あり）  

議   長  なしと認めます。  

これから議案第６３号を採決いたします。  

本件に対する委員長報告は認定とするものです。  

委員長報告のとおり認定することに賛成の方の起立を求めます。  

（賛成者起立）  

議   長  起立全員であります。  

よって、令和４年度美浜町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算

の 認 定 に つ い て は 、 委 員 長 報 告 の と お り 認 定 す る こ と に 決 定 い た

しました。  

議案第６４号について、討論はございますか。  

（なしの声あり）  

議   長  なしと認めます。  

これから議案第６４号を採決いたします。  

本件に対する委員長報告は認定とするものです。  

委員長報告のとおり認定することに賛成の方の起立を求めます。  

（賛成者起立）  

議   長  起立全員であります。  

よって、令和４年度美浜町産業団地事業特別会計歳入歳出決算の

認 定 に つ い て は 、 委 員 長 報 告 の と お り 認 定 す る こ と に 決 定 い た し

ました。  

議案第６５号について、討論はございますか。  

（なしの声あり）  

議   長  なしと認めます。  

これから議案第６５号を採決いたします。  

本件に対する委員長報告は認定とするものです。  

委員長報告のとおり認定することに賛成の方の起立を求めます。  

（賛成者起立）  

議   長  起立全員であります。  

よって、令和４年度美浜町住宅団地事業特別会計歳入歳出決算の

認 定 に つ い て は 、 委 員 長 報 告 の と お り 認 定 す る こ と に 決 定 い た し

ました。  

議案第６６号について、討論はございますか。  
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 （なしの声あり）  

議   長  討論なしと認めます。  

これから議案第６６号を採決いたします。  

本件に対する委員長報告は認定とするものです。  

委員長報告のとおり認定することに賛成の方の起立を求めます。  

（賛成者起立）  

議   長  起立全員であります。  

よって、令和４年度美浜町道路用地取得事業特別会計歳入歳出決

算 の 認 定 に つ い て は 、 委 員 長 報 告 の と お り 認 定 す る こ と に 決 定 い

たしました。  

議案第６７号について、討論はございますか。  

（なしの声あり）  

議   長  なしと認めます。  

これから議案第６７号を採決いたします。  

本件に対する委員長報告は認定とするものです。  

委員長報告のとおり認定することに賛成の方の起立を求めます。  

（賛成者起立）  

議   長  起立全員であります。  

よって、令和４年度美浜町上水道事業会計決算の認定については、  

委員長報告のとおり認定することに決定いたしま した。  

議案第６８号について、討論はございますか。  

河本議員。  

  ７番   河本猛です。私は、ただいま討論の対象となっております 議案第

６８号  令和５年度美浜町一般会計補正予算（第４号） に対し、反

対する立場から討論を行います。  

令和５年度美浜町一般会計補正予算（第４号）は、歳入歳出それ

ぞ れ ５ 億 ６ ， ８ ０ ７ 万 ６ ， ０ ０ ０ 円 を 追 加 し 、 総 額 を ９ ３ 億 ２ ，

９１２万９，０００円とするものです。  

民生費、農林水産業費、教育費、中でも児童福祉施設費のおむつ

持 ち 帰 り ゼ ロ 対 策 ２ ２ １ 万 ３ ， ０ ０ ０ 円 や 、 教 育 費 の 本 と の ふ れ

あ い 活 動 事 業 １ ０ ５ 万 １ ， ０ ０ ０ 円 な ど 、 必 要 性 を 認 め る 事 業 が

あります。  

しかし、総務費の財政調整基金への積立金２億２，０００万円は、
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 既 に 令 和 ４ 年 度 末 の 残 高 で 、 積 立 金 の 目 安 の ３ 倍 を 超 え る 額 が 積

み 立 て ら れ て お り 、 学 校 給 食 の 無 償 化 や 子 育 て ・ 教 育 環 境 の 充 実 、

安 全 や 、 医 療 ・ 福 祉 ・ 介 護 の 負 担 軽 減 な ど 、 子 供 か ら 高 齢 者 に 至

る 幅 広 い 住 民 サ ー ビ ス 、 住 民 の 福 祉 向 上 の た め に 使 う べ き だ と 考

えます。  

基金に大きな額をため込むだけで住民の福祉向上や人材に使うお

金 が な く な る の は 当 然 で す 。 私 は 、 も っ と 住 民 の 福 祉 向 上 や 人 材

に 予 算 を 使 い 、 住 民 サ ー ビ ス や 町 の 景 況 感 に お い て も 町 の 基 盤 を

底 上 げ し て い く べ き だ と 考 え る の で 、 本 議 案 に 計 上 さ れ て い る 財

政 調 整 基 金 へ の ２ 億 ２ ， ０ ０ ０ 万 円 の 積 立 て を 認 め る こ と は で き

ません。  

また、商工費の三方五湖ゾーン散策ツアーの企画運営業務委託料

２ ８ ３ 万 ８ ， ０ ０ ０ 円 は 、 乗 船 客 が 伸 び ず １ ４ 年 間 の 事 業 計 画 よ

り も 赤 字 幅 が 拡 大 し 、 今 後 の 存 続 が 危 ぶ ま れ る レ イ ク セ ン タ ー の

支 援 事 業 に 見 え て な り ま せ ん 。 開 業 か ら 半 年 も た た な い う ち に 、

事 業 者 が 行 政 か ら の 支 援 が な け れ ば レ イ ク セ ン タ ー を 切 り 離 す こ

とになるなど議会に言っているようでは、この先はありません。  

電池推進遊覧船、レイクセンターの事業は、交付金を使用して実

証 船 の 建 造 か ら 始 ま っ た も の で す が 、 当 初 か ら 計 画 性 が な く 見 通

し も 甘 い 、 無 駄 な 箱 物 と 反 対 し て き ま し た が 、 既 に 破 綻 の 兆 し が

見 え る の で 、 そ れ に 関 連 す る よ う な 観 光 支 援 事 業 も 無 駄 に な る と

しか思えないので、本議案を認めることはできません。  

以上、議案第６８号に反対する理由を述べ、討論を終わります。  

議   長  ほかに討論はございますか。  

（なしの声あり）  

議   長  では、これで討論を終わります。  

これから議案第６８号を採決いたします。  

本件に対する委員長報告は可決です。  

委員長報告のとおり決定することに賛成の方の起立を求めます。  

（賛成者起立）  

議   長  起立多数であります。  

よって、令和５年度美浜町一般会計補正予算（第４号）は、委員

長報告のとおり可決されました。  



 

－127－ 

 議案第６９号について、討論はございますか。  

（なしの声あり）  

議   長  討論なしと認めます。  

これから議案第６９号を採決いたします。  

本件に対する委員長報告は可決です。  

委員長報告のとおり決定することに賛成の方の起立を求めます。  

（賛成者起立）  

議   長  起立全員であります。  

よって、令和５年度美浜町介護保険事業特別会計補正予算（第１

号）は、委員長報告のとおり可決されました。  

議案第７０号について、討論はございますか。  

（なしの声あり）  

議   長  なしと認めます。  

これから議案第７０号を採決いたします。  

本件に対する委員長報告は可決です。  

委員長報告のとおり決定することに賛成の方の起立を求めます。  

（賛成者起立）  

議   長  起立全員であります。  

よ っ て 、 令 和 ５ 年 度 美 浜 町 集 落 排 水 処 理 事 業 特 別 会 計 補 正 予 算

（第２号）は、委員長報告のとおり可決されました。  

議案第７１号について、討論はございますか。  

（なしの声あり）  

議   長  なしと認めます。  

これから議案第７１号を採決いたします。  

本件に対する委員長報告は可決です。  

委員長報告のとおり決定することに賛成の方の起立を求めます。  

（賛成者起立）  

議   長  起立全員であります。  

よって、令和５年度美浜町公共下水道事業特別会計補正予算（第

２号）は、委員長報告のとおり可決されました。  

議案第７２号について、討論はございますか。  

（なしの声あり）  

議   長  なしと認めます。  
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 これから議案第７２号を採決いたします。  

本件に対する委員長報告は可決です。  

委員長報告のとおり決定することに賛成の方の起立を求めます。  

（賛成者起立）  

議   長  起立全員であります。  

よって、令和５年度美浜町住宅団地事業特別会計補正予算（第２

号）は、委員長報告のとおり可決されました。  

議案第７３号について、討論はございますか。  

（なしの声あり）  

議   長  なしと認めます。  

これから議案第７３号を採決いたします。  

本件に対する委員長報告は可決です。  

委員長報告のとおり決定することに賛成の方の起立を求めます。  

（賛成者起立）  

議   長  起立全員であります。  

よって、令和５年度美浜町上水道事業会計補正予算（第２号）は、

委員長報告のとおり可決されました。  

これより追加提出議案を上程いたします。  

日程第２０  同意第１３号  美浜町教育長の任命につき同意を求

め る こ と に つ い て 及 び 日 程 第 ２ １  同 意 第 １ ４ 号  美 浜 町 教 育 委

員 会 委 員 の 任 命 に つ き 同 意 を 求 め る こ と に つ い て を 上 程 い た し ま

す。  

町長から提案理由の説明を求めます。  

町   長  ただいまは、令和５年度美浜町一般会計補正予算（第４号）をは

じめ１８議案につきまして慎重な御審議を賜り、全議案を原案どお

り可決いただきましたことに対し、心から厚く御礼を申し上げます。  

それでは、本日追加提案いたしました議案の 概要について御説明

申し上げます。  

同意第１３号  美浜町教育長の任命につき同意を求めることにつ

き ま し て は 、 教 育 長 の 森 本 克 行 氏 の 任 期 が 本 年 ９ 月 ３ ０ 日 を も っ

て 満 了 と な る た め 、 新 た に 加 藤 浩 氏 を 選 任 い た し た く 、 議 会 の 同

意を求めるものであります。  

同意第１４号  美浜町教育委員会委員の任命につき同意を求める
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 こ と に つ き ま し て は 、 委 員 の 網 谷 早 苗 氏 の 任 期 が 本 年 ９ 月 ３ ０ 日

を も っ て 満 了 と な る た め 、 新 た に 渡 邉 悦 子 氏 を 選 任 い た し た く 、

議会の同意を求めるものであります。  

以上、甚だ簡単ではございますが、追加提案理由の説明とさせて

いただきます。  

何とぞ慎重な御審議をいただき、妥当な御決議を賜りますようよ

ろしくお願い申し上げます。  

議   長  町長の提案理由の説明は終わりました。  

続いて、議案の説明を総務課長に求めます。  

なお、各議案の説明は、会議規則第３９条第２項の規定 により、

議案表題部分についてのみとし、 ほかは省略したいと思います。  

御異議ございませんか。  

（異議なしの声あり）  

議   長  異議なしと認めます。  

説明は、議案表題部分のみにてお願いいたします。  

総務課長。  

総 務 課 長  それでは、議案表題の朗読をもって議案の説明に 代えさせていた

だきます。  

同意第１３号  美浜町教育長の任命につき同意を求めることにつ

いて。  

同意第１４号  美浜町教育委員会委員の任命につき同意を求める

ことについて。  

令和５年９月２１日提出。 美浜町長、戸嶋秀樹。  

以上でございます。  

議   長  以上で議案の説明は終わりました。  

これより質疑に入ります。  

質疑はございませんか。  

（なしの声あり）  

議   長  質疑なしと認め、質疑を終結いたします。  

これより休憩し、別室において全員協議会を開会いたしまして、

た だ い ま 上 程 い た だ き ま し た 同 意 第 １ ３ 号  美 浜 町 教 育 長 の 任 命

に つ き 同 意 を 求 め る こ と に つ い て 及 び 同 意 第 １ ４ 号  美 浜 町 教 育

委 員 会 委 員 の 任 命 に つ き 同 意 を 求 め る こ と に つ い て を 理 事 者 か ら
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 詳細説明を受けたいと思います。  

これより休憩いたします。  

（休憩宣言  午前１１：０８）  

（再開宣言  午前１１：２８）  

議   長  休憩前に引き続き、会議を開きます。  

本日追加提出の議案につきましては、既に提案理由の説明は終了

し、さきの全員協議会において協議いたしました。  

お諮りいたします。  

日程第２０  同意第１３号  美浜町教育長の任命につき同意を求

め る こ と に つ い て 及 び 日 程 第 ２ １  同 意 第 １ ４ 号  美 浜 町 教 育 委

員 会 委 員 の 任 命 に つ き 同 意 を 求 め る こ と に つ い て は 、 質 疑 、 討 論

を 省 略 し 、 直 ち に 採 決 に 入 り た い と 思 い ま す が 、 こ れ に 御 異 議 あ

りますか。  

（異議なしの声あり）  

議   長  異議なしと認めます。  

よって、本件の質疑、討論は省略することに決定い たしました。  

これより採決に入ります。  

日程第２０  同意第１３号  美浜町教育長の任命につき同意を求

めることについてを議題といたします。  

本件は、これに同意することに賛成の方の起立を求めます。  

（賛成者起立）  

議   長  起立多数であります。  

よって、同意 第１３号  美浜町教育長の任命につき同意を求める

ことについて は、同意することに決定いたしました。  

日程第２１  同意第１４号  美浜町教育委員会委員の任命につき

同意を求めることについて を議題といたします。  

本件は、これに同意することに賛成の方の起立を求めます。  

（賛成者起立）  

議   長  起立全員であります。  

よって、同意第１４号  美浜町教育委員会委員の任命につき同意

を求めることについては、同意することに決定いたしました。  

次に、日程第２２  議会運営委員会の閉会中の所掌事務調査につ

いてを議題といたします。  
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 議会運営委員長から、所掌事務のうち、会議規則第７５条の規定

に よ り 、 お 手 元 の 申 出 書 の 事 項 に つ い て 、 閉 会 中 の 継 続 調 査 の 申

出があります。  

お諮りいたします。  

委員長からの申出のとおり、閉会中の継続調査とすることにした

いと思います。  

これに御異議ありますか。  

（異議なしの声あり）  

議   長  異議なしと認めます。  

よって、議会運営委員長から申出のとおり、閉会中の継続調査と

することに決定いたしました。  

次に、日程第２３  総務文教常任委員会の閉会中の所管事務調査

についてを議題といたします。  

総務文教常任委員長から、目下、委員会において調査中の事件に

つ い て 、 会 議 規 則 第 ７ ５ 条 の 規 定 に よ り 、 お 手 元 の 申 出 書 記 載 の

とおり、閉会中の継続調査の申出があります。  

お諮りいたします。  

委員長からの申出のとおり、閉会中の継続調査とすることにいた

したいと思いますが、これに御異議はございますか。  

（異議なしの声あり）  

議   長  異議なしと認めます。  

よって、総務文教常任委員長からの申出のとおり、閉会中の継続

調査とすることに決定いたしました。  

続きまして、日程第２４  議員派遣についてを議題といたします。  

議員派遣については、お手元のとおりそれぞれ派遣したいと思い

ます。  

ただし、緊急を要する場合には、議長において決定いたします。  

これについて、御異議はございますか。  

（異議なしの声あり）  

議   長  異議なしと認めます。  

よって、議会議員派遣については、お手元のとおりそれぞれ議員

派遣することに決定いたしました。  

ここで、森本教育長より、本会議の出席は今議会が最後の出席と
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 な り ま す こ と か ら 、 発 言 の 申 出 が あ り ま し た の で 、 発 言 を 許 し ま

す。  

森本教育長。  

教 育 長  貴重なお時間をお借りいたしまして、一言御礼を申し述べたいと

思います。  

ただいまは、新教育長をお認めいただきありがとうございました 。

今 ま で と は ま た 違 っ た 視 点 か ら 教 育 行 政 に ご 尽 力 い た だ け る の で

はないかと心から期待をしているところでございます。  

私ごとになりますが、２期６年間、振り返ってみますと、議員の

皆 様 か ら 、 そ れ ぞ れ 、 そ の 時 々 に 必 要 な 教 育 的 課 題 に つ き ま し て 、

御 提 案 で す と か 、 御 指 摘 で す と か 、 御 指 導 を い た だ い て き た こ の

６ 年 間 だ っ た な と い う ふ う に 今 さ ら な が ら に 痛 感 し て ご ざ い ま す 。  

しかしながら、その都度、真摯に受け止めさせていただきまして、

何 か 少 し で も 子 供 た ち の た め に も っ と よ い 方 法 は な い の か と い う

こ と で る 考 え て ま い り ま し た が 、 今 思 い 起 こ し ま す と 、 本 当 に 皆

様 方 の 御 指 導 、 御 期 待 に 沿 え る こ と も 少 な か っ た な と 、 こ ん な ふ

うに反省をいたすところでございます。  

しかしながら、何とかこの６年間、ここまで 仕えることができま

し た の も 、 ひ と え に 町 民 の 皆 様 方 を 代 表 す る 、 こ こ に お ら れ る 議

員 の 皆 様 の 御 指 導 が あ っ た か ら こ そ だ な と い う ふ う に 深 く 感 じ て

お り ま し て 、 こ の 場 を お 借 り し ま し て 、 改 め て 心 か ら 御 礼 申 し 上

げます。本当にありがとうございました。  

これからは、一町民としまして、この間、皆様よりいただきまし

た 御 指 導 を 決 し て 忘 れ る こ と な く 、 ま た 、 自 分 自 身 の 人 生 を 日 々

精進してまいりたいなというふうに思っております。  

結びになりますが、一人一人の議員様のますますの御活躍と、そ

し て 、 こ の 美 浜 町 議 会 の さ ら な る 御 発 展 を 心 よ り 御 祈 念 申 し 上 げ

まして、退任に当たっての御礼の御挨拶とさせていただきます。  

本当にありがとうございました。  

（拍手）  

議   長  次に、先ほど新教育長に同意をいただきました加藤浩君の入場を

許可し、発言を許可したいと思いますが、御異議ございませんか。  

（異議なしの声あり）  
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 議   長  異議はないようですので、加藤浩君の入場を許可いたします。  

教 育 長  加藤でございます。ただいまは、御同意をいただきましてありが

とうございます。  

履歴にないことで少し補足をさせていただきますが、私は弥美小

か ら 耳 中 に 進 み ま し て 、 ３ 年 生 の と き に 中 学 校 が 統 合 に な り ま し

たので、美浜中学校の第１期卒業生でございます。  

県職員として勤務し、退職まで美浜に長らく不在にしておりまし

た が 、 も と も と 美 浜 に 育 て て い た だ い た と い う 思 い が 強 く ご ざ い

ま し て 、 お 話 を い た だ い た 際 に も 、 私 で も 何 か お 役 に 立 つ こ と が

あればというふうに考えた次第でございます。  

この町をよくしたい、豊かにしたいという気持ちは皆様方と同じ

で ご ざ い ま す 。 誠 心 誠 意 、 努 め て ま い り ま す の で 、 議 員 各 位 の 御

指 導 、 御 鞭 撻 を お 願 い 申 し 上 げ ま し て 、 お 礼 の 言 葉 と さ せ て い た

だきます。  

どうぞよろしくお願いいたします。  

（拍手）  

議   長  以上で、本定例会の日程全部が終了いたしました。  

これをもって、令和５年第５回美浜町議会定例会を閉会いたしま

す。  

（閉会宣言  午前１１：３８）  
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